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　俺が軍人になったのは、幽霊が見えたからだ。

　──いや、冗談じゃなくて本当に。物心ついたころから見えてたんだ。

　俺に見える幽霊っていうのはそんなに怖いものじゃなくて、ただ生きてる人間よりちょっとだけ存在が希き薄はくで、無口で、なんとなくそのへんに立ってるだけの白い影みたいなもの。

　目を離してるといつの間にか形が崩くずれてたり、薄くなってたり、いきなり居る位置が変わってたりするのが特とく徴ちようかな。

　生者と幽霊はお互い触ふれられないけど、相性がよければ話すことはできる。

　幽霊は大抵ぼんやりしてて穏おだやかだよ。たまにこっちに向かって怖い顔をする奴がいても、どうせ殴なぐりあうことはできない。生きてる人間と話すよりは安心だ。

　で、そういうのを見慣れて育った俺は、小さいころからずーっと『死ぬのってそんなに怖くないんじゃないの？』って思ってたんだ。死んで体はなくなったって、心は幽霊になって故郷の草原でぽかーんと一日中空を眺めてられるんなら、それも悪くないんじゃないかな、って。

　死ぬのが怖くてたまらない奴より、俺みたいのが軍人やったほうが世の中平和かな、って。

　子供にしちゃひねた考え方だったかもしれない。俺は両親を早くに亡くして孤児院で育ったから、暖かい子供部屋で育った奴よりは最初から冷さめてたのかも。

　元から本を読むのも好きだったし、士官学校に行けば高等教育が無料で受けられるのも正直魅力で、俺は学校と賃ちん仕し事ごとの合間にせっせと受験勉強する日々を始めた。士官学校に入学を許されたのは平均的な入学年齢の十七歳。俺は懐かしい田舎いなか町まちとどこまでも続く麦畑にさよならして、年取ったシスターに帽子を振りながら汽車に乗って都会に出たわけだ。

　学校は厳しかったけど面白かったよ。あそこに行ったことは何も後悔してない。

　俺のたったひとつの計算違いは、俺が学校を出る前にプロパトリア共和国とのでかい戦争が始まって、俺たちのコローニア連合王国が総力戦を強しいられたってことだ。

　あれは西せい方ほう暦れき一九一五年。今から二年前のこと。

　十九歳の俺は戦場にいた。

　かつてないほど戦場に投入された弾薬のせいで俺の体はとっとと駄目になってしまい、気づいたときには錬れん金きん術じゆつとやらで改造されて、魔法の灰で動く、へんてこなものになっていた。

　──俺たちの国、コローニアではそういう存在を、《騎士》と呼ぶ。




「《黄おう金ごんの騎き士し》、ウィルフリッド・バー・アーリンガム！　投とう降こうしろ！」

　誰かが大声で叫んでいる。

　彼が呼んでいるのは俺の名だ。気づいているけど応える気になれなくて、俺はぼんやり空を見ていた。夕暮れの空は真っ赤に染まっている。雲は黒い。地上がさっきまでひどく燃えあがっていたせいだろう。黒い煙が空に昇のぼって、雲を黒く染めてしまったんだと思う。

　雲と雲の間を、鯨くじらみたいな輪りん郭かくの飛ひ空くう艇ていがのったりと横切るのが見える。
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　その腹には敵国の国旗がでかでかと描かれていた。

「聞こえているか、アーリンガム卿きよう！　この街は我々、プロパトリア軍が完全に制圧した。君は孤立している！　無駄な抵抗は止よせ。サーベルを捨てろ！」

　敵の声がやまないので、俺はため息交じりに視線を下ろして辺りの様子を見渡す。

　地上は一面瓦が礫れきだらけ。昨日までは結構発達した地方都市だったはずなのに、今じゃかつての街の面おも影かげを知らせるのはぽつぽつと残っている石壁と、焼け焦げた木の柱、へし折れた店の看板くらいだ。いつか本で見た遺跡の絵に似ている。棄すてられて崩れた神殿の跡あと。

　風と雨が数百年かかってやる破壊を、俺たちは一日で終えてしまった。

　俺は疲れきった体をもてあまして瓦礫の丘の上にひとりたたずみ、にじり寄ってくるプロパトリア軍の兵士たちを待っている。

　灰色と赤でまとめた現代的な軍服姿の彼らの間には、ぽつぽつと幽霊の姿があった。

　白っぽい幽霊たちは誰も怒った顔なんかしていない。ただぽかんとして、あっちやこっちを向いて立っている。

「そりゃそうだよな。この街、いきなり一日で変わりすぎだよ。俺だってぽかんとする」

「なんだと!?　もう少し大きな声で喋しやべりたまえ！」

　生きてる人間はうるさい。

　俺はなけなしの気力をかき集め、少しだけ声を張ってみる。

「あのなー。提案なんだけど、俺たちみんな、大きな声で怒ど鳴なるのをやめてみたらどうだろう。多分、今回の戦争はうるさすぎるんだよ。あっちこっちで爆発が起こりすぎで、爆音に対抗してみんなが叫ぶだろ？　そのせいで変に気分が盛りあがってる気がする。元は冷静な人間も、叫んでるとだんだん興奮してくるっていうの、誰かが論文に書いてたはずだ。誰だっけ……人類学の若手だったと思うけど、あんた、知らないか？」

　俺が質問を投げると、敵将校はなんとも微妙な顔で黙りこんだ。

　冗談だと思われた？　それとも喋り方が軽々しすぎただろうか。

　なにしろ俺は新聞によると『英雄』らしいし、格好が仰ぎよう々ぎようしいんだ。俺の所属するコローニア連合王国の軍服は百年前から変わっていない。

　特に俺なんか本来貴族しかなれなかったはずの《騎士》だから、派手な赤毛を伸ばしてひとつに結んで、袖そでとか襟えりとかが無駄に大きく折り返してある金モールたっぷりの華美な軍服を着たあげく、これまた優美な装飾つきのサーベルを杖代わりに瓦礫に突き刺して立っている。

　こういう格好にはもっと芝しば居いがかった口調のほうが似合うのは知ってるけど、残念ながら俺の心はまだ普通の人間だ。俺は俺の言葉で喋りたい。

　やがて、敵将校が少し顔を引きつらせて言う。

「再度言う。投降したまえ。君は世界中にその名を響かせるコローニア連合王国の錬金術の結晶、《黄金の騎士》だ。君がコローニアに降伏を呼びかけてくれたなら、それは真の世界平和のための偉い業ぎようとなる」

　……なんだろうなあ、こいつ。俺の話を完全に無視したあげく、アホなこと言ってるよ。

　俺は珍しく、ちょっとだけ目の前の相手にいらついた。

　真の平和って一体なんだ？　創世以来、世界に争いは絶えないし、いつだって人間は死んでるんだ。ただ、こいつらには見えてないだけ。

　そこにも、ここにも、幽霊は立ってるのにな。

　ほら、今だって少し輪郭のにじんだ姿でこっちを見て、ずいぶん困った顔をしているひとがいる。あっちの、ここから二十歩くらい向こうにある民家のところ。かろうじて焼け残った家のそばで、腕に卵かなんか入った籠かごを提さげて、じーっと壁を見つめてる女の幽霊。

　……あれ、なんか変だな。

　あのひと、こっちを見た。何か言いたそうな顔してる。

　何？　俺に用なの？

「さあ、アーリンガム卿──」

「悪いけど、ちょっと静かにしててくれないか。幽霊の声が聞こえない」

　敵将校の言葉をさえぎって、俺はじっと女の幽霊を見つめ続けた。

　視界の端はしで、敵がすっかり哀あわれむみたいな目つきになったのが見える。

　まあしょうがない。俺はとりあえず敵を意識から追い出して、幽霊の唇を読んだ。

　そしてなんともやるせない気持ちになって頭を搔く。

「……あー。また、そんな話か」

「なんの話だね？『幽霊』とやらとの対話はすんだのか？」

　優しさといら立ちを含んだ声で言う敵に、俺は途方に暮れた苦笑を向けた。

「うん、終わったよ。だから今度はあんたと話をしよう。投降するのしないのっていう押し問もん答どうじゃなくてさ、なんかこう、もうちょっと楽しい、後々までそれなりに笑顔で思い出せる話がしたい。……夢の話は？　あんたは今後の夢ってあるか？　俺はあるんだ。──空が青くて、風があったかいところで、ぽつぽつ小説とか書いて暮らすのっていいよな。俺は若わか造ぞうだけど、今なら多少書くことがある気がする。ひとに伝えたいことが、少しくらいは」

　世間話の調子でだらだらと喋っていると、耳の奥からかすかに音楽が聞こえてきた。

　勇ゆう壮そうかつどこか優美な旋せん律りつが、鼓こ膜まくを、骨を、筋肉を震わせる。これは《騎士》の標準仕様だ。俺の頭の中に仕込まれた小さな円盤が音を出してる。俺が、戦争なんか嫌だなあ、とか、そんなことを思ったときには必ず鳴り始めて、俺の心を鼓こ舞ぶし始める。

　──麗うるわしきかな、コローニア。国王陛下よ永遠なれ！

　小さいころから聞き慣れた国歌が頭の片隅から響き始めて、すぐに全身を震わせる。骨がかゆい。指がむずむずする。心臓が震える。まるでわくわくしてるときみたいに。ただ単に音に反応して震えてるだけなのに、身体は勘違いする。俺は興奮してるんだ、って。俺は戦いたいんだ、って。戦いたい。戦いたい。殺したい。頭の隅すみで誰かが怒鳴ってるみたいだ。

　うるさいな。本当にうるさい。気持ち悪い。
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　俺は一体何者なんだ。俺の体はどうなってるんだ。俺の魂たましいはまだここにあるのか。ないのか。俺は全身を覆おおう震えをもてあまして少し笑い、囁ささやく。

「……だから、戦争なんてとっとと終わらせよう。数すう秘ひ術じゆつ師しのおっさんたち」

　俺が言い終える前に、ものすごい轟ごう音おんが響いた。

　その瞬間に俺の視界は冴さえ渡る。五感が研とぎ澄すまされて、世界がやけにゆっくり動き始める。

　全身の性能が人間を超えていく。俺には見える。

　幽霊のいた民家が粉こな々ごなに砕くだける。

　建物を粉砕した砲ほう弾だんが俺に向かってくる。

　民家の陰に隠れてたのは、蒸気で動くばかでかい戦車だ。俺ひとりを片づけるために、敵は最新兵器を持ってきた。きっと戦車の中には黒い軍服の数秘術師どもが乗っている。

　例の幽霊が俺に教えてくれたのは、そのことだった。

　俺は普通の人間には視認できない速度で超ちよう硬こう度どサーベルを抜き、同時に地を蹴けった。

　砲弾と、戦車を、中に乗ってる人間ごとぶった斬ぎる気だった。

　そのとき、視界の端にあの幽霊の女の人が見えた。

　彼女、くしゃりと顔を歪ゆがめて、崩れていく家を見ていた。

　ああ、あんたの家だったんだな、そこ。

　……嫌だよなあ。

　自分が死んじゃって、そのうえ自分が住んでたところまでなくなるの。

　自分が死んだ後に、変わっていく世界を見るのってどんな気分だろう？

　俺が小説に書きたいと思うのは、たとえばあの幽霊の気持ちとか、そういうことだ。

　噓くさい英えい雄ゆう譚たんでもなきゃ、悲ひ愴そうな戦記物でもなくて、ありふれた、小さな悲しみの話。

　そういう話はみんなが見過ごすし、みんなが気づかないし、決してなくならないんだ。

　……畜生。
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『──終戦から二年。プロパトリアは引き続きコローニアに対して錬金術兵器の全ぜん廃はい棄きを求めていくと見られ、新政府がこれを受け入れるかどうかに各国の注目が集まっています──』

　ラジオのラッパ形スピーカーが、雑音交じりのブラッキアリ語ニュースを吐き出しているのが聞こえる。
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　ウィルは毛布にくるまったまま、簡素な寝台の上でうっすらと目を開けた。

　辺りは薄明るい。天てん窓まどから注そそぐ朝の光が屋根裏部屋をぼんやりと照らし出している。

　丸めたぼろきれや洋服を放りこんだ衣い装しよう櫃びつ、しみだらけの床の上に直接積まれた本や皿やカップ。小さな円卓。そして部屋の隅っこで紙し片へんに埋もれている書き物机。

　埃ほこりと陽光の優しい匂い。──平和だ。

　さっきまでは戦場の夢をみていたような気がするけれど、ここは故郷のコローニアではない。かといって敵国のプロパトリアでもない。もう、敵も味方もないのだ。

　戦争は終わった。

『こんにちは、みなさん。元ブラッキアリ社会党のリナルド・ピサノです。さて、あなたはコローニア王室の使う錬金術は命を弄もてあそぶもの、とお思いですか？　錬金術改造後の生き物は意志を失った兵器そのもの？　実際に戦場に出たわたしは、そうは思いません。彼らは改造後も生きていた。ひととして。動物として。わたしは思います。彼らには権利がある──』

（……耳がかゆい）

　枕元のラジオの喋る内容が鬱うつ陶とうしくなってきたので、ウィルは毛布の中から手を伸ばしてつまみを回した。

　ラジオはしばしヒステリックな雑音を吐いた後、のんびりとした管かん弦げん楽がくを流し始める。

「アルファー作曲の、交こう響きよう曲きよく第四番……ってことは、木曜の朝八時半、か」

　起きるべきだろうか。それともあえて寝続けるべきか？

　ラッパや笛で叩き起こされる朝の憂ゆう鬱うつと比べると、天国みたいに幸せな悩みだ。いっそ夕方までこうしていたい。いや、ぜひともそうしよう。

　ウィルが固く心に決めたとき、頭上でものすごい怒ど声せいが響いた。

「いいかげん起きな、『英雄』さん！」

　次の瞬間、何者かが毛布の端をつかんで思い切りひっぱる。

　ウィルは抵抗する間もなく床に転がり、やっと眠い目を見開いた。長めの前髪の間から見えるのは、ウィルの一・五倍はありそうな筋肉質の腕を組んでたたずむ女性の姿だ。

　あまりにも威い風ふう堂どう々どうとした彼女は、この下宿の三十六歳になる娘さんである。

「……さすがシャーロット嬢。起床ラッパよりすごかった……」

　ウィルが呆ぼう然ぜんと言うと、シャーロット嬢はぎろりと彼をにらみつけた。

「ああ？　何か言ったかい？　ったく、あんたの耳はどうなってんだい！　ラジオをつけてもびくともしない。あんた、その寝起きでよく戦争ができたね！」

「いや、普段はこうだけど、いざとなったら鋭いんだよ。それにほら、俺は所属してた部隊が特殊だったし」

　床に座りこんだままなんの迫力もない様子で主張するウィルに、シャーロット嬢は実に冷たい視線を落とす。

「ふーん？　補給部隊とかかい？」

「そうそう。敵の後方に落らつ下か傘さんで潜入して、ものすごく適当な物資管理をすることで相手の気力を萎なえさせる『特殊補給管理隊』所属だったんだ。俺は物理の問題は簡単なやつならぎりぎり解けるんだけど、ただの足し算引き算になると正答率が低くって、単純に数を数えさせるとますますひどい……」

「三秒で噓ってわかるわ！」

　殺気立った叫びと共に手にしていた機械を振り回され、ウィルは慌てて飛び上がった。

　毛布にくるまったまま部屋の隅に待たい避ひし、やっとはっきりした視界にシャーロット嬢の振り回す円筒形の機械をとらえる。なにやら見慣れない代しろ物ものだ。

「駄目だったか。やっぱり寝起きは作り話の細部を詰められなくて駄目だな。ときにシャーロット嬢、それってなんだ？　その、持ってるやつ」

　いきなり逸それた話題にシャーロット嬢は顔をひくつかせ、木と金属でできた機械を彼の眼前に突きつける。

「真空掃そう除じ機きだよ、掃除機！　ひと言目から噓だってわかるばか話をしてる暇ひまがあるんなら、とっとと起きて身み支じ度たくしな！　あたしは今日こそ、この部屋を掃除するんだからね！」

「へえ、掃除機。この間ラジオも買い換えたってのに、すごいなあ」

「こんなもんブラッキアリじゃ普通だよ。まだ馬毛のブラシにこだわってんのはあんたの故郷のコローニアだけだ！　いつまでも魔法だのなんだのってうさんくさい。時代はすっかり蒸じよう気きと数秘術だってのに、そんなんだから戦争に負けるんだ！」

　そこに反論はできないな、と思い、ウィルは軽く頭を搔いた。

　ウィルの母国であるコローニアはよくいえば伝統を重んじるし、悪くいえば時代遅れだ。

　王族がいまだに魔法──正確にいえば錬金術──にどっぷり浸つかっていて、この間の戦争でも錬金術改造した《騎士》に超硬度サーベルを持たせて戦わせていたのがその証拠。

　世界的に見れば、そういった『王族だけが独占する秘術』みたいな怪しげなものが社会全体を支配していたのはひと昔、ふた昔前の話で、今は蒸気と数秘術師が発明した機械でずいぶん便利に暮らせる世の中なのだ。

　さっきのラジオも優美な木箱の中に最新式の謎なぞな機械がぎっしり詰めこまれ、圧縮された蒸気の力で動く『数秘術式』だし、多分掃除機だってそうだろう。

　蒸気演算器の発明と前後して現れた数秘術は、その技術で蒸気の力を蓄えることに成功してからどっと世界中に広がった。

　いまどき、『新しくて便利』といえば数秘術。

『古くてうさんくさい』といえば錬金術だ。

（で、俺はその『古くてうさんくさい』ものでできている、と）

　ウィルはシャーロット嬢の視界から逃れるように部屋の隅の洗面台に歩み寄り、曇くもった鏡をのぞきこむ。

　身体に毛布を巻きつけ、前髪で表情を隠した自分はいかにも眠そうで、ぼーっとした冴えない学生といった感じだ。見た目は大体自分の理想に近い。

「……まあ、コローニアはほんと王様が不器用だったから。ブラッキアリはうまくやったよ。王国だけど新しいものも取り入れるし、戦争では中立をずっと保って、最後にちょろっと局地戦に出て勝って。もらうものはもらってけろっとしてる」

　ウィルはぼんやりと言いながら、壁から突き出した金色の蛇じや口ぐちをひねる。すぐに温かい湯が洗面台に溜まり始めるのも蒸気のおかげだ。

　さらに壁のボタンを押すと、隣にくっついている色んな穴の開いた銀の円盤から石せつ鹼けんの泡が勢いよく飛び出す。手のひらで器用に泡を受けて顔を洗いだしたウィルに、シャーロット嬢はそのへんに落ちていたシャツやら上着やらをどんどん投げつけてきた。

「そのブラッキアリに亡命してる身で文句をお言いじゃないよ。大体ねえ、あんたにゃ覇は気きってもんがなさすぎるんだよ。まだ若いってのに、放っといたら家にこもって変てこな落書きしかしやしない。多少は何かやる気を出して、この国に貢こう献けんしてみちゃどうだい」

「俺が書いてるのは落書きじゃなくて小説だよ。やる気だってないわけじゃない。ただ、運命を感じないってだけ」

「はあ？　運命？」

　いかにも怪け訝げんそうなシャーロット嬢に、ウィルは毛布の陰で着替えながらちょっとだけ笑いかける。なんだかんだいってもシャーロット嬢は真ま面じ目めないいひとだ。

　ウィルが真面目に返したら、このままどこまでも真剣な話になってしまう。

　だから彼はこういうとき、いつでもとびきり変な話を振ることにしていた。

「外へ出るべき運命を感じないから、普段は外へ出ないんだ。びびっと来たら動くよ。──たとえばある運命の日。俺は空から落ちてきて天窓をぶち破った一頭の薄はつ幸こうの牛と知りあう。しかしその牛は世界滅亡の鍵を握る悪霊に取とり憑つかれているから、街のど真ん中に出ていったと思うと冥めい府ふへ続く穴を開けちゃう。唸うなる風、湧わき出る悪霊、そんな面倒な牛は食用にすればいいんじゃないかと迫る軍隊、それを俺が愛の力で阻そ止し！　意外と面白くなってきたな、これ。シャーロット嬢、どう思う？　これって小説にしたら結構売れるんじゃ……」

　楽しげに言ったウィルの横よこっ面つらに、いきなりシャーロット嬢の掃除機が飛ひ来らいする。

　ウィルは素早く掃除機を受け止め、丁てい寧ねいに床に置いてから走り出した。

　全速力で落とし戸の下へ逃げ、そのまま階段を駆け下りて一階の台所に飛びこむ。

「──うん。今日も絶妙なごまかしっぷりだ。掃除機も壊れなかったし……って、あれ」

　気楽に言って台所を通り抜けようとすると、調理台の隅っこに『役立たず用』と書いた紙片つきの皿があった。上にはバゲットに野菜とハムを挟はさんだものが載っている。

　明らかに自分用の朝食だ。

　ウィルは心の中で唯ゆい一いつ神しんラウルスの名を唱えて十字を切ると、狭い台所を見渡した。

　水道はこの間直したから大丈夫。無数の管くだとバルブだらけの鉄のクローゼットみたいに見える旧式の蒸気式レンジ調理器の扉には多少歪みがあるようだ。

「しかし、素す手でで扱っててどうしてこれが歪むんだ？」

　ウィルは首をひねって調理器の鉄てつ扉ぴを開け、自分の手の甲で、がん！　ごん！　と打つ。

　たった二回の打撃で、分厚い鉄扉は飴あめ細工のように簡単に姿を変え、大体平らになった。

「ちょっとあんた、まだ下にいるの!?」

　音に気づいたらしきシャーロット嬢の声に、ウィルは大急ぎでバゲットを口にくわえて裏口から外に出る。

　いかに髪で目元を隠そうと、冴えない服装を選ぼうと、ウィルの外見はすらりとした細身の青年だ。彼が錬金術改造を受けた《騎士》だと知らなければ、『素手で鉄扉を直してました』なんて言っても誰も信じてはくれないだろうし、ウィルとしてもわざわざ説明したくはない。

　錬金術を信しん奉ぽうする最後の大国、コローニアが戦争に負けた今、錬金術の印象は地に落ちた。《騎士》だとばれたら石までは投げられないまでも、気味悪がられるのは確実だ。

（こっちだって気分よくないしな。この体が、よくわかんない魔法の灰で動いてるとか。──まあいいや。俺は人間だ。ただの人間）

　ふらりと暗くなりかけた気持ちをそっと引き上げ、ウィルは小さなハーブ園を横切った。

　それにしてもいい天気だ。

　明るい午前の光が、緑のハーブの葉の上で、石畳の上で、さびかけた自転車の上できらきらと躍おどっている。

　こんな日には余計なことなんかしていられない。どこか気持ちのいい場所でも探してもう一度寝倒そう。……と、この思考回路がシャーロット嬢の怒りを買っているのは重々承知だが、多分あともうちょっとだけ時間がいるのだ。

　ぱさついて少しぼんやりしてしまった心がもう一度元気になって、いつかあの戦争が夢にも出てこなくなったら、きっとそのときが真面目に生き直す時期なんだと思う。

　ウィルは自転車に飛び乗ると、細い裏道を鮮あざやかに抜けて大通りへと出た。黄色、ピンク、白。色とりどりに塗られた建築物が左右に並び、その上にかかる真っ青な空が視界に飛びこんでくる。ここはいつ見ても夢みたいに綺麗な街だ。

　ウィルが空を見上げて自転車をこいでいくと、傍かたわらを真っ白な蒸気を噴きあげた自動車がけたたましい音を立てて走り抜けていった。

「いよう！　ウィルじゃねーか、どこいくんだ？　このレモン持ってけよ！」

「あら、ウィル！　仕事探し？　終わったらうちに寄りなさいよ。この間、子守りしてもらったお礼。レモンタルトあるわよ！」

　煙けむりの隙すき間まから気のいいご近所さんの声がかかって、青い空をレモンが舞う。どうにかレモンを受け取って前を向くと、少し先のほうでひとりの少年が大きく両手を振っているのが見えた。

「兄ちゃん！　ウィル兄ちゃん、この先で喧けん嘩かだ！　どうにかしてよ！」

（喧嘩か。関わりたくないなあ。ごたごたはごめんだ）

　ウィルは申し訳なさそうに体を小さくしつつ、さっさと殴りあいの喧嘩の横を通り過ぎる。

　子守りや店番ならいくらでもするが、暴力沙汰に関わって正体がばれたらたまらない。

　こういうときは逃げるのがいちばんだ。どうせ喧嘩くらいでひとは死なないし。

　……いや、まあ、たまには死ぬけど。

　思い直してちょっと振り返ってみると、喧嘩はまだまだ派手にやっている真っ最中だ。

　相手とこちらとの距離は、数十メートル。

（──気づかれなきゃいいんだよな。気づかれなきゃ）

　そういえば今、自分はちょうどいいものを持っているような気がする。

　ウィルはポケットからさっきのレモンを取り出してしばし考え、ふいに喧嘩のほうへ向けて投げつけた。レモンはかなりの速度で風を切り、いい音をたてて片方の男の後頭部に命中する。

　結構な衝撃だったのだろう、男は大きくよろめき、喧嘩を忘れて辺りをきょろついているようだ。その隙に、周囲のやじうまたちがどっとふたりを止めに入る。

　これでよし、とばかりにウィルは微笑み、軋む自転車を再び発進させた。

　ペダルをこぐ足に力をこめると、頭上を白い海鳥が飛んでいくのが見え、上り坂の向こうにきらめく真っ青な海がちらつく。その美しさに、勝手に顔がほころぶ。

（きっとこれが、ほんとの平和、ってやつだ）

　ウィルはしみじみと思いながら坂を乗り越え、海を望む丘の上のカフェを目指した。




　──西方暦一九一七年。《数すう秘ひ戦せん争そう》終戦から二年目。

　かつて英雄と呼ばれた《黄金の騎士》であるウィルフリッド・バー・アーリンガムは、中立国のブラッキアリ王国でそれなりに平和に生きている。

　今の彼には帰るべき故郷も、仕つかえるべき王家も、再会を喜ぶべき友人もいないが、代わりに青い空と、美しい光と、ウィルをただの一帰き還かん兵へいだと思っている隣人たちの温ぬくもりがある。
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「遅おせぇぞ、役立たず」

　自転車を降りたウィルがカフェの扉を開けると、いかにも不機嫌そうな声が飛んできた。

　海側に大きく窓を取った店内は光に満ちて、穏やかな空気が漂ただよっている。さして広くない木造の店には勘かん定じよう台だいがひとつ、あとは手製らしい円卓が四つほど。

　壁に直接描かれた素そ朴ぼくな花のペンキ画が印象的な店内は、今日もがらがらにすいていた。

　窓際に年配女性がふたりいるだけの店を見渡しながら、ウィルは勘定台に歩み寄る。

「あれ、俺、今日来るって言ったっけ？」

「言ってねー。俺がお前に用があっただけ」

「アルフォンソ……さすがに理り不ふ尽じんじゃないのかな、それは……」

　途方に暮れて言うと、勘定台の向こうに立つ男がくわえ煙草たばこを上下させて笑った。

　あんまり気持ちのいい笑い方ではない。

　アルフォンソはどことなく、蛇へびか猛もう禽きんを思わせる類たぐいの青年だ。

　歳は三十近くだろう、ぱさぱさの褪あせた金髪を肩に垂らして、瘦やせて不健康そうな白い顔に黒くろ眼め鏡がねをかけている。この眼鏡は枠わくやつるに複雑に絡からみあった管くだや小箱がくっついており、よくよく見ると、レンズに縦たて線せんと文字らしき模様が浅く彫りこまれている『数秘術式』だ。

「いいじゃねーか。無職同然のお前に仕事を恵んでやろうってんだ、優しすぎる自分に感動して涙が出るぜ。お前も午前中から手ぶらでここに来るっつーことは、麗しのシャーロット嬢に仕事探してこいって言われたんだろ？」

　楽しげなかすれ声で言うアルフォンソに、ウィルは勘定台を挟んで嫌そうな視線を投げる。

「追い出されたのは当たりだけど、俺は珈琲コーヒーの一杯も飲んで窓辺の席でうとうとしようと思っただけだ。お前が楽しそうに振ってくる仕事ってろくなもんじゃないし。逃げた小鳥の代わりに金持ちの家で歌うたってこいとか、ブラッキアリ女装秘密結社に入ってる旦だん那なを足抜けさせろとか。大体なんなんだ、女装秘密結社って。秘密って自分たちで言ってどうするんだよ」

「突っこむとこはそこじゃねえだろ。俺としては、わざわざお前に小説のネタになるようなのを回してやってんだ。全力で感謝しろや。それとも、脅おどしとか半殺しとか全殺しとかのわかりやすい仕事のほうがよかったか？」

「…………女装のほうが一千倍マシ」

　うめくように言って、ウィルは勘定台の上で頭を抱える。

　ブラッキアリでの生活の唯一の不満は、このアルフォンソだけがウィルの正体を知っている、ということだ。行きがかり上仕方なかったとはいえ、できればもう少し性た質ちのいい人間に知られたかった。

　落ちこむウィルの頭上でアルフォンソがくつくつと笑い、辺りには珈琲を抽ちゆう出しゆつする音と蒸気が激しく噴き出る音が響く。

「お前が亡命できたのは俺の手引きあってこそ。よりによってお前、終戦前に逃げてきたし。敵前逃亡だぜ。下へ手たしたら死刑だぜ。わかってんな、『英雄』さん？」

「ええ、ええ、覚えてますともアルフォンソさん！　お前の頼みは断らないって。あー……これだから『灰はいの家か族ぞく』はなー。後が怖いこと」
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　ウィルが頭を抱えたままやけっぱち気味に言うと、かちゃん、と耳元で陶器が音を立てる。

　ちらと見れば、そこには小さなカップに入った珈琲が用意されていた。

　アルフォンソは自分も自分の珈琲に口をつけながら、笑みを消さずに肩をすくめる。

「『灰の家族』のことは口に出すな。たとえお前が外国人で、俺が元『灰の家族』の情報屋だとしても。世の中には色々、話しちゃいけねーこととか、見ちゃいけねーことがあるんだよ」

　そう言って彼はひょいと自分の黒眼鏡を上にずらしてみせた。

　その下には、両目を真横に切り裂いたような古い傷跡がある。傷が元で灰色に濁にごってしまった彼の目には、今はほとんど視力がないという。高価な数秘術式眼鏡で日々の生活はできるそうだが、その眼鏡の仕組みがどんなものなのだか、彼にどんなふうに世界が見えているのかは、ウィルにはさっぱりわからない。

　わかっているのは、アルフォンソがブラッキアリの暴力組織、『灰の家族』の元構成員で、傷の元になった事件で『灰の家族』を抜けたということだけだ。

「……平和が一番。気をつけるよ、アルフォンソ。だから、仕事もできるだけ平和なのがいいなあ。武器の横流しとか、人殺しとか、喧嘩とか、そういうのはほんとに勘かん弁べん。俺、もうひとは殺さないって決めてるんだ」

「安心しろって。お前が腰抜けなのはよーく知ってる。ばか力はあるのに喧嘩もしねえ、平和になったっつーのに女の子を口く説どきもしねー変へん態たいにぴったりの紳士的な仕事を用意した。──岬みさきに鳩はとが来てるぜ。渡りの鳩だ」

「渡りの鳩？」

　不意に飛び出したその単語に、ウィルは大きく瞬またたいた。

（滅多に聞かない暗号だな。確か、『渡り鳥』は他国からの亡命希望者のこと。岬に来たってことは……もうこっちの国に着いたって意味か。『鳩』は女って意味だ。つまり、女の亡命希望者を迎えに行け、ってことか？）

　暗号の意味を理解するにつれ、だんだんと嫌な予感が膨れあがってくる。

　戦争の残のこり香がが鼻先で香った気がして、ウィルはかすかに顔をしかめて訊きいた。

「今って、渡り鳥の来る季節だったっけ？」

「季節外れじゃあるが、北のほうじゃまだ雪が降ってる。暖かいこっちに逃げてきたんだろうな。群れからはぐれたのか、たった一羽みたいだぜ？」

（北。コローニアからか。しかも、女ひとりで？　やっぱり貴族かな。それにしたって、戦後二年もして亡命って……コローニアの情勢がまた変わりそうなのか？）

　聞けば聞くほど嫌な胸騒ぎが大きくなり、ウィルはカップ片手に考えこむ。

　このブラッキアリは一見平和だから忘れがちだが、世界にはまだ二年前の戦争の影響が色濃く残っている。ウィルも参加したあの《数秘戦争》は、前ぜん代だい未み聞もんの大規模な戦争だったうえにあまりに初めてのことづくしで、戦争の仕方と世界の勢力図をがらりと変えてしまった。

　ウィルが学校で習った歴史書によれば、ざっと千二百年前から二百年くらい前まで──つまりは世界が魔法とか錬金術とか王様とか、そういったものに支配されていた時代の戦争は、かなり悠ゆう長ちようなものだったらしい。

　運動会と言ったら言い過ぎかもしれないが、綺麗な服を着た超人的な《騎士》たちが名乗りあって斬きりあうのが基本で、下手をしたら戦死者ゼロということすらあった。

《数秘戦争》とそれまでの戦争のもっとも大きな違いは、数秘術が生んだ新兵器が実戦に投入されたところだ。

（コローニアとプロパトリアの戦争自体は千年前からちょいちょい続いてたけど、プロパトリアは数秘術発はつ祥しようの地だからな。この間の戦争では新兵器の数がものすごかった。どでかい戦車に、邪悪な空飛ぶ鯨みたいな戦闘飛空艇に、それを利用した空中砲台に……ほとんど子供の悪い夢みたいなのばっかり。しかもそれが前評判裏切って、本気で強かったんだよなあ）

　多分、あの強さはプロパトリア人自身の予想すら超えていた、とウィルは思う。

　対するコローニアは昔ながらの『錬金術』が生んだ貴族の《騎士》を目いっぱい出撃させたが、彼らは名乗りを上げている間にプロパトリアの兵器にぼこぼこにされ、開戦後一カ月でコローニアの男性貴族とその跡取りの、実に半分以上が死んだという。

　──こうしてあっという間に生み出された歴史上類を見ない被害と戦果に、コローニアとプロパトリア、そして世界中の感覚はすっかり狂ってしまったわけだ。

　退ひきどころを見失った戦争は、最新技術、対、旧世代の伝統、みたいな色合いを帯びてあっという間に規模を拡大。北部大陸全体を吞みこんでいく。

（とにかくみんながむきになりすぎたのもあるけど、あの戦争の広がり方はなんか異常だった。あんまりに規模が大きくて、しまいには戦場に出てる俺たちだけじゃなく、軍の幹部も政治家も、他の国の偉いひとたちも、なんで戦ってるのかよくわからなくなってたみたいだし）

　当時の記憶と異様な皮ひ膚ふ感覚がじわじわと甦よみがえって、ウィルはちょっと暗い目で珈琲をすする。

　あの戦争でいちばん割を食ったのは、間違いなくウィルの属していたコローニアだろう。

　敵の兵器と貴族の激減に危機感をあおられたコローニア王家は、ウィルみたいな平民ですら適性があれば勝手に《騎士》に改造する暴ぼう挙きよに出たうえ、しまいには王族だけの秘密だったはずの錬金術の秘術さえあちこちに漏もらしてしまったらしい。

　ぽかをやりまくったコローニア王室は戦争末期にクーデターを起こされてどこぞに逃亡、コローニア臨時政府がプロパトリアを筆ひつ頭とうとする連合国に降伏して現在に至るのだ。

（翻ひるがえって、今回の依頼だ。コローニアは今もプロパトリアの支配下にあるし、今までだって処刑とか資し産さんの剝はく奪だつを恐れてブラッキアリに流れてきたコローニア貴族はいた。ブラッキアリは中立国で王政を保ってるからな。けど、最近は聞かない話だ）

　ひょっとしたらコローニア新政府が、いよいよ貴族を粛しゆく清せいなんてことを始めるんだろうか。だとしたらこれからは、こんな戦争を思い出させる依頼が増えるのかもしれない。

　それだけでも気き鬱うつなのに、ウィルは平民出身だわ、敵前逃亡しているわで、正直コローニア貴族に合わせる顔なんかなかった。

（……帰りたい。今すぐ、帰って寝たい）

　そんなウィルの気持ちを読んだのか、アルフォンソは畳みかけるように続けた。

「鳩一羽じゃ巣作りも大変だろうなあ、ウィルよ。ブラッキアリはいいとこだが、まだまだ戦後だ、物ぶつ騒そうな奴らも多い。世の中、俺やお前みたいな紳士ばっかりじゃねーからさ。ひょんなことで襲われたり殺されたり、もっと酷ひどいことになったりするかもなあ。そんなことになったらお前、思いっきり後悔するんだろうなあ。違うか？」

「……わかったよ。帰り際に、その鳩の様子、見てくる。どのへんだ？」

　あきらめ果てて言ったウィルに向かって、アルフォンソは大げさに片目を閉じた。

「その調子だ。何かあったら、地獄の門でまた会おう。鳩は、こないだでかい丸太が打ちあげられてた浜に着く。うちの皿洗いしてから行くと、時間はちょうどいいはずだぜ？」
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「しかし……夕方まで皿洗いさせられるってのは予想外だった」

　その日の夕方、ウィルはいささか遠い目になって海辺への道を急いでいた。

　家路を急ぐ学生にしか見えない格好だがその足取りは速く、隙がなく、ごくさりげなく人目を避さけている。《黄金の騎士》であるウィルの五感は本来常人よりも遙はるかに鋭するどい。

　ただ、普段はそれを意識的に忘れているのだ。

　異常なまでに鋭い感覚は、受け手の神経を痛めつける。あまりの情報量に脳が耐えきれずに憔しよう悴すいしてしまう。《騎士》になって最初に学ぶのは、この感覚の制御法だ。

　そして今は、その感覚を働かせるべきときだった。

（懐かしいな、この感じ。こっちは戦うために力を解放してるのに、世界がいつもより綺麗に見える──この、なんだかどうしようもなく皮肉な感じ）

　やるせなく思うウィルの目の前には、恐ろしいまでに鮮やかな風景が広がっている。

　緑色の丘と、紫色の夕暮れの空。

　ありがちな風景だ。ただの海辺の田舎町。

　けれど今のウィルには、すべてが視界いっぱいに広がった細さい密みつ画がみたいに見える。

　彼の青い瞳の中で、緩ゆるやかに連なる緑の丘に生える細い草の一本一本が揺れている。その葉の表面に透けている葉脈はあくまで優雅で、艶つややかな表皮は潮しおでべたついている。葉の上には虫が乗って、そうっと硝子ガラス細ざい工くみたいな透明な翅はねを伸ばして震え、虫の翅には美しい紫色の夕暮れが映りこんでいる。

　海の方角からどっと風が渡ってきて、土と、海と、それに含まれるすべての命の匂いがウィルに向かって吹きつけてきた。生命の香りがあまりにも濃厚に肺を満たしたせいで、ウィルはついつい呼吸を奪われかけて咳せきこむはめになる。

（あー、まずい。もうちょっと集中しよう。相手は亡命してくるっていうんだから、この岬の下の浜辺に漁ぎよ船せんでも停とめるんだろう）

　もう着いたころかな、どんな年代のひとだろう、と、そんなふうに続くはずだった思考が、急な違和感によってぶつりと途絶えた。何かが妙だ。

　そして、何が妙なのかがわからない。

　感覚の端っこに何かがひっかかったのだろうとは思う。しかしその原因がわからないのはおかしかった。戦場でだってこんなことはあったためしがない。

　心の中で警けい鐘しようが鳴り響き、ウィルは前髪の下で瞳を険けわしくして歩調を緩めた。

　さらに五感を研とぎ澄すましてなだらかな丘を登りきり、その先にある岬を見つめる。

　岬の突とつ端たんには、白っぽい人影があった。

（あれ？　もう来てる？）

　ウィルが考えている間に風が吹き、夕陽に照らされた人影の白金髪プラチナブロンドが舞いあがる。

　──まるで羽根のように。
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「痛っ……。なんだ、これ」

　いきなり針を刺しこまれたような頭痛に襲われ、ウィルは思わず顔をしかめた。

　手のひらで強く額ひたいを押さえるものの、妙に心臓がどきどきしている。手足が軽い痺しびれを感じてむずがゆい。改造された後は病気とは無縁だったのに、これは一体なんなのだろう。

　不審に思いつつも、とにかくウィルは白い人影に歩み寄った。

「すいません……お嬢さん。こんなところで、何してるんです？」

　ウィルは頭痛をこらえ、なるべく平静な声を出す。

　岬の突端に立つひとの姿は、痛みのせいでさっきより少しぼやけて見えた。

　やけに古風なケープつきの白のドレスコートに、片手に持った背の高い包み。どこか不思議な格好をしたそのひとは、ウィルの声を聞きつけて振り返る。

　夕陽が彼女の輪郭を撫なでる。

　彫刻じみた端たん整せいさと、触れれば壊れそうなもろさを持った横顔が浮かびあがり、ウィルは軽く息を吞んだ。

　綺麗だ。

「あいたたたたた……ほんと、なんなんだ……！」

　相手に見み惚とれて一瞬痛みを忘れた直後、今度はさらにいや増した頭痛に襲われる。

　本当にこれはまずいんじゃないか、と冷や汗をにじませて頭を抱えたウィルに、少女は数歩歩み寄って小さく首を傾かしげた。

「──どうした？」

　鈴を振るような、薄い硝子と硝子がかちあうような声だ。小さいのによく通る。

　ウィルがわずかに顔を上げると、彼女のまとっている白いドレスコートに不思議な刺し繡しゆうがしてあるのが視界に入った。金糸で縫ぬい取られているのは月に太陽、絡みあった蛇、そして炎から生まれ出る鳥など、どことなく怪しげな意い匠しようだ。

「すみません……ちょっと頭が痛くって。俺は、あなたを迎えにきた人間です。コローニアから来た方ですよね？」

　ウィルは無理やり笑って緩かん慢まんに姿勢を正してみせる。

　対する少女は人形じみた硬こう質しつな美び貌ぼうをさらしたまま、ウィルをじっと見つめていた。

　表情の読めない彼女を見下ろしながら、ウィルはまだ全身にさっきの強い違和感が宿っているのを感じる。

（ほんとにものすごい綺麗な子だ。十五、六か？　……どっかで、見たような……）

　美しいのは確かなのに、彼女を見ているだけでなぜか不安になる。

　心臓が不吉に騒ぐ。眩暈めまいに似たものを感じ、黙っているのもなんだか恐ろしくなって、ウィルは何か言おうと口を開く。

　ちょうどそのとき、ふたりが立つ岬の崖がけ下したに蒸気船が着く音がした。

　こんな時間に、また漁船だろうか？

　ウィルがすかさず耳を澄ますと、乗っている人間の声が精せい細さいに聞き取れるようになった。交わされる言葉はブラッキアリ語。この発音だと、比較的学がある連中だ。どたばたと船の中を歩き回る慌ただしい気配。怒鳴り声。嫌な感じだ。ウィルの瞳が少しだけ暗くなる。

「──とりあえず、詳しい話は後でするとして……」

「死にたいか？」

　いきなりぽつり、と少女に言われ、ウィルは目を丸くした。

「……はい!?」

「死ぬの、好きか？」

　少女はあくまで真面目な調子なので、ウィルも本気で返した。

「嫌いです！」

「では、下がれ。私の追っ手が来る」

　少女はあっさりとうなずき、岬から浜辺へ下りる階段へ向かおうとする。

　ちょうど、浜辺のほうではさらに物騒な物音が響き始めたところだった。何人もの男が粗あらい砂地に飛び降りる気配がする。不自然に重い足音と、金属音。銃に装弾する音。肌をひりつかせる、戦場に近い空気。

　ウィルはとっさに腕を伸べ、少女の手を取って引き寄せた。

　彼女の体はなんの抵抗もなく、ふわりとウィルの腕に収まる。どこかやるせなささえ感じさせる華きや奢しやな輪郭に顔を寄せ、ウィルは小声で囁いた。

「どんな事情かは知りませんが、あなたを安全なところまで送り届けるのは、俺の仕事です。俺は……多分、見た目よりはまともに仕事、できるんで。ちょっとじっとしててください」

　返事を待たずに少女を抱きあげる。

　と、そのとき不意に、どこからか甘い男の声が響いた。

「殿下に気軽に触さわらないでいただきたい。あまりに馴なれ馴なれしいですよ、君」

「……？　今の、あなたの声ですか？」

　ぎょっとして腕の中の少女に訊くと、彼女は静かに首を横に振る。

　特に身じろぐでもなく、少女は菫すみれ色いろの瞳でまっすぐにウィルを見上げて言う。

「重いだろう。下ろせ。あなたが出るほどのことはない。追っ手は私がやる」

「やるって一体何をどうやるんです。下に来てる連中、相当物騒ですよ。あなたはすごく軽いですから、ちゃんとつかまって。あと、舌を嚙かまないように気をつけて」

　ウィルはてきぱきと言って、足元にあった少女の鞄かばんを一緒に抱えこむ。

　ところが少女は少しも態度を揺るがせず、どこか威い厳げんすら感じさせる調子で言った。

「安心しろ、ここは私が、一撃で仕留めるから」

「仕留めるってなんですか!?　そんなの全然安心できませんよ！　大体この追っ手って、一体何者なんです？」

　うっかりウィルが聞き返したのとほとんど同時に、崖下から数人の男が階段を駆け上のぼってきた。全身を黒い上下に包み、黒い帽子、黒い手袋。あげく黒眼鏡までかけた、いかにも怪しげな男たちだ。手には拳けん銃じゆうが光っている。

（まずい！）

　ウィルはとっさに、自分の体で覆うようにして少女をかばった。

　一瞬遅れて乾いた銃声が響き、周囲に銃弾が何発もばらまかれる。

　一発がウィルの肩に当たり、ぼこっ、と砂を殴ったような音がした。衝撃が全身に響くが、ほとんど痛みも出血もない。全身をひきつぶされるなりばらばらにされるなりしない限り《騎士》は動き続けるし、痛覚も自分で調整できるのだ。

　しかし、腕の中の少女は一発だって撃たれたら死ぬだろう。

（……畜生）

　ウィルは、腹の底にじわりと久しぶりの怒りが溜まるのを感じた。

　戦争は終わったのに、どうしてこいつらは銃なんかぶっ放すんだ。

　どうして頼りない女の子ひとりを寄ってたかって殺そうとするんだ。

　どんな理由があったって、こんなのは理不尽だ。

　ウィルはもはやためらわずに地を蹴って走り出した。

　さっきからの頭痛はまだ治らないが、それでもなるべく感覚を研ぎ澄ます。草の下に隠されたわずかな凹おう凸とつも、石ころも、すべて瞬時に把は握あくして最速で走っていく。

　まずは場所を変えなくては。この少女を安全なところへ、それが最優先だ。

　ウィルが頭の中で避難場所の候補を挙げているところへ、腕の中の少女がつぶやいた。

「今、撃たれたか？」

「ええ、まあ、多分」

「撃たれたら、痛いな？」

　変な問いだ。その問いに素直に『痛い』と答えられないのは少し寂しいが、今は《騎士》がどうこうと説明している暇ひまはない。

「普通は痛いんじゃないでしょうか。それが人間の正常な機能ってもんですから。──とにかく、もう少し黙っててください！」

　ウィルが適当に答えて背後をうかがうと、黒服の追っ手たちが一いち目もく散さんに走ってくるのが見えた。仲間うちで相談した様子もないのに、迷いなく組織だった動きだ。

（こいつら、素人しろうとじゃない。ブラッキアリ軍か、警察か、暴力組織か、それとも……）

「痛いのは、いけない」

「はい？」

　少女の声に律りち儀ぎに聞き返すと、彼女はウィルの腕の中で顔を上げた。

「痛いのは駄目だ。我慢も」

　静かな力をこめて言い切り、少女は大事に抱えていた包みからビロウドを剝はぎ取る。

　包みの中から出てきたのは、真っ白な杖らしきもの。二本の枝が複雑に絡みあったような優美なデザインのいちばん先には、なんと梟ふくろうが留まっている。

　どう見ても命のない、こわばった剝はく製せいの梟だ。

　ウィルはぎょっとして言う。

「なんですか、それ！　亡命するのにわざわざ剝製なんか持ってきたんですか！」

「彼はエルネスト。私の友達だ」

　少女がきっぱり告げた次の瞬間、剝製の梟はいきなり大きな翼を広げた。

「何……!?」

　虚きよを突つかれてウィルが立ち止まる。

　その間に梟は優美に羽ばたき、鮮やかに空中へと舞いあがった。

「エルネスト！」

　少女は梟を見上げて叫び、ウィルの腕から滑すべり下りて大地に立つ。

　彼女はすぐにドレスコートの襟から何かを取り出し、宙へと放り投げた。

　夕陽にきらりと光ったのは、ほんの小さな硝子ガラス瓶びんだろうか？　梟はすかさずそれをつかみ取ったかと思うと、ひと息に追っ手たちの頭上へ滑かつ空くうした。

　続いて、少女は白い杖で追っ手を指し示す。

「アンジェリンの名において、光の精霊に変へん成せいを命ずる！　光あれ！」

　凜りんとした声が終わるか終わらないかのうちに、追っ手のど真ん中でかっと白い光が生まれた。

「……っ！」

　閃せん光こうのすさまじさに、ウィルは反射的に五感の感受性を限界まで押しさげる。それでも足りずに腕で光を避けたが、黒服の男たちはもろに光を見てしまったのだろう。

「なんだ……!?　眼鏡が、効いてない！」

「見えない……見えないぞ、これ！　どうなってる！」

　口々に悲鳴をあげる男たちに向かって、少女はなおも真剣に告げる。

「エルネスト。行け！」

　彼女の音楽じみた声に従い、梟はさらに猛もう然ぜんと追っ手たちに突っかかっていった。

　恐れげもなく武装した男たちの間をすり抜け、振り回される相手の腕を避けては飛び回る。

　そのたびに敵の黒服が裂け、血が零こぼれるのがウィルの視界に焼きついた。

（明らかにただの梟じゃない。戦闘訓練されてるし、爪だけじゃなくて羽でも人間を切り刻んでる。これは兵器だ。それも──）

　その間にも、負傷した黒服のひとりが岬の突端へと追い詰められ、ついに足を滑らせる。

　彼は大きく顔を歪ませ、情けない悲鳴と共に下の砂浜へと落下していった。

　ウィルは全身が冷たくなるのを感じ、正面から少女の両肩をつかむ。

「やめろ、やりすぎだ！　相手が死ぬぞ！」

「仕方ないだろう。彼らは、私とあなたを撃った」

　淡々と言う美少女には、罪悪感の欠片かけらもないように見えた。

　ウィルは悲しみとも怒りともつかない感情に背を押されて叫ぶ。

「だけどあなたはまだ無傷だろ！　とにかく、やめろ！」

　少女はウィルのなすがままになっていたが、彼が自分の白い杖をつかんだ瞬間、急に美しい眉を寄せた。

「やめろ、ウィルフリッド・バー・アーリンガム。私に逆らうと、死ぬぞ！」

「は──？　なんで俺の名前、知って……！」

　そこまで言ったところで、いきなりウィルの視界が消し飛んだ。

「…………っ！」

　世界が白い。真っ白で何も見えない。耳も聞こえない。まるで世界が消えてしまったかのようだ。五感が遮しや断だんされたのと半秒ほど遅れて、ウィルの頭の隅から大音量の歌が流れ始める。

　──麗しきかな、コローニア連合王国！　国王陛下よ永遠なれ！

　これは国歌だ。戦場でさんざん聴いた歌だ。

　ウィルが戦いに疲れたときには、必ず脳内でがなりたててくれたあの歌。戦せん意い高こう揚ようの歌。

　嫌だ、と心の底から思う。嫌だ。ここはもう戦場じゃない、感情を消さなくてもいいんだ、頼むから、恐怖も、倦けん怠たいも、痛みも、もう何ひとつ奪わないでくれ！

　ウィルが必死に念じていると、やがて国歌はだんだんと遠くなった。その代わりに、真っ白になった視界に過去の思い出が絵画みたいに次々と現れては消え始める。

　延えん々えんと続く麦畑。青い空。香草の香りがするシスターの手。

　ぽつぽつと立っている幽霊。一緒に笑いあった友人たち。赤黒い空の戦場。

（なんだろう、俺、死ぬのか？）

　そうかもしれない。死ぬのかもしれない。

　そういえば以前もこんなことがあった気がする。

　生なま身みで戦場に出て意識を失ったとき、自分は今みたいにぼんやりと昔の記憶に浸ひたっていた。他た人にん事ごとみたいな過去を鑑賞し続けた後に目覚めると、そこは高い天井にびっしりと天文図が描かれた奇妙な部屋で、初老の男が自分をのぞきこんでいた。

　男のまとう真っ白な衣には、金糸の刺繡で、太陽や月、二匹の絡みあう蛇、炎と鳥などが描かれていたのを覚えている。

　……そうだ、これはあの少女のドレスコートと同じ刺繡だ。

　魔法的なものを感じさせる、神秘的な事物の組みあわせ。

　半白髪の男は、蠟ろう人にん形ぎようのような無表情で自分を見下ろして言った。




　──《騎士》になった気持ちはどうかね？　アーリンガム卿。




　朦もう朧ろうとしたウィルの頭の中で、いくつかの記憶が弾はじけて繫つながる。

（あれは、国王陛下だ。俺が《騎士》に改造されるとき、一度だけ見たコローニアの国王陛下。コローニア最高の錬金術師。あの方と同じ衣装ってことは──）

　アンジェリンとか名乗っていたさっきの少女も、きっと錬金術師なのだ。

　錬金術師。コローニアでは王族のみが受け継ぐ秘術。

（あれ？　じゃあ、あの子も、王家の子か）

　ぼんやりと思った直後、ウィルの意識は唐突に途絶えた。
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　物心つく前に両親を亡くしたウィルを育ててくれたのは、唯ゆい一いつ神しん教会に付属する孤児院のシスターだった。

　まだ分ふん別べつのない幼おさないころ、ウィルは彼女に訊きいたことがある。

『ねえ、シスター。人間って、死んだらどうなるの？』

『それはもちろん、善ぜん行こうをなしたひとは天国へ、悪あく行ぎようをなしたひとは地獄へ行くんですよ』

　彼女は完璧に優しく言ったが、その傍かたわらでは一カ月前に死んだ近所のおばあさんの幽霊が甘く味付けしたイモ団子をせっせとシスターの口元に運んでいた。ちなみにイモ団子は幻だ。

　幽霊は大抵、自分が生前馴な染じんだものを幻として引き連れている。

　そういえばこのおばあちゃんは誰彼となくイモ団子をごちそうしようとするひとだったなあ、と思いつつ、ウィルはしげしげと幽霊を見つめて訊く。

『じゃあ、ここは、天国なの？　地獄なの？』

『それはもちろん、どちらでもない場所よ』

　シスターの答えは明めい快かいに聞こえるが、幽霊が見えるウィルには謎なぞだらけだ。

　結局自分は死んだらどうなるんだろう？　ここではないどこかへ行けるのか。

　それともやっぱり幽霊になって、この辺りをさまようのだろうか。当時はそれが素敵なことに思えたが、今はそうでもない。今はもっと別のどこかへ行きたい。それがどこかは知らない。今は──って、あれ？　今って、いつだ？

　俺って何歳だっけ。

「あなたの歳は知りませんが、あなたの行くところは地獄ですよ。ええ、当然のことです」

（……誰だ、今の声。シスターじゃないよな）

　ウィルの夢にまぎれこんできたのは、やけに甘くて深い男の声だ。

　知り合いの声ではないが、微妙に聞き覚えがあるような気がする。

　さらに耳を澄すますと遠くでかちゃかちゃと陶器がすれあうような音がするし、香ばしい菓子やら紅茶らしき匂いもする。果たして、ここはどこなんだろう？

「気を失って、覚かく醒せい直後に考えることが『今はいつ？』『ここはどこ？』ですか。独創性のひとつもありませんね。根性がない、礼儀がない、そのうえ面白味もない。それすなわち、人間のクズ」

「待て、いくら俺でも、そこまで言われる筋すじ合あいは……」

　渇ききった喉のどからどうにか声を絞しぼり出し、ウィルは重い目ま蓋ぶたを開ける。

　そして、その場で凍こおりついた。

　夢の続きでなければ──目の前に、銃じゆう口こうがある。

「……なんで？」

　視線だけを上げると、猫みたいによく光る灰色の瞳が笑っていた。

「ごきげんよう、アーリンガム卿きよう。あなたがわたしにクズ呼ばわりされる理由は百万ほどありますが、まずはひとつ、お教えしましょう。あなたは貴婦人の前で気絶した。これは非礼を通り越して狂気の沙さ汰たです。いいですか？　女性の前では、たとえ死んでいても起きあがる。そうでなくてはこのブラッキアリでは男と認められません」

　歌うような抑よく揚ようをつけて言い切った男は、それこそブラッキアリ風のとびきりの美男子だった。真っ黒な癖くせ毛げのかかる彫ほりの深い顔立ちに、どことなく崩くずれた甘い笑み。

　均きん整せいの取れた長身に吸いつくような黒いお仕し着きせと白手袋は、貴族の従じゆう僕ぼくか秘書かといった格好だ。歳はウィルと同じ二は十た歳ちそこそこだろうか。

　そんな男が、銀色に光る拳けん銃じゆうをウィルの眼前に突きつけている。

　ウィルは気を失う前の記憶をたぐり寄せながら、寝台に横たわったまま慎重に口を開いた。

「……ブラッキアリ最大の名物は頭と口の軽い色男、っていうけど、ここまで『いかにも』な台詞せりふを聞いたのは初めてだな。死んでるのに起きあがったら単なる恐怖小説だろ」

「おや、聞こえていたんですか。コローニア連合王国の英雄、ウィルフリッド・バー・アーリンガム。国を捨てて亡命した腰抜けさん。ならばここがどこかも、わざわざわたしがお教えしなくてもわかりますね？」

　頭痛が再発しそうな甘い声にうながされ、ウィルは視線だけで辺りを見渡す。

　円卓上の燭しよく台だい形がたの明かりで薄ぼんやりと照らされる、見慣れた屋根裏。

　最後見たときより多少整理されているとはいえ、ここはウィルの下宿部屋だ。

　ただし、従僕風の男の背後の円卓に、白いテーブルクロスがかかっているのが見慣れない。

「場所はわかったけど、お前の正体がわからないな。従僕？　給きゆう仕じ？　それとも殺し屋？　ひとの目の前に銃口突きつけてる非礼はこの際思い切って許すから、せめて名乗ったら」

　いつもの口調で言って銃口へ視線を戻し、ウィルはゆっくりと体を起こす。

　銃口は彼の顔をとらえたまま移動し、黒髪の男はにっこりと笑みを深めた。

「そんなことを知ってもあなたにはなんの役にも立たないでしょうが、ここは慈じ悲ひの心で答えて差しあげましょう。わたしの名は、エルネスト・コペルティーニ。このブラッキアリ王国で、アンジェリン王女にお仕えしている者です。殿下にふさわしくない者を排はい除じよするのがわたしの役目。そしてあなたの犯した最大の罪は、わたしの殿下に馴なれ馴なれしく触さわったことですよ」

　流れるように言い切ると、エルネストは銃の撃げき鉄てつを起こした。

「それではさようなら。地獄の門で会いましょう」

　柔らかな声と共に、何かが破裂するような銃声が弾はじける。

　──数秒後。

　エルネストは引き金を引いたままの姿勢でウィルを見つめていたが、少し不快げな表情になって銃口を天てん井じようへ向けた。
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「アーリンガム卿、あなた、撃たれても痛くないほどの不感症ですか？」

「……そういう質問は、もうちょっと親しくなってからにしろ。さすがに顔は撃たれたら痛いけど、幽霊に幻の銃で撃たれたからって『やられたー』ってやる趣しゆ味みはないの」

　脱力気味にウィルが言うと、エルネストは切れ長の目を細めた。

　そう。そのしなやかな姿も、彼がまとう硝しよう煙えんの臭においも、やけに鮮明ではあるが幻だ。

　ウィルには最初に見たときからわかっている。

　エルネストはとっくに死んでいて、目の前にいるのは幽霊なのだ。その証拠に彼には影がないし、ふとしたときに輪りん郭かくが揺らぐ。存在感も生者に比べると少しだけ平面的だ。ウィル以外の人間には視し認にんすることもできないだろう。逆にいえば、エルネストと喋しやべっているウィルは他から見ると『自室で独り言を言っている危ないひと』である。

（……こんなところをシャーロット嬢に見つかりませんように）

　心の底から祈りつつ、ウィルは改めてエルネストを眺めた。

（それにしてもずいぶん影の濃い幽霊だなあ、こいつ）

　大抵の幽霊はぼんやり立っているだけで、喋るにしても独り言程度のことが多いのに、エルネストはあまりに生者じみている。彼は手にしていた銃を慣れた手つきで上着の下にしまい、唇に笑みを取り戻しながらはっきりと言った。

「一応わたしが幽霊だとはわかるんですね。あなたは幽霊が見える変へん態たいではあっても、寝起きだからといって生者と死者を見間違うほどの特別なばかではないようだ。つまりあなたは凡ぼん庸ようなばかで変態。そのへんで廉れん価か品ひん大売り出しの籠かごに収まっているのがお似合いです」

　しかも罵ば倒とうのネタが種類豊富だ。嬉しくない。

　ウィルは寝台に腰かけたまま、遠い目になって頭を搔かいた。

「お前なあ……自分が幽霊だって知ってるんなら、もっと俺のことを大事にしろよ。いくら幻だからって、さっきので心臓がきゅっといったらどうするんだ」

「わたしが大事にするのは、わたしの殿下おひとりだけです。あなたのような廃はい棄き物ぶつを大事にしたらわたしも変態の仲間入りではないですか。何を言っているんですか、あなたは」

「アホか！　そうじゃなくて、もっと俺のこと利用しようって発想はないのかって訊いてるの。世の中、そんなに幽霊と話せる人間なんかいないだろ？　俺は他に会ったことない。だったら生きてる家族に伝言頼むとか、そういうのが幽霊として常識的な反応じゃないのか！」

　なんで自分はこんなところで必死に幽霊に常識を説いてるんだろう。途方に暮れつつも説教口調になるウィルに、エルネストは毒のある甘い視線を向けて笑った。

「わたしには殿下をお守りする以外の望みはありません。殿下に失礼をしたあなたには、できれば本当に死んでいただきたかった。殿下の騎士はこのわたしなのですから」

　どこかうっとりした彼の言いように、ウィルはため息交じりに答える。

「へえ……騎士ねえ。ひとに触れもしない幽霊が、どうやって？」

「さて、どうやってでしょうね。少なくとも、まだ生きているのにこんなところにくすぶっている《騎士》よりは役に立ちますよ？」

　……地味に痛い。

　ウィルは自分の口元を押さえ、じっとエルネストを見上げた。

　いつの間にやら、エルネストの瞳はどこか敵意に近いものを宿して光っていた。

「──あなたは邪魔です。アンジェリン様の役に立つ気がないなら、死んでください」

　ひやりとする殺気を感じ、ウィルは一瞬言葉を失う。なんだろう？　こいつの殺意は戦場で感じたものとは全然違う。浮かされたような熱はない。ただひたすらに底冷えがする。

　しかし、どうして初対面でそこまで恨うらまれなくてはならないんだろう。

「起きたか、アーリンガム卿」

　そこで不意に聞き覚えのある美声が響き、ふっと辺りの殺気が揺らいだ。

　エルネストはウィルから視線を外して、声のした落とし戸のほうへと歩み寄る。急な階段を数段下りたところで、エルネストはさも憤ふん慨がいしたような声を出した。

「殿下、わたしの大切な白しろ薔ば薇ら──一体誰があなたにそんな大荷物を持たせたんですか？　困ったな……あなたのたおやかな手は、わたしの手に包まれるためにあるというのに。こんなときばかりは死したわが身が呪のろわしい。わたしがあなたに触れることさえできれば、あなたにわたしが贈る薔薇の花束より重いものを持たせはしません」

　いっそ書き留めておきたいような甘い台詞を言う幽霊と共に、アンジェリンが屋根裏によろよろと顔を出す。

　彼女は両手に大きな盆を抱え、危なっかしく階段を上のぼってくるところだった。

　盆に載っているのがトーストやらスープ皿やらグラスやら、落としたら大惨事になること間違いなしの軽食ふたりぶんなのを見て取り、ウィルは大慌てで寝台から立ち上がる。

「すみません、重かったでしょう。俺が持ちます」

「すまん」

　古風な言い方でウィルに盆を渡すアンジェリンは、食卓の明かりひとつで照らされる屋根裏で見てもやっぱり綺麗だ。生きているのが不思議になるくらいの硬こう質しつな美び貌ぼうに、白はつ金きんの髪。不思議な錬れん金きん術じゆつ師しのコートは脱いで、灰はい紫むらさきの品のいいドレス姿になっている。

（にしても、見覚えはないな。エルネストはこの子を王女って呼んでたけど、コローニアにアンジェリンなんて王女、いたっけか？）

　クーデターでひっくり返るまでの数百年間、コローニア連合王国では王族が一番の権力者だった。国王とジュリアス王子、その他の王族の肖像は田舎のパブにだって飾られていたものだが、この王女の肖像は見たことがない。本来なら国民の人気取りにはもってこいの美少女だろうに、なんだか妙な話だ。

　ウィルはとにかく盆を円卓に置き、相手を緊張させないよう、気楽な調子で訊いた。

「これ、シャーロット嬢が用意してくれたんですか？　ちなみにシャーロット嬢っていうのは、この下宿の、少々たくましいお嬢さんの名前ですが」

「愛している」

「愛!?」

　いきなりの台詞にウィルが愕がく然ぜんとして聞き返すと、アンジェリンは真顔でうなずく。

「そう。シャーロットさんは、あなたをとても愛している」

「あ、あー、なるほど、愛ってシャーロット嬢からか。それなら──いや……まずいな。うん、まずい。そもそもどうしてそんな話になったんです……!?」

　青ざめるウィルに、アンジェリンは少しだけ不思議そうに首を傾かしげた。

「あなたは気絶して、街のひとたちにここへ運ばれたんだ。シャーロットさんは、あなたをとても心配していた。夜中だというのに、これも用意してくれた。何か困ることがあるか？」

「……その説明を最初からしてください。寿命がざっと二年半くらい縮みましたよ……」

　飛びあがった心臓を服の上からさすり、ウィルはため息交じりに言う。

　一方のアンジェリンは、そんな彼の顔を妙に真剣に見上げた。

「もっと、たくさん喋ったほうがいいか？」

「たくさんっていうか、最低限は喋ってほしいです。せめて主語をはっきり言うとか」

「主語」

　当然のことだと思うのだが、アンジェリンは難しい顔で黙ってしまう。

　代わりに、エルネストが殺気だった笑顔をウィルに向けた。

「そこのぽんこつ。贅ぜい沢たくを言わないで、足りないところは察しなさい。アンジェリン様は文法は満点を取れますが、作文となると評価不能な怪文書を作る方なのですよ」

　それってかえって難しくないか、と叫びたいが叫べない。

　なんだろう、ひょっとしなくてもこの子は自分より変わった性格なんだろうか。

「俺は推測とか穴埋めパズルは苦手なほうなんで。えーっと、とりあえず、座りますか？　汚いところですみませんが」

　さりげなく──でもないが、とにかくふたりに向けて答え、ウィルはアンジェリンにスツールを勧めた。いかなる状況下であろうと、性格が少々おかしかろうと、王女らしきひとを立ちっぱなしにさせるのはあんまりだろう。

「本当に汚いところですね。少々お待ちを、殿下」

　すかさずエルネストが言い、スツールの上に幻の白いハンカチを載せる。

　すとん、とアンジェリンがその上に腰掛けたのを見届けて、ウィルはどうにか気を取り直そうと自分のこめかみを手のひらで叩いた。

「──さて。それじゃ、そろそろ色々とはっきりさせましょう。あなた、錬金術を使ってたみたいですが、一体何者ですか。俺の正体をばらしたのはアルフォンソ……っていうか、ここへの亡命の手引きをしたブラッキアリ人？」

　ウィルの問いを聞くと、アンジェリンの表情はすっと静かになった。

　どことなく高貴な無表情になって自分の胸に指を当て、少女は涼やかに囁ささやく。

「私はアンジェリン。アンジェリン・クレイグ・マリア・オブ・コローニア。コローニア連合王国の第二王女にして、国際錬金術アカデミーの名誉教授だ。陛下たちと共に数カ月前に亡命してこの国に来たが、ゆえあって今は旅をしている。その供ともをしてもらいたいと思い、友人の友人にこの国にいる《騎士》を探してもらったのだ」

「はあ……」

「今の反応、わたしが生きていればあなたの片かた膝ひざを撃うち抜くところですよ、ウィル。あなたは本当にアンジェリン様の騎士なのですか？」

　エルネストが冷たく憤慨しているのを横目に、ウィルは自分の赤毛をかき回す。

「いや、俺は確かに《騎士》だし、あなたは錬金術師なんだろうけど、俺、あなたのこと見たことないんですよ。大体アカデミーの名誉教授っていうのもなあ。錬金術ってのは各国の王族が独占してきた技術だ。コローニアの王族はみんな錬金術師だってのは知ってます。だからって、その歳で教授になれるもんなんですか？」

　少々ぶしつけな問いを投げると、アンジェリンは神妙な顔でうなずいた。

「うん。通信教育でな」

　……怪しい。ものすごく怪しい。

　じっとりと半はん眼がんになったウィルを見て何を思ったのか、アンジェリンはちょっと身を乗り出してせっせとまくしたて始めた。

「私の錬金術師としての腕はコローニア一だぞ。すでにあなたが停止している間に色々といじっておいた。最初は人違いかとも思ったが、中身を見たらなるほど、さすがに最強の名をほしいままにしたアーリンガム卿だ。その機能には心底感動した。撃たれた傷もほんの少しの《精せい霊れい粉こ》で治ったし、問題があったのは頭の中のごく一部くらい。あまりに芸術的な仕組みだったのでずっと触っていたかったのだが、これ以上いじると改造を加えることになるので、そこは本人の了解を取ろうと思ったのだ。……アーリンガム卿、改造していいか？」

　この子ってこんなに喋れたのか、という驚きと共に彼女の台詞を聞いていたウィルだが、最後のひと言が意識にひっかかった。……改造、と言われたんだろうか。

「駄目です！」

　我に返ったウィルが叫び、エルネストは苦々しく舌打ちした。

「生意気な」

「……そうか。駄目か」

　爆弾発言をした当のアンジェリンは、表情は薄いままだがみるみる肩を落としてしょんぼりしてしまう。顔に出ないだけで、彼女の反応は意外に素直だ。

　ウィルは漠ばく然ぜんとした罪悪感を覚えかけ、慌てて強く首を横に振った。

　違う。ここで同情しては駄目だ、絶対。

「あのですね……そりゃいきなり改造なんて言われたら断るに決まってますよ。俺はラジオでもレンジでもないんですよ？　確かに十代で改造されて《騎士》ってものにはなったけど、国王陛下のおつきの医者いわく、『別に大したことじゃありません、骨を接つぐときに人工の骨を埋めこんだり、そんな程度の手術だったと思ってください』とかそんな感じでしたし」

「それは噓だ」

　さっくりと言われた瞬間、ウィルは心臓にナイフを突き立てられたみたいな気分になる。

　酷ひどい冗談だなあ、と笑おうとするも妙に顔が引きつり、結局青い顔で確かめた。

「噓ですか」

「ああ、噓だ。あなたは脳と内臓以外のほとんどが錬金術によって合成されたものと入れ替えられており、錬金術師の整備なしでは徐じよ々じよに歪ゆがみが生じていく。いくら仕組みが素晴らしくとも、繊せん細さいな造りだから仕方ないのだ。私はあなたが戦場から消えたと聞いてから、ずっと安あん否ぴを気にしていたのだぞ。あなたのような芸術品が壊れてしまっては、もったいなさすぎる」

　熱弁を振るうアンジェリンがなんだか妙に遠く見える。

　芸術品って、一体なんのことだ。繊細な造り？　整備なしだと歪む？

　それって本当に自分の話なんだろうか。そう思うとウィルは一瞬ぐらりと来た。

　足元がふらつくような錯さつ覚かくと同時に、戦場で感じたあの感覚がぐっとせりあがってくる。何かを叫びたいような怒りと、何を叫んでもしょうがない、というあきらめ。胸にぽっかり空いた穴。穴に向かってすべての感情がさらさらと滑すべり落ちていって、自分が端はしから消えていってしまうようなあの気持ち。これじゃあ自分も幽霊と大差ないじゃないか。

　呆ぼう然ぜんとするウィルに、アンジェリンは神の使徒のように慈じ悲ひ深く笑いかける。

　それこそ、大好きな絵か彫刻でも眺めるように、うっとりとして言う。

「間に合ってよかった。これからはこの私が一緒だ。壊れる心配はない」

　彼女の優しい声こわ音ねが胸に刺さる。息が苦しい。

　この子は多分全然なんにもわかっていないんだ、と思う。

　嫌味じゃないんだ。何かを偽いつわっている感じでもない。

　ウィルは表面的にはまったく動揺の色を見せずに、無理矢理笑ってみせた。

「……お心こころ遣づかいありがとうございます、殿下。でも俺は、ここでなんの不自由もなく暮らしてるんです。いつ壊れるかもしれないのは、どんな人間も一緒だし。できれば、放っておいてくれませんかね」

　淡々と言うと、今まで黙って話を聞いていたエルネストが整った眉根を寄せる。

　アンジェリンはアンジェリンで、さも不思議そうに首をかしげた。

「なぜ？　あなたは、私のものなのに」

　まったく迷いのない言葉だった。

　ウィルはなんだか猛もう烈れつに悲しくなってしまい、苦笑して言う。

「……違いますよ」

「殿下。やはり止よしましょう。この男は駄目です。使い物になりません。見た目は壊れていなくとも、もう中身が壊れているのです。忠ちゆう誠せいであるとか、誇りであるとか、そういうものが」

　エルネストが冷えきった声でアンジェリンに言う。

　今だけはその声が彼女に届けばいいのに、そう心から願いながらウィルは続けた。

「俺は今、小説家なんですよ。まだ本が出たことはありませんけど、脳内では全世界的な有名作家でして。架か空くうの嫁と結婚して架空の子供は二人、家は庭と車庫つきで、新作は洗濯バサミ同士のロマンス小説──いや、話が逸それたな。とにかく戦争は終わったんですから。俺はもう《騎士》と名乗る気はありませんし、ひとを殺す気もない」

　静かに言い切ったウィルに、アンジェリンは困ったように瞬またたいて言う。

「しかし、あなたはまだ私の《騎士》だ。私たちコローニア王家の者は、《騎士》の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っている。私はあなたをいつでも機能停止させられるし、あなたは私を傷つけようとすれば頭痛を覚えたり、昏倒したり、最悪死に至る。あなたが私の杖を奪ったとき気絶したのはそういうことだ」

「……そういやそうでした。戦場に錬金術師が出てくることなんかないから、忘れてたけど」

　またまた嫌なことを聞いてしまい、ウィルはがっくりとうなだれる。

　ここまできたら疑いようはない。この少女は本物の王女で、錬金術師だ。そしてウィルを取り戻しにきたのだ。王家所有の、戦える芸術品としての彼を。

（だから、戦争がらみの依頼は嫌だったんだ）

　ひどい徒と労ろう感かんに包まれて、ウィルはとにかくアンジェリンに問いを投げる。

「ちなみにあなた、俺を連れて何しにどこへ行く気です？」

　するとアンジェリンの瞳にはさっと光が戻り、彼女は身を乗り出した。

「遺跡の秘宝を手に入れて、死者を蘇よみがえらせる」

「帰ってください」

　ウィルがきっぱり答えると、アンジェリンはさもびっくりしたように目を真まん円まるにした。

「なぜ？」

「なぜも何も、そんな安い冒険小説のネタ、いまどきどこの出版社も拾ってくれませんよ！　大体最終目的が死者の復活って、そんなもん無理に決まってるじゃないですか！」

「無理ではない。錬金術は宇宙創造の魔法だ。つまりは、究きわめればこの宇宙にあるありとあらゆるものを生み出せる。必要な《精霊粉》の種類が多くなるだけで、《騎士》を造る技術ともそう遠くはないぞ」

　少女の言い方は妙に揺るぎなく、そのぶんなおさら気味が悪い。

　本当に錬金術で死者が蘇るとしたら、死って一体なんなんだろう。

　人間って死んだらどこにいくの？　──そんなことをシスターに尋たずねていた昔を思い出して、ウィルは難しい顔になる。

　アンジェリンは彼をしばらく見つめていたが、ふと立ち上がって部屋の隅すみから真っ白な杖を取ってきた。その杖は上に留まった梟ふくろうのぶんまで入れると、アンジェリンの頭より少し高い。

　材質不明の重そうな杖を軽々と扱い、アンジェリンは梟を見上げて言った。

「蘇らせたいのは彼だ。エルネストという」

「……エルネスト」

「そう、つまり、わたしです」

　エルネストはアンジェリンの前に出て自分の胸を押さえるが、彼は幽霊としてすでにここにいるわけで。ウィルが反応に困っているうちに、アンジェリンは静かに続けた。

「エルネストは私の大切なひと。一度は死んでしまったが、《生命の精霊粉》が手に入れば復活させることができるだろう。私はそれを手に入れるために陛下たちの元を離れたのだ。目的を達するまでは、私の作ったこの梟が彼の代わり。……信じられないか」

「いえ、ええ、はい──信じますよ、そこは」

　なにしろ目の前に幽霊がいるのだから、信じないわけにはいかない。

　ウィルがエルネストに視線をやると、彼はうっすらと唇に笑みを浮かべて言う。

「そういうことです。わたしは死者ですが、殿下の術でこの梟と強く繫がっている。いざというときにはこれに入って操ることもできるのですよ。アンジェリン様は真の天才です」

（それが本当なら、天才には違いないんだろうけど）

　ウィルはしばらく迷ったあげく、心を決めてアンジェリンを見つめた。

「殿下。それで、そのエルネストっていうのは、あなたのなんだったんです？」

「友達だ」

　すぐに返ってきた言葉が少し意外で、ウィルは一度だけ瞬く。

　この、妙に綺麗で物ぶつ騒そうな従僕が友達？

「殿下……お心に留めていただき、ありがたく存じます」

　アンジェリンの言葉に、エルネストは笑みを零こぼして彼女の髪に口づける。従僕にしてはずいぶんな態度だが、アンジェリンはもちろん反応しなかった。

　ただ、昔を思い出すように少し笑う。

　その拍子に、彼女のまとう空気が柔やわらかくなるのがわかった。ともすれば人形に見えがちな硬こう質しつな美び貌ぼうが、触れたらすぐにも崩れてしまうような、柔くもろいものになる。

　彼女はしあわせそうに、そして悲しそうに笑って言った。

「私は錬金術しかできない駄目な王女だから、ずっとひとりだった。父上と兄上は私を愛してくれたが、お忙しかったし。みんなでブラッキアリに亡命してきてからも、ろくに喋ったりはしなかった。エルネストだけなんだ。私の友達は」

「殿下」

　エルネストがいつもより低い声で囁き、彼女の傍らに添う。

　そうして並ぶとふたりは完璧な美男美女だ。

　エルネストからはウィルに嫌味を言っていた時の毒気が抜け去り、むやみな甘さもなくなって、ただ目を伏せてじっとたたずんでいる。

　……なんだか綺麗だなあ、とウィルは思った。
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　世間と隔かく離りされて育った王女が、たったひとりの仲のいい従僕のために親元を離れてここまでやってきた。王女は従僕の復活を望み、従僕は死んでも王女の傍かたわらで彼女を守りたいと望んでそこにいる。まるで遠い昔に聞いたおとぎ話みたいな美談だ。

　これが本当におとぎ話だったらよかったような気もする。

　誰も傷つけないおとぎ話なら、ウィルも彼らについていきたいと思ったかもしれない。

　しかしこれはおとぎ話ではなく、現実なのだ。

「殿下。コローニアの国王陛下は、あなたがここにいるのをご存知なんですか？」

　ウィルが訊くと、アンジェリンは小さく首を横に振る。

「いや。勝手に出てきた」

「なるほど。じゃあ、あなたを追ってきてた黒服の連中ですが、心当たりは？」

「わからん。ブラッキアリの館から抜け出した後、しばらくしたら追ってきた」

　大体予想どおりの答えに、ウィルはひっそりと心を決めた。軽く深呼吸してからアンジェリンを見み据すえると、彼女は期待をにじませた目でこちらを見ている。

　だからこそ、ウィルはできる限り容よう赦しやなく言う。

「いいですか、殿下。あなたは王女としての自覚が足りない」

　彼の言葉に、アンジェリンは澄んだ目を瞠みはった。

　本気で意外だったのだろう、呆あつ気けに取られてすぐに返事もできない様子で突っ立っている。

「アーリンガム卿。本当に死にたいのですか？　控えなさい」

　アンジェリンの代わりに、エルネストが底冷えのする声で言う。視線をやると、彼の目がすさまじく冷えているのがわかった。彼の嚙かみつくような心の声が聞こえる気がする。

　このひとを傷つけるな、そんな声が。

　ウィルはほんの少し困った目をエルネストに向けてから続ける。

「殿下はこの間の《数秘戦争》がなんで始まったかご存知ですか？　……コローニアの王族が、慈善活動で出かけた国でプロパトリア人らしき数秘術師に殺されたからですよ。あなたみたいなひとに何かあったら、また戦争が始まったっておかしくないんです。追っ手だってきっとそれはわかってる。何か思おも惑わくがあって追ってきてたんでしょう」

「そうか。でも、私にも技はあるし、あなたが守ってくれれば……」

　アンジェリンは戸惑ったように瞳を震わせ、どうにか言う。

　ウィルはきっぱりと返した。

「守りますよ。国王陛下たちのところへ、安全に送り届けるまではね」

「しかし、それではエルネストが」

　アンジェリンの声に、不安と悲しみの色が混じる。

　それは確かに不安だろう。悲しいだろう。友達が死ぬのは怖い。あきらめきれない。

　しかし、みんなそうなのだ。ウィルはほんの少しだけ苦笑して言う。

「──殿下。俺にも、友達はいたんです。戦友もいた」

　唐突にずれた話に、アンジェリンは緩ゆるやかに瞬いてからうなずいた。

「そうか。素敵だ」

　特に嫌味でもなく言う。このひとは無邪気なひとだ。

　でも、十代も半なかばになった王女がこうも無邪気でいいはずがない。

　なぜならウィルたちは曲がりなりにも「国王陛下のために」と叫んで戦って、その名のもとに死んでいく人々を飽きるほど見送ってしまったのだから。

　目の前の少女を騙だまして追い返すのはそんなに難しくはないだろうし、甘やかすのはますます簡単だろう。でもどちらもどうにも性に合わなくて、ウィルはあえて淡々と言った。

「あなたはご存じないのかもしれない。俺が《騎士》に改造されたころ、コローニア王国軍はすっかり戦線の拡大についていけなくなってました。だから俺たち《騎士》は、大抵ひとりでありとあらゆる不利な戦場のど真ん中に放りこまれた。めったなことじゃ死ななかったし、それこそ修理されたらすぐに戦えたから、まるで兵器みたいに使われたんです。──でも、俺は自分は人間だと思ってました。俺には魂たましいがある、って思ってた。そのころは王国に忠誠心も持ってた。……だけどね、友達が、おびえた顔するんですよ」

　語るうちに、ウィルはあの赤黒い空の下の戦場を思い出す。

　あれは正確にはいつのことだっただろう？

　ウィルはひとりで敵軍の囲みを突破して、友軍と合流するためにとぼとぼと歩いていた。

　鈍にぶい回転音を響かせながら、空を敵軍の飛空艇がのったりと行き過ぎる。巨大な影が地に落ち、のろのろと這はっていくのが見える。爆撃の跡あとの熱で辺りはうだるように暑い。色んな種類の嫌な臭においがする。

　そんな中を錬金術改造された軍馬で行軍するコローニア軍の騎馬隊に近づいていくと、中に見知った顔があるのがわかった。

　──お前、久しぶりだな。ほら、俺だよ。士官学校で一緒だった。

　ウィルは疲れきった体をもてあましながら、それでも嬉しくて少し笑って言った。

　けれど、相手は笑わなかった。

　まるで幽霊か死人を見るような目でウィルを見て、ああ、とうめいた。

　──アーリンガム卿ですか。今はこちらの戦線にいるとは聞いてたんですが。

　──なんだ、他人行儀だな。別に俺、《騎士》になる前と、そんなに変わってないだろ？

　──変わりましたよ。それより、できればこっちじゃなくて、本部のほうに向かってくれませんか。

　──なんで？　お前と一緒には行けないの。そういう命令だったんだけど。

　──わかってるんでしょう。《騎士》がそばにいると、敵軍の標的になるんです。

　──ああ、なるほどね。

　なるほどね。そう言うのが精いっぱいだった。そこから本部までは徒歩で三日ほどかかる距離だったし、途中には敵の陣地もあった。

　でも、そんなのはよくあることだった。

　ウィルが英雄なのは、新聞の上でだけだった。

「……敵国は『コローニアの《騎士》は化け物だ』って噂うわさを流してたみたいですけど、当時はコローニアの兵士たちも割とそんなふうに思ってました。俺は元々は友達は多かったほうなんだけど、戦場で再会した奴らはみんな俺のことを嫌がった。俺がどれだけ奴らを守っても駄目でした。俺の友達はいなくなっちゃいました。みんな死んだか、そうじゃなくとも俺の友達じゃなくなった」

　ウィルの静かな言葉に、アンジェリンがかすかに震えているのがわかる。

　彼女は何かを言おうとして、言葉を選びかねた様子で立ち尽くしている。

　それはそうだろう。こんなことをいきなり話されたら、どう返していいのかなんかわからなくなるだろう。

　せめてもっとウィルが感情的にアンジェリンを責めればいいのかもしれないが、そんなことをしたらウィルのほうが苦しくなる。

　だから彼は穏おだやかに言う。

「駄目なんですよ。もう、今の時代に《騎士》なんて成り立たないんです。あんな戦争に《騎士》を放りこんじゃ駄目だ。少なくとも、俺はもう《騎士》とは名乗らない。たとえあなたに殺されようと、あなたのものにならない。そして、死んだ者は蘇ったりしない。そうじゃなきゃ、不公平でしょう。あなたのエルネストだけ蘇らせよう、なんて、そんな甘い考えでひとを動かそうっていったって無理な話です。今の時代、みんな親族か友達の誰かは戦争で死んでるんだし、どんな魔法でも、全員を蘇らせるなんて絶対に不可能なんだから」

「…………そうか」

　しばらくの間を置いた後、アンジェリンはどこか惚ほうけた様子で答えた。

　想定した中ではましなほうの状況だ。心は痛む。それでも、相手に駄だ々だをこねられたり、泣かれたりするよりはよっぽどいい。

　ウィルはこっそりと深呼吸をし、わざと顔をそむけて周囲を見渡す。

「わかっていただけてよかった。じゃあ、むさくるしいところですが、今日はこちらでお休みください。俺は下にいます。夜が明けたら陛下たちのところまで送りましょう。《騎士》じゃなく、ただのウィルフリッドとして。それが俺があなたにできるすべてです」

「──やれやれ。殺しあうのは《騎士》に限らずでしょうに。根暗なだけでひとの命を背負う覚悟もない。誇りもない。さらに戦う気もないとなれば、兵器どころか本当にがらくたですね。そんなに後悔するくらいなら、どうしてとっとと自分をごみ入れに突っこまないのやら」

　冷徹なエルネストの声が耳に刺さる。正論だとは思ったが、そんなことは今さらだ。

　ウィルはなるべくそっけなく身を翻ひるがえし、落とし戸のほうへ向かう。

　テーブルの上で紅茶がそっと冷めているのがちらりと見えた。

「……アーリンガム卿」

　ためらいがちなアンジェリンの声がする。

　振り返りたくなるのをどうにかこらえて、ウィルは答えた。

「ウィルで結構です。何か、大変な用があったら呼んでください」

　つまり、大変な用がない限り呼ぶなよ、と。

　そう言い置いて、ウィルはとっとと落とし戸から階下へ向かう。追ってくる声はない。

　三階の狭い廊下は闇に沈んで、しんと静まり返っていた。

（思ったより時間は遅そうだな。シャーロット嬢を起こすのはやめとこう）

　本当はシャーロット嬢に事情を話して他の部屋に泊めてもらってもいいのだろうが、なんだかそこまでする気になれない。空腹も感じない。

　ひたすらに心が重く疲れてしまっていて、とにかく丸くなりたかった。

　ウィルは自分の欲求に正直に、屋根裏へ続く階段の下、狭い廊下の隅っこで壁に背を預けて膝を抱える。ここならなんだか落ち着けそうだし、万が一誰かが王女を狙って乗りこんできても対応できるだろう。彼女を守ることに文句はない。もちろん、全然ない。

　ただ、彼女の《騎士》であることができないだけだ。

「あの子が悪いんじゃないんだ、ほんとに」

　ぼそり、と汚い天井を見上げてウィルはつぶやく。

　彼女は悪い人間ではないと思う。むしろ穏やかで柔らかで、変わっている割に親しみやすい感じのひとだ。それでもやっぱり王女はあんなに世間知らずじゃいけないし、ウィルが彼女に言うべきなのは、ああいうことだと思う。

　アンジェリンも今ごろ上で落ちこんでいるのかもしれない。幽霊のエルネストは彼女を慰なぐさめようと、聞こえない声で甘いことを喋り続けているのかもしれない。

　なんだか、想像するとちょっと悲しい光景だ。

（エルネスト、死ななきゃよかったのにな）

　ウィルがため息を吐ついたとき、階下へ続く階段のほうから不意に声がかかった。

「ウィル」

　不機嫌そうな見慣れた顔に、ウィルは半ば反射的に立ち上がる。

「シャーロット嬢……！　あ、掃そう除じありがとう。どうしたんだ？　こんな夜中に。うるさかった？　ひょっとして上のお嬢さんのことなら、特にやましいことは何もない──」

「事情なんか訊かないよ。どうせ、あんたの故郷のお偉いさんの子とかだろ？」

　シャーロットは苦み走った渋い顔で言い、つかつかとウィルに近づいてくる。

　ウィルはあんぐりと口を開けかけ、慌てて声を押し殺して彼女に訊いた。

「待ってくれ。一体なんでそう思った？」

「なんでも何も、あんた、コローニアの元軍人じゃないか。しかもあれだろ。《騎士》とかいうやつなんだろ、どうせ」

「…………シャーロット嬢、ほんとにどうしちゃったんだ？　今日は君のほうが妄想が過ぎるんじゃないか？　この役立たずがそんなご大たい層そうなもんのはずないだろ、ほんと」

　ウィルが引きつり笑いながら必死で主張すると、シャーロット嬢は深いため息を吐いて真剣な顔になった。

「ばれてないと思ってんのはあんただけ！　あんた、そのなりなのに異常な怪かい力りきだろ。しかもとんでもないお人ひと好よし！　そりゃ戦争から逃げ出しもするだろうよ。このへんじゃ、物騒なことがあったらあんたに聞かせときゃどうにかなる、って有名だったんだよ。それより体は平気なのかい。ここに運びこまれたとき、あんた、ほんとに死んだみたいな顔してた」

　あんまりにあんまりな展開に、ウィルは強い眩暈めまいを覚える。

　一体いつ、どのきっかけでばれたんだろう。『灰の家族』の下したっ端ぱが近所の商店に迷惑かけたのをこっそり邪魔したときだろうか、それとも夜に事故を起こした蒸気自動車をさりげなく持ちあげてみたときのことだろうか。ひょっとして全部だろうか。

　脳内で指折り数えて考えながら、ウィルはぎこちなくうなずいた。

「あー、平気平気。実は一回死んでたみたいなんだけど、ねじを巻かれたからこのとおりだ」

　冗談交じりの返答だったが、シャーロット嬢はものすごく嫌そうな顔になって両手に持っていた毛布をウィルに押しつけた。さらにがしゃん、と足元に銀色のポットとカップを置く。

「あんたって、ほんと嫌な男だよ。やだやだ！　あたしは知ってんだからね。ひとがいい奴ってのは妙に早死になんだ。ほんと、いい奴はあたしの人生に関わらないでほしいよ！」

　シャーロット嬢は抑おさえた声で叫ぶと、そのまま踵きびすを返して階下へと帰っていった。

　ウィルは毛布を抱きかかえたまま、困り顔でシャーロット嬢を見送る。

　足元のポットからは、ゆるゆると香ばしい匂いが立ち上ってきていた。きっと中には熱い珈コー琲ヒーがたっぷり入っているのだろう。

　本当に、この国には──いや、この世界には、ひとのいい人間が多くて途方に暮れる。
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　ぴ、ちちち……という騒がしい鳥の声で、ウィルは重い目蓋を開けた。

「──あれ、俺、寝てたのか」

　少しびっくりして辺りを見渡す。窓の板戸の隙間から零れる光は淡い。

　まだ朝のそこそこ早い時間だろう。いつもよりよほど勤勉な目覚めとはいえ、昨夜はまともに眠る気はなかったのだ。一体いつの間に意識が消えたのやら。

　ウィルはとにかく毛布の中から這はい出し、天井を見上げてぴたりと動きを止めた。

（上が静かすぎないか？　寝てるにしたって、気配ってもんがあるはずだけど）

　不安に駆られて急な階段をよじ登り、落とし戸を叩く。

「殿下？　殿下、起きられました？　開けていいですか？」

　しばらくしても返事がないのを確認し、ウィルはひと思いに落とし戸を押しあげた。

　これでアンジェリンが着替え中なんて事態だったらエルネストに呪のろい殺されるかもしれないとは思ったが、そのときはそのときだ。

　首だけ屋根裏に突っこんで、ウィルは辺りを見渡す。

　見慣れた屋根裏は、穏やかな朝の光に満ちている。山ほど積まれた本と紙し片へん、申し訳程度に手をつけた跡のある軽食の載った盆。大体は昨晩見たとおりだ。

　違うのは、アンジェリンとエルネストの姿がどこにもないことだった。

「やっぱりか……！」

　ウィルは大いに引きつって屋根裏に駆けあがり、意識を集中して辺りを見渡す。

　すぐさま彼の体を《騎士》の感覚が満たし、視野がぐっと広がった。

　寝台にはひとがひとり短時間眠った跡がある。ほんのわずかなくぼみと、毛布の乱れ。

　次に目についたのは、床の足跡だ。肉眼ではほとんど見えない足跡は、部屋の円卓と寝台の枕元をやけに行き来している。

『おはよう』

　いきなりの呼びかけに、ウィルはぎょっとして顔を上げる。

　ひどくざらついた、非人間的な声は、ラッパ形のラジオのスピーカーから零れていた。

　ラジオはなおも勝手に喋り続ける。

『アーリンガム卿。こちらはアンジェリンだ。昨晩ずっと考えていたのだが、やはり私の申し出は唐とう突とつすぎた。それに、誠せい心しん誠せい意いを尽くしてもいなかった。だから今、本当のことを言う』

「これは、録音……ってことか？　あれから夜のうちにこれを改造した……？」

　試しにラジオの箱を開けてみようとするが、いつの間にかそれは木製とは思えない硬度を持つ何かに変わってしまっていた。金属のようだが、どこにも継つぎ目がない。

　何がどうなっているのかウィルが少しも理解できないうちに、アンジェリンの置き手紙再生機と化したラジオは告げる。

『私は、戦争のことを考えなさすぎた。私も戦争は嫌いだ。父上も、兄上も後悔していらした。私たちが望んでいるのは、完全なる平和に他ならない』

　ざらつく音で再生されるのは、あんまりにきらきらした理想的な話だ。

　ウィルが途方に暮れて頭を搔いたところで、アンジェリンの声はきっぱりと言い切る。

『だから、私は世界を征服しようと思う』

「……はい？」

　知らずに変な声が出た。ウィルが何度か瞬いているうちに、ラジオは繰り返す。

『あの戦争は、世界中の人々の考えがばらばらになりすぎたゆえに起こったことだと思うのだ。ならばもう一度、錬金術によって世界を征服するのがいちばんの平和への近道ではないか。それが自覚ある王女というものではないか。大変な道のりではあるが、私はやってみようと思う。まずはこのブラッキアリの遺跡から錬金術の秘宝を手に入れるところからだ。私とエルネストはアークイラ遺跡へ向かう。万が一、私のことであなたに迷惑がかかるようなら、このことは他の者に話してしまって構わない。それと、大変おいしいお茶をいただいたシャーロットさんによろしく伝えてくれ。ではな』

　まるで用意した原稿を読むような一定の調子で言って、ラジオはぶつっと音の再生をやめた。

　しばらくの沈黙の後、聞こえてきたのは平和な交こう響きよう曲きよくだ。

　ウィルは啞あ然ぜんとしてたたずんでいたが、その顔色は段々と青くなる。

（これって本気……だよな。冗談言う感じじゃ、なかったよな）

　何より、いくらアンジェリンが錬金術の天才でも、冗談でラジオを改造したりはしないだろう。わざわざウィルに気づかれないように出ていったのも本気の証拠に思える。

　そうだ。何がまずいといって、アンジェリンは世間知らずで真ま面じ目めで、本物の錬金術師なのだ。ウィルは目まぐるしく表情を変え、屋根裏をまっすぐに何度も行ったり来たりし、赤毛をぐしゃぐしゃと指でかきまぜたあげく、

「どうしてこうなる！　ほんとに！」

　と、叫んで箱形寝台の蓋ふたを開ける。物入れになった内部から数枚の着替えと財布を取り出し、ずだ袋に突っこんで背に負った。他に持っていくものはないだろうか、と室内を見回したとき、外の道路でけたたましく車のクラクションが鳴る。

　ウィルは階段を駆け下り、廊下の突き当たりの窓を開け放つ。

　まだ少し冷えた朝の大気の中、窓の真下の道に真っ赤な蒸気自動車が止まっているのが見えた。その上で、黒くろ眼め鏡がねをかけたアルフォンソがこちらを見上げている。

「アルフォンソ！　やめとけ、朝っぱらから近所迷惑だろ！」

「そんなこと言ってていいのか？　そろそろこれが要いるころじゃねーかと思って、わざわざ持ってきてやったんだぜ」

　薄笑いと共にアルフォンソが掲かかげてみせたのは、なにやら細長い包みだ。

　それがなんだかピンときて、ウィルはためらいなく三階の窓から身を躍おどらせた。

　常人ならば怪け我がをする高さだが、彼は石畳の上に鮮やかに着地する。

　すぐさまアルフォンソの助手席に飛び乗って、彼の手から包みを奪う。

「──やっぱり、これか」

　ウィルは低くつぶやき、包みから布を取り払った。現れたのは自分のサーベルだ。

　鞘さやは簡素だが、柄つかには優美な形状の飾りとコローニア王家の紋章が見て取れる。

　ウィルは真剣な顔つきで、サーベルをわずかに鞘から抜いてみる。

　白はく刃じんは朝の淡い光を跳はね返し、可か聴ちよう領りよう域いきぎりぎりの高い耳鳴りみたいな音が辺りに響く。

　大丈夫。戦場で常にウィルと共にあった超ちよう硬こう度どサーベルは、どこも壊れてはいない。

「そうやって真面目な顔さえしてりゃ、震えるほどの男前だよなあ、お前は」

　アルフォンソのからかうような声に、ウィルは鋭い視線を向ける。この強力すぎるサーベルを彼に預けたのはウィル自身だが、アルフォンソの登場はあまりに間が絶妙すぎた。

　ウィルはサーベルを手にしたまま、アルフォンソに静かな問いを投げる。

「このサーベル、売るなりなんなり好きにしろって言ったはずだぞ。どうしてわざわざとっといた。あと、あの『鳩はと』を俺のとこによこしたの、お前の企たくらみか？」

「あーら、怖い目。別に何も考えちゃいねーよ。ただ、お前は事情を言ったら断るだろ？　だけどほんとは、そろそろお前も《騎士》に戻りたくなる頃合いじゃねーかと思ったのさ。人間、一回すげえ力が手に入っちまったら、そうそう簡単に捨てられるもんじゃねえ」

　気楽なアルフォンソに反論をしたくなるのをどうにか抑え、ウィルは短く問う。

「……アークイラ遺跡ってどこだ」

「首都の近くにある観光地だぜ。結構でかいとこで、汽き車しやで行ける」

「じゃあ最寄りの駅まで、飛ばせ！」

　嚙かみつくようなウィルの言いように、アルフォンソは面白そうに笑って自動車のエンジンを吹かし直した。もうもうと蒸気を噴きあげ、車が急発進する。

「お前に使われるのはごめんだが、なんか面白いことになってるみてーだな！」

　エンジン音に対抗するアルフォンソの叫びに、ウィルは力いっぱい怒鳴り返した。

「俺は何も面白くない！　世界征服を狙ってる女の子から、俺の平和を守るだけだ！」
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「アークイラ遺跡まで行きたいのだ」

「アークイラね。首都中央駅から歩くなり、路ろ面めん汽き車しやを使うなりしてください。首都までの切符は十七ペルラです」

　駅の窓口の女性が無ぶ愛あい想そうに言い、手元に切符を用意する。

　アンジェリンはそれを興味深く見つめ、うなずいた。

「そうか」

「そうです。……はい、十七ペルラ」

　窓口の女性は少し怪け訝げんそうな顔になって繰り返した。

　しかし、アンジェリンは懐ふところを探さぐる様子も見せない。

　別に他意があるわけでもなんでもなく、基本的に『お金を出して何かを買う』という習慣がないのだ。

　無言で窓口の女性と見つめあっているうちに、アンジェリンはどきどきしてきてしまった。

（何かおかしなことをしているのだろうか、私。服装にも態度にも怪しいところはないと思うのだが、やはり十五のこの歳まで引きこもっていると色々ずれているのかもしれん）

　もうちょっとだけ世界について学んでから出てくればよかった、と今更後悔してみるものの、コローニアではずっと田舎いなか城じろにいたのだ。知識といえば家庭教師が教えてくれるものしかなく、話し相手は教師と無口な使用人たちだけだった。

　それがごく幼おさないころから続いたせいで、アンジェリンは少々引きこもり気質である。

　暗くて静かで適度に狭いところが落ち着くし、外に出ると心細いし、日に当たるとそれだけでぐったり疲れてしまう。そんな彼女の趣味は刺し繡しゆうと作文──と言うように兄には教わっていたが、実際のところは錬れん金きん術じゆつだった。

　王族の教養である錬金術は、彼女の肌によく馴な染じむ。

　本を斜め読みすれば大抵の術は使えるようになるし、動くものが作れるのも楽しい。工夫のしがいもあるから飽きることもない。正直エルネストのことがなければ、アンジェリンは城で錬金術と戯たわむれて一生を終えたと思う。

（小さいころの空想の友達との会話は散々怒られたが、錬金術はいくらやっても怒られなかったからな。あれだけはそこそこできると思うのだが……他がまずいような気がする。一度館に帰って、汽車の乗り方を学んでくるべきか？）

　切符一枚のせいでふらりと気分が揺らいだとき、不意に脳裏にウィルの台詞せりふが甦よみがえる。

　──あなたは王女としての自覚が足りない。

　あのときの横よこっ面つらをはたかれたような気持ちに再び襲われ、アンジェリンはかすかに息を吞んだ。

　あんなことを言われたのは生まれて初めてだった。とにかく驚いて、怖くて、呆ぼう然ぜんとしてしまった。でも、あの言葉を思い出すと、怖さと一緒に淡あわい元気も湧いてくる。

　なぜだろう？　よくわからない。ただ、少しだけ背筋が伸びる。

（そういえば、兄上も私を叱しかってくれたけれど……ウィルとは感じが違ったな）

『駄目な王女』であるアンジェリンとは対照的な兄、ジュリアスはまぶしいほどに模も範はん的てきな王子で、日々公務で国中を飛び回っていた。多忙を縫ぬってアンジェリンの城にやってきたときには、彼は決まって同じことを言ったものだ。

　──お前は本当に駄目な子だ、アンジェリン。お前は何もできないんだから、わたしたちに任せておいで。大丈夫だよ。わたしと陛下が、すべてを正しく導いてあげる。

　とてもとても優しい声こわ音ねで繰り返されるその言葉は妙に不安なのに、とても安心できて、なんだかとろんと眠くなってしまうような感じだった。

（……今ごろ怒っていらっしゃるかな、兄上）

　アンジェリンが過去の思い出に浸ひたっていると、頭の辺りで、ぱささ、と軽い羽音がする。

　はたと我に返って、アンジェリンは杖の上のエルネストを見上げた。

「そうだな、今はとにかく切符だ」

　少し笑って囁ささやくと、梟ふくろうのエルネストは柔やわらかそうな羽毛の胸を張り、ぱちん、と片目を閉じる。何やら伝えたいような様子に、アンジェリンは首を傾かしげた。

「エルネスト？」

「……あなたさー。ひょっとして、からかってる？」

　窓口の女性の口調が疑う調子になったのを聞き、アンジェリンはぎょっとして視線を戻す。

　いくら田舎町の小さな駅で他に並んでいる客もいないとはいえ、アンジェリンの態度は不自然すぎたらしい。

「違う。アークイラ遺跡には行く必要があるんだ。しかし、その、切符の買い方が、だな……」

　しどろもどろに説明を始めたとき、いきなり梟が杖から飛び立って窓口に飛びついた。

「きゃっ、何!?」

　女性の悲鳴などものともせず、エルネストは木製の間仕切りの下から足を突っこんで、用意されていた切符をつかむ。彼はそのまま大きく羽ばたいたかと思うと、一直線に発着場のほうへと飛んでいった。

　いきなりのことに立ち尽くすアンジェリンに向かって、窓口の女性が必死に叫ぶ。

「泥棒……っ、切符泥棒！　あなた、あの鳥、捕まえて！」

「わ、わかった！　エルネスト！　何をするんだ、一体！」

　どうにかアンジェリンも我に返り、大急ぎで発着場へと走った。

　木製の屋根があるだけの簡素な発着場には、汽車を待つ人々の姿がまばらに見える。

　十数人の客たちは、みな信号機の上を見てざわめいているようだ。

「そこか、エルネスト！　下りてこい、あなたに切符は必要ない！」

　どうにかアンジェリンが追いついたときには、梟は信号機の上でしれっと汽車が来る方向を眺めていた。

　このまましらばっくれましょう、とでも言いたげな姿に、アンジェリンは戸惑ってその場に固まる。

（それでいいのか？　なんだか窓口の女性は叫んでいたし、犯罪のにおいがするぞ。しかし、現代ブラッキアリの刑法には自信がない。ひょっとして合法なのかな。……わからん。習ったのかもしれないが、私が授業そっちのけで《精霊粉》を練っていた可能性もある）

　やはり、もうちょっとちゃんと他の授業も受けておけばよかった。

　心底後悔するアンジェリンのところへ、今度は駅舎から飛び出してきた駅員の声がかかる。

「君、ちょっと待ちたまえ！」

「うん……!?」

　振り向いたアンジェリンの目の前には、両腕を広げて突進してくる駅員の姿があった。

　鬼気迫る男の顔は、例の追っ手の黒服連中に負けず劣らず恐ろしい。

（……っ、こういうときは『一いち撃げき必ひつ殺さつ』だったな。守ってくれ、エルネスト！）

　すくみあがりそうな体に必死に鞭むちを打ち、アンジェリンは持っていた杖を振り回す。

　意外なほど素早く振り抜かれた杖は、かん！　といい音を立てて駅員のこめかみに命中した。駅員は一歩、二歩よろめいたかと思うと、ぱたりと煉れん瓦が造りの発着場に転がる。

「……当たった……」

　やや呆然とつぶやくアンジェリンの元に、ひらりとエルネストが下りてくる。

　彼は満足げにアンジェリンの杖に留まって、片かた羽はで器用に彼女の髪を撫なでた。

　よくやりました、それでよろしいのです。わたしのお教えしたことを覚えていてくださったのですね──と、そんな声が聞こえてきそうだ。

　襲われたときに容よう赦しやするなというのは、生前のエルネストの教えである。

　彼は教師や家族とは違って、現実的なことを色々と教えてくれた。中でも熱心に言っていたのが、『不ふ埒らちな男の撃退法』。

　──よろしいですか、アンジェリン様。あなたに向かって不埒なこと……つまり、許可なく抱きしめたり、唇で触れたり、万が一にもそれ以上のことをしようとする人間がいた場合は、情け容赦なく全力で抵抗なさってください。必ず、急所を狙って一撃必殺です。そのくらいの気迫でいかなくてはやられます。

　……一体何をやられるのかはよくわからなかったが、当時のエルネストの本気っぷりだけは覚えている。

「一撃必殺、してしまったか。護ご身しんのためとはいえ、むごいな……」

　アンジェリンは途方に暮れて、足元に倒れた男を見下ろす。

　理由がなんでも、ひとが死ぬのはやっぱり悲しい。そういえばエルネストは一撃必殺の後の処理を教えてくれる前に死んでしまった。

　これからどうしよう、お葬式があるんだろうか、とアンジェリンが考える周りで、彼女の声を聞きつけた発着場の人々もざわめき始める。

「殺した？　あの子が、駅員さんを？」

「しかし、あんな程度でひとって死ぬかね……？」

　誰もがアンジェリンの見た目の可か憐れんさに戸惑っているうちに、倒れた駅員は「うーん……」などと低いうめきをあげて薄目を開ける。

　アンジェリンはぱっと目の前が明るくなるのを感じ、彼の傍かたわらに膝ひざをついた。

「よかった、生き返ったのだな！」

「え、ええ……!?　生き返ったって……えええ……？　どういうこと？」

　気絶から覚めたばかりで戸惑う駅員に、周囲からはくすくすと笑う声があがる。

　みんな祝福してくれているのだな、とアンジェリンがにこにこしていると、今度はひときわ派手な笑い声が発着場に響いた。

「あはははは、さっきから聞いてりゃ、あんたっておっかしいわねえ！」

「ん？　私か？」

　きょとん、として訊きくアンジェリンの前に、軽やかな歩調でひとりの女性がやってくる。

「そう、あんた。何から何まで、完璧にずれてるわ！」

　そう言ってしげしげとアンジェリンを見つめるのは、ブラッキアリ人にしてはずいぶんまっすぐな長い黒髪の少女──いや、女性、というほうがふさわしいだろう。

　日に焼けた顔には少女らしいあどけなさも残ってはいるが、常に潤うるんだような大きな緑の瞳といい、肉厚な唇といい、簡素ながらもシルエットの綺麗なドレスに包んだめりはりのある体といい、明らかに女の色香が漂っている。

　ぴーん、とエルネストの背筋が伸びるのを感じながら、アンジェリンは首を傾げた。

「綺麗だな。エルネストもそう思っている」

「あーら、エルネストってその梟のこと？　ありがと、梟と喋しやべれるお嬢さん。あんたもすっごく綺麗よ。聖堂に描かれてる精霊さんみたい」

　女はくすくす笑ってアンジェリンの傍らにしゃがみこみ、瞳を興味に輝かせて囁ささやく。

「いい服着てるわね。それに、訛なまりのあるブラッキアリ語。いかにも訳ありって感じ」

「訳はある。でも、言えないのだ」

　真っ正直に言うアンジェリンに、女はますます笑いをこらえて身み悶もだえ、何度かうなずいた。

「いい、いいわあ、その感じ。あんたって絶対悪人じゃないわね。気に入った！　このフェリーチェ・ガブリエリが面倒みてあげる」

「そうか！　助かる。あまりに勝手がわからなくて、帰ろうかと思っていたところだ」

　アンジェリンはほっとしてフェリーチェに笑いかけ、やけに羽をばたつかせるエルネストを押さえながら立ちあがる。

　フェリーチェは快かい活かつに片目を閉じると、アンジェリンの耳元に囁いた。

「ここはあたしに任せて。そこにいなさい。さて、と。ねーえ、そこの駅員さん。さっきはどうしてこの子のこと追ってたの？」

　くるりと振り返ったフェリーチェがいかにも色っぽく尋ねると、ぼんやり座ったままだった駅員はどぎまぎと顔を赤くする。

「ああ……えーっと……そうだ。無賃乗車をしようとしたって話でね。そう、その鳥が、窓口から切符を持って逃げて……」

「はあ？　ちょっとあんた、この子の鳥が悪いた戯ずらをしたってだけの理由でこの子を追い回したわけ!?　無賃乗車っていったって、まだ列車も来てないのよ？　それは駄目よー、そんなの殴なぐられたって当たり前だよ。あたしだって殴るね、うん。確実に殴る！」

　フェリーチェの剣けん幕まくに駅員がたじたじになっていると、ちょうど遠くから汽笛が響いた。

　反論しかけていた駅員も含め、発着場の男女がみな、線路の向こうへ視線をやる。

「汽車だ」

　アンジェリンもふわりと気持ちが浮き立つのを感じ、嬉しそうな顔で伸びあがる。

　なにしろ汽車なんて見るのは初めてだ。引きこもって育ったせいもあるし、古風なコローニアの交通機関は馬車がほとんどで、列車は首都と主要都市を結ぶほんの数本しかない。

　わくわくと目を凝こらしていると、恐ろしげな振動と煙をまとった真っ黒な汽車が徐じよ々じよに線路の向こうから姿を現してきた。

　もうすぐあれに乗れる。あれに乗って、この国の首都の遺跡まで行くのだ。

（できれば、ウィルに供ともをしてもらいたかったが……）

　──王女としての自覚が足りない。

　ウィルを思い出すとどうしてもあの台詞も思い出されてしまって、アンジェリンは速くなり始める心臓の上をぐっと手のひらで押さえた。

　アンジェリンが王女にふさわしい人間になれば、きっと彼は馳はせ参さんじてそばに仕えてくれるに違いない。ウィルはもう《騎士》と名乗らないと言っていたが、とても誠実で高こう潔けつな気配がした。

（彼のためにも、一刻も早く王女らしくならねば。まずはエルネストを復活させる術すべを手に入れて、次に世界平和だ。陳ちん腐ぷかもしれないが、確実に高潔な目標だし、きっとアーリンガム卿きようもそれを望んでいるに違いない）

　いきなりの大きな目標に、否いや応おうなく胸は高鳴る。

　アンジェリンの鼓動と重なる車輪の音と共に、真っ黒な蒸じよう気き機関車は近づいてくる。

　エルネストも首を伸ばして汽車を見ていたが、不意にくるりと後ろを振り向いた。

「どうした、エルネスト？　何か気になるのか？」

　エルネストに尋ねながらアンジェリンも後ろを見る。

　すると、円形の駅前広場に三台の蒸気自動車が止まっているのが見えた。

　車から降りてきたらしき男たちが、改札の辺りで駅員たちともめている。

「あんたら、切符は？　──おい、ちょっと！」

　黒服たちは無言で駅員を押しのけ、次々と発着場へと向かってくる。ひと目でわかる異様な雰囲気に、アンジェリンは白い杖を握りしめた。

（あれは、ずっと私たちを追ってきている男どもだ）

　一撃必殺、と強く念じて、アンジェリンはそっと体を低くし、傍らに置いていた鞄かばんを片手で開ける。相手は大勢だし、武装している。容赦している余裕はなかった。

　人間、死んだら終わりなのだ。錬金術を使って一掃するしかない。

　開くと棚たな状じようの物入れが展開される鞄の中から、アンジェリンは手触りだけで目当ての硝子ガラス瓶びんを抜き取る。

　と、そのとき、肩に乗っていたエルネストが男たちのほうへ羽ばたいた。

「エルネスト！　よせ、戻れ！」

　アンジェリンは懸命に叫ぶ。

　その間にも、いちばん先頭の黒服は上着の中へ手を突っこみ、鈍にぶく光る拳けん銃じゆうを取り出していた。エルネストはよりによって、銃口のほうへまっすぐに飛んでいく。

　黒服の指は迷いなく引き金を絞しぼろうとする。

　あの梟はアンジェリンの作った特別製だ。銃弾一発くらいでは壊れないが、アンジェリンはエルネストが撃たれるのは嫌だった。絶対に嫌だ。アンジェリンが無我夢中で駆けだそうとしたのとほとんど同時に、駅舎の外でものすごい騒音があがる。

「何だ……？　わっ、わわっ！」

　エルネストを撃とうとしていた黒服が、轟ごう音おんに気を取られて後ろを振り返った。

　その隙に、エルネストはすかさずその男の頭をわしづかみにして、鋭いくちばしで猛然と突っつき始める。

　アンジェリンは思わず足を止め、駅前広場の惨状に目を奪われた。

（酷ひどい。蒸気でよく見えないが──）

　白い蒸気と埃が立ち上る広場には、三台の蒸気自動車と、それに突っこんで止まった新たな自動車のシルエットがある。どうやら、新たな車が黒服たちの車に自分の車体をぶち当てたらしい。煙の中からは黒服たちの悲鳴や怒ど号ごうが響いてくる。

　そして、もうもうたる煙の真ん中から、ゆっくりと歩み出る人影があった。

（あれは……ウィル、か？　本当に？）

　思ってもみなかったひとの登場に、アンジェリンは一瞬自分の目を疑うたがった。

　ウィルは相変わらずの冴さえない格好だが、今はただの学生にも、役立たずにも見えない。

　風が乱した髪の間から、ぞっとするほど秀しゆう麗れいな目元がのぞく。

　ウィルは全身を冷えた殺気に包んで、サーベルを収めていた袋を地面へ落とした。
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（敵は四人。みんな拳銃を持ってる）

　すっかり《騎士》のものとなった視界を見つめながら、ウィルはひどく冷れい徹てつに考えていた。

　剣を手にしてしまったらここは戦場だ。

　悲しいだの、苦しいだのと泣きわめいている暇ひまはない。

「ウィル……？　来てくれたのか！」

　発着場のほうからアンジェリンの声が響いた。

　その声で黒服がウィルのほうを向く。ウィルにとっては好都合だ。

「アンジェリン、伏せてください！」

　ウィルは叫び、そのまま地を蹴けった。

　ほんのひと息で、ウィルは黒服に肉にく薄はくする。

　黒服たちは驚きに顔を歪ゆがめながらも、それでも素早く後ずさった。ただの人間にしては異様に速い。しかし、速さではウィルの踏みこみのほうが上だ。鞘さやに入ったままのサーベルが黒服の手首に当たり、ぼきりと嫌な音がする。銃が落ち、数秒遅れて男の苦鳴があがる。

　ウィルは銃が地面につく前に、それを遠くへと蹴りやった。

　同時にウィルの死角で銃の発砲音が響く。

　とっさに左肩で受けた。どぼん、と嫌な音がして銃弾が体内にめりこむ。

　振動で骨と内臓が震え、軽い吐き気を覚える。でもまだ動ける。振り向きざまにひとりを鞘で叩きのめす。さらに、返した柄つかがしらで、背後から迫ろうとした相手の顎あごを砕いた。

　悲鳴をあげて、男たちが地面に倒れこむ。

（これで全部、か？）

　特に息を切らせることもなく、ウィルはアンジェリンの元へと駆け戻った。

「ご無事でしたか？」

「ああ、大事ない。しかし、なぜ？」

　アンジェリンは一見落ち着いているが、片手には杖、片手には錬金術に使うらしき硝子ガラス瓶びんを強く握りしめている。その手が力を入れすぎていつもより白くなっているのを見て、ウィルはあえて平然と、ちょっとだけ顔をしかめた。

「あなたがあんなとんでもない伝言を残して、ひとりで勝手に出ていくからですよ。何が世界征服ですか」

「……世界は早かったか」

「遅い早いの問題じゃありません！　とにかく、首都なんかじゃなく、陛下たちのいらっしゃるところへ向かいますよ。まったく……一体俺の話のどこを聞いてたんだか」

　ウィルの小言に、アンジェリンは見るからにしょんぼりと肩を落とす。

　もっとも、緊張のほうは少し解けたようだ。

　少し力の抜けたアンジェリンの肩にひらりと梟が戻り、きっ、とウィルをにらんでくちばしを開いた。

「なんですか、ポンコツ騎士殿。こんなときに帰ってきて。今更殿下に取り入ろうとでも？」

「うわ、似合わない！」

　梟から聞こえる甘い美声、という違和感にウィルが引きつっていると、アンジェリンは不思議そうに顔を上げて瞬またたく。

「なんだ？　私の服の話か？」

「あー、いや、服は不思議な感じなりに似合ってます。単にですね、この田舎の駅とあなたっていうのが見るからに違和感があるっていうか……」

「無理しかない言い訳ですね。あなたの頭の回転はハエが留まる程度の低速のようだ」

　阿呆か、お前がそんなもんの中に入って喋るからいけないんだろう！

　エルネストに対する声にならない叫びを腹に抱えてウィルが悶もん々もんとしているところへ、真っ黒な汽車が煙を振りまきながら滑すべりこんできた。

　黒服たちの乱入におびえていた客たちが、やっと我に返って汽車のほうへと集まり始める。

　アンジェリンもそちらへ視線をやるのを見て、ウィルは再び神経を研とぎ澄すました。

　汽車の中に特に殺気のようなものは感じ取れない。

　開いた扉から車しや掌しようが顔を出し、発着場の状況を見てさっと青くなった。

「なんだ、こりゃあ……。ここで何かあったんですかっ、て、あなた、剣！」

「あ、しまった。むき出しか」

　ウィルが自分の持っているサーベルに視線を落とすと、エルネストがここぞとばかりに人間の声でさえずる。

「だからあなたは詰めが甘いというのです。凶器は隠す、証拠は隠いん滅めつ、ひとを殺すなら後始末のことまで考えて、計画的にやりませんと」

「……物ぶつ騒そうすぎる」

　ウィルはつぶやき、サーベルを隠すように抱えてアンジェリンに向き直った。

「やっぱり列車はやめて、アルフォンソの車で行きましょう。あなたの家は──」

　そこまで言ったところで、今度は聴覚の端はしっこに新たな蒸気自動車の排気音が引っかかった。これは相当の大型だ。まっすぐ駅へと向かってくる。

　……嫌な予感がする。

「駄目だ、やっぱりここにいちゃ危ない！　列車を出発させてください！」

　ウィルは車掌に向かって叫んだ。

　ほとんど時を同じくして、改札の向こうから巨大な鉄の塊かたまりが姿を現す。

　まるで工場がそのまま動いているみたいだ。全面を金属で覆った鈍にび色いろの自動車が、蒸気を噴き出しながら進んでくる。めきめきと駅舎の屋根を破壊して進んでくる自動車に、辺り中から悲鳴があがった。

「ウィル！　あれは、なんだ……!?」

　アンジェリンの問いがさすがに悲鳴交じりになる。

　ウィルは彼女をかばって立ち、鞘に入ったサーベルを構えた。

　戦車じみた蒸気自動車が改札を乗り越えたかと思うと、窓から黒服が顔を出した。なにやらひと抱えもあるものを両手で押さえつけている。

　長銃の銃身を何本もまとめたような禍まが々まがしい形が、白昼の陽光にぎらついた。

「まさか……連発式奇き環かん砲ほうか！」

　戦時の記憶がウィルの脳裏をよぎり、勝手に顔が引きつる。

　間違いない。あれは、手回し式で一分間に二百発の弾をばらまく小型砲だ。数すう秘ひ術じゆつ師しの発明品のひとつで、先の戦争でも多くの歩兵を屠ほふった。そんなものをひとひとり殺すために持ち出すなんて狂気の沙さ汰ただ。しかし目の前にあるのが現実である以上、対処するしかない。

「殿下、失礼します！」

　ウィルは叫び、アンジェリンをかき抱いだく。そのまま一気に列車に向かって走った。

　距離はたかが五歩。

　一歩、二歩──背後では蒸気自動車が木製の料金表を引き倒す。三歩目で駅員たちの悲鳴が聞こえた。どこかで警察が笛を鳴らしている。

　四歩目で、自動車の上から奇環砲が回りだす金属音が響いた。

　同時に、列車が発車を告げる汽笛を鳴らす。

　そして、五歩！

「っ……！」

　ウィルがアンジェリンを抱えて列車内に転がりこむ。扉はバネ仕掛けで勝手に閉まった。

　直後、た、た、た、た、という軽い音と共に、奇環砲の弾が扉の硝子を粉々に砕く。

　アンジェリンをかばって伏せたウィルの背中に、粉々になった硝子と木片が後から後から零こぼれ落ちる。

　扉を撃ち抜いた弾が、何発かウィルの体にめりこんで止まった。

（このままやりすごして終わり──ってわけにはいかないな。あっちにも機動力がある）

　ウィルはしばらくそのままの姿勢でいたが、不意に床に転がったエルネストをひっつかんで体を起こす。エルネストは大慌てで羽ばたいた。

「何を気軽につかんでいるんです！　わたしは外見はこうでもエルネスト・コペルティーニですよ？　あなたにはもう少し遠慮というものを教えて差しあげる必要がっ、て、ちょっ、その背中、奇環砲の弾が当たりまくってますよ！　普通なら五回は死んでいるところです。どれだけ不感症なんですか！」

「今は黙ってろ。この後はどれだけわめいてもいいから！」

「わめくのにあなたの許可など要いりませ……え、あなた、一体何を……！」

　ウィルはもがくエルネストを大きく振りかぶり、力の限り投とう擲てきする。

　アンジェリンの錬金術で作られた超高硬度の芯しんを持つ梟が、ウィルの異常な力で加速する。

　破れた窓から飛び出した梟は空を裂き、狙い過あやまたず、発着場の上を進んでくる自動車に突き刺さった。

　砲撃がやんだのを確認し、ウィルは窓から乗り出して自動車のほうを見やった。

　自動車はしばらく動きを止めていたかと思うと、盛大な音と蒸気を上げて大きく旋回する。

　間を置かず、ウィルたちの乗っている汽車が動き出した。

　巨大な自動車の端が動きだした汽車の車体に触れて、ちりちりと火花を立てているのが見える。しかし汽車はそのまま徐々に加速していく。

　自動車は動かない。もう制御が利かないのだ。

　永遠にも思える数十秒の後、汽車は大きな傷を腹に刻みつつも、どうにか自動車を振り切った。支えをなくした巨大な自動車は地響きを立てて線路に落ちたかと思うと、断だん末まつ魔まのごとくもうもうと煙を吐いて──やっとのことで停止する。

「……やれやれ。どうにかやった、かな」

　ウィルは大きなため息を吐ついて全身から力を抜き、やっと車内を振り向いた。

　左右に一等の個室が並ぶ連結部の小空間には、硝子と木片が散乱している。

「ウィル……」

　ぼんやり顔で列車の床に座りこんだまま、アンジェリンが囁く。

　その姿が戦場でたたずんでいた悲しげな幽霊たちとだぶって、ウィルはすぐに彼女の目の前に膝をついた。なるべく穏やかに、優しく見えるように祈って微笑む。

「ご無事、って感じでもないですね。危なっかしい目に遭あわせてすみません。その……あなたのエルネストも投げちゃいましたし」

　言いながら、結構自分が酷いことをしているのに気づいて、ウィルは視線をさまよわせた。

　さっきはとっさにエルネストの強度を利用してしまったが、よく考えたら彼はアンジェリンにとっては『大切なひと』だったような気がする。

（いくら口が悪くて性た質ちも悪そうな奴とはいえ、さすがに投げるのはまずかったかな）

　少々反省しかけていたところで、ウィルの後頭部にがつん、と鈍にぶい衝撃が走った。

「痛っ！　なんだ!?」

「なんだ、ではありません。よくも腰抜けの分際で好き勝手やってくれましたね、アーリンガム卿。今度こそ念入りに切り刻んでレモンをかけて、食通な魚の餌えさにして差しあげます！　沈みなさい！　この！」

　低く地を這うような声と共にウィルの頭をくちばしで突っついてくるのは、もちろん梟のエルネストだ。

「おー、エルネスト。お前、走ってる汽車に追いついたのか？　すごい根性だな」

　痛がるより先に感心するウィルに、エルネストはなおさら首辺りの羽毛を逆立ててくちばしをがちがち言わせる。

「あなたに褒ほめられても屈辱が深まるだけです！　ここは黙って突かれなさい！」

　まあ、今度ばかりはエルネストの言うことも、もっともかもしれない。

　ここはおとなしくするか、とウィルが黙りこむと、今度は横からアンジェリンの腕が伸びた。彼女は大真面目な顔でウィルの襟えり元もとをつかむと、いきなり引き寄せようとする。

「……!?　殿下、どうしました？」

　とっさに逆らいかけるも、『コローニア王族に逆らうと死ぬ』という話を思い出すと体から力が抜けた。結果、アンジェリンとウィルは至近距離で顔を見合わせることになる。

　アンジェリンはウィルの顔をまじまじとのぞきこみ、菫すみれ色の瞳を潤ませた。

　白金のまつげがかすかに震えているのが見える。硝子のショウケースの向こうにあるほうがふさわしそうな少女からは、甘く懐かしい匂いがする。──鈴すず蘭らん、だろうか。

「殿下！　さっきのごたごたの衝撃で混乱でもなさっているんですか？　そんな男に触れていてはあなたがけがれます、呪のろわれます、何かが伝染します、寿命が百年縮みます！」

　エルネストが大慌てでアンジェリンの肩に戻ってさえずり始めたので、ウィルは呪じゆ縛ばくから解かれたような気分でほっとひと息ついた。

　いくら相手が十代の少女だろうと、この状況と距離はまずい。

　こんなときにこんな目で見上げられたら、世の中の男の八割はうっかり彼女に恋するだろう。ひょっとしたら、男以外だってぐらっとくるかもしれない。

（だとしたって、俺は卑ひ怯きようとののしられて当然の亡命騎士、しかもやる気と定職がなくて朝寝が趣味、っていう徹底した甲か斐い性しようのなさだし）

　こんな登場人物が王女なんかとロマンスをやらかしたら、確実に相手が不幸になる。目に見えている。自分が不幸になるのは自分の勝手だが、ひとを巻きこむのはまったく彼の趣味ではない。小説のネタとして考えたって嫌だった。

　ざっと数十種類の不幸なロマンスがウィルの脳内でめくるめいている間に、アンジェリンはそっと囁く。

「直させてくれ」

「……はい？」

「あなたの体。直したいんだ」

　ものすごく真剣、かつ、興味にきらめき始めたアンジェリンの目を見て、ウィルはしばらく思案してから、がっくりと肩を落とした。





[image: ]






　人生はよくいえば意外性に満ちているし、悪くいえば思いどおりにならない。

　特に自分の人生は糸の切れた凧たこといおうか、糸の切れた操り人形といおうか、運命の糸を紡つむぐというどこぞの魔女がへたくそだったせいで、結果的にぼこぼこになってしまった編み物といおうか、とにかく色々ぐだぐだだな、とウィルは思う。

「いいか、じっとしていろ」

　このうえなく真剣にアンジェリンが言い、硝子瓶を壁についた明かりに透すかす。

　ここは列車の一等個室だ。

　えんじ色で統一された室内は狭いなりに美しい。向かいあった座席はスプリングが利いていて快適だし、ドアノブや小さなテーブルの縁ふち、壁についた洋服かけなどには金色の細さい工くが光る。窓の外には、オリーブの茂る緑の大地が左から右へと絶えず流れていくのが見えた。

（状況が状況なら、優雅な旅なんだろうけどなあ）

　二人掛けの座席が向かいあっている定員四人のこの個室に、今はウィルとアンジェリン、そして梟から出て人ひと形がたに戻ったエルネストがいる。

　エルネストは座席に座り、ごく冷たい視線をウィルに投げていた。

「ウィル。わたしは今日初めて分かったのですが、死ぬと人間には幻覚が見えるものなのですね。目の前でゴミがわたしの大切な方にとんでもない姿をさらしている幻が見えて、大変不愉快です。もちろんゴミというのはあなたのことなのですが」

　そりゃもちろん彼にとっては気に食わない事態だろう。ウィル自身だってこれが素晴らしい状況だとは思っていない。

《騎士》に戻るつもりなんてなかったのに、自分はなんでこんなふうに列車旅を始めてしまったのか。

　さらに言えば、どうしてアンジェリンみたいな美少女にシャツを脱がされて、個室の座席に横たわっていなくてはならないのか。

（これ、色んな意味でひとには見られたくないな）

　ウィルの体は一見どこもおかしいところはないのだが、今は常人ならとっくに死体になっている数の傷があるし、そこから一滴の血も零れていないのが恐怖小説じみている。

　それにアンジェリンの治療というやつがまた、怪しいのだ。

　男ふたりの葛かつ藤とうはよそに、アンジェリンは真剣な面おも持もちでほんの小さな銀の匙さじに瓶の中の粉をすくい、ウィルの傷の上に零した。

　錬金術をよく知らない一般人の間では、魔法の灰、なんていわれていたもの。

　世界を構成する精霊の力を呼び集めるという《精霊粉》だ。

　銃の弾が穿うがった穴を《精霊粉》が覆うと、アンジェリンは自分の白い杖を取り、それに両手を添えて目を閉じる。

「コローニア王女、アンジェリンの名において。金と水銀と、土と水の精霊に命ずる。溶よう解かいし、腐ふ食しよくし、昇しよう華かし、分離し、合成せよ。──変へん成せい」

　得体の知れない呪文と共に、ウィルの傷はかっと熱くなる。

　はっきり見たくないような気もしたが、目を逸らすのもなんだか怖くて、ウィルはちらと自分の傷を見やった。

　ぽっかりと穴が開き、衝撃で縁が盛りあがっていた傷口は、一度蕩とろけるように輪りん郭かくをあいまいにしたかと思うと、生き物のように体内の弾丸を外へと吐き出した。

　その後は何事もなかったかのように、肉がぴたりと穴を塞ふさいでしまう。

「……我ながら、ちょっと気持ち悪いな」

「気持ち悪い？」
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　アンジェリンは意外そうに顔を上げ、ぺたぺたと手のひらでウィルの傷や額ひたいを触ってくる。

　おそらく『気持ち悪い』を体調不良のしるしだと思って、熱がないかどうか確かめようとしているのだろう。理屈はわかるが、なんともきまり悪い。

　さらに、すさまじい殺気と共にエルネストの声が低く響いた。

「ああ、なにやら幻覚がひどくなってきました。このままこの幻覚の男の上に幻覚の巨大斧おのが落ちてくるといい」

「えーっと、俺は体調は万全です。全然大丈夫ですから、もうシャツ着ていいですかね？」

　さすがにいたたまれなくて体を起こしたウィルを見つめ、アンジェリンは数秒黙りこむ。彼女は次に《精霊粉》とやらがたっぷり収納された鞄を見下ろした。

　そして、しばしの沈黙。

　アンジェリンの白い額の奥で、ものすごい勢いで思考が回っている気配がする。

　その思考内容が大体わかるような気がして、ウィルはますます引きつった。

「……ちなみに、改造は駄目ですからね？」

　試しに言ってみたところ、アンジェリンはやっぱり思い切り落ちこんでいる様子だ。

「……鳩はと時ど計けい」

「さも残念そうに、脈みやく絡らくのない単語を口にしないでください！　なんだかすごく不穏です」

　断らなければ一体どんな機能が組みこまれていたのやら。

　戦せん々せん恐きよう々きようとして見守るウィルの目の前で、アンジェリンは仕方なさそうに何種類かの《精霊粉》を透明な液体で粘ねん土どのように練り始めた。これが始まると、彼女はそちらに意識を取られてしまう。

　今だ、とばかりに素早くシャツを着込み、ウィルはほっとひと息ついた。

　エルネストはそんなウィルと目が合うと、肘ひじ掛かけに肘を乗せた優美な姿勢で微笑む。

　──不穏な気配だ。なんだか目が笑っていない。

　というか、人殺しの目をしている。ひとりではなく、村ひとつぶんくらいやってしまった目で、エルネストはにこやかに言う。

「そこの幻覚。わたしは今、いいことを思いつきました。わたしはアンジェリン様の作った梟に乗り移ることができる。ならば、他のものはどうでしょう？　わたしの魂の欠片かけらが入った梟よりは居心地が悪いとしても、短時間なら可能なのでは？　たとえば、あなたの中に入って、あなたに優美なふるまいというものを教えて差しあげるとか」

「嫌な予感しかしない、遠慮する！」

　思わず声に出して即答したウィルに、アンジェリンが驚いたように顔を上げる。

「……わかっている。改造は、止よす」

「ああ……ええ、はい。それはやめといてください」

　あなたに言ったんじゃないんです、と言うわけにもいかず、ウィルは困り顔で自分の頰を搔いた。

　そこへエルネストがひらと手を伸べ、ウィルの喉のどをつかむ。

（おい、不意打ちか！　しかもいきなり喉ってどんだけ悪趣味だ、手順踏め！）

　ウィルは声を出さずに思い切り毒づくが、なにしろ相手は幽霊だ。気配も何もないから不意打ちを避けるのは至し難なんの業わざだった。振り払うわけにもいかず、ウィルの喉には幽霊に触れられたとき特有の冷気が沁しみる。

　間を置かずにふっと目の前が灰色になったかと思うと、今度はウィルの頭の底から、やけに甘いエルネストの声が響いた。

『あなたは幽霊に首を絞められたからといって死ぬほど繊せん細さいではないでしょう？　それにしても、意外と簡単なのですね、ひとに取とり憑つくというのは』

（お前……！　ほんとに俺の中に入ったのか？　……まずいな。なんだか余計なことを覚えさせたような気がする。今後、こうやってあっちこっちの人間に乗り移られでもしたら──）

　嫌な未来を想像してぞっとしている間に、ウィルはいつの間にかアンジェリンに向き直っていた。表面的にはまったくの真顔で、彼は言う。

「──アンジェリン。唐とう突とつだけど、もうここには俺たちふたりきりなんだ。変な気取りはやめるよ。俺が君を助けに戻ってきたのは、君の魅力に惹ひかれてのことだ。正直なところ、俺は君と結婚する気はさっぱりない。けれど君は、今すぐに抱きしめて口づけたくなるくらいには魅力的だよ」

（待て！　なんだ、その男のクズの見本みたいな台詞は！）

　頭の中では恥ずかしさでのたうつウィルだが、表は冷静なままだ。

　目の前でアンジェリンの目が丸くなり、彼女は思い切り視線を窓の外に逸らした。

（おい、エルネスト！　いいかげんにしろ、アンジェリンが俺のことを『見たくないもの』に分類しただろ！）

『正しい判断ではないですか。あなたはひとの心の棚の隅すみっこで埃ほこりかぶるのがお似合いです。それにこれは君のためですよ、ウィル。あなたにアンジェリン様の騎士をやるつもりがないなら、悪い男のふりをしてあきれ果てられるのがいちばんです。下へ手たに分別くさいことを言っても、アンジェリン様に未み練れんが残る……という可能性も億にひとつはあるかもしれませんし』

　──なんだか、半はん端ぱに筋すじが通っているのが嫌だ。

　とかなんとか思っているうちに、ウィルの体は勝手に動いて、アンジェリンの隣に座っていた。アンジェリンはびくりと震えて、おそるおそるこちらを見る。

「……冗談、だな？」

　囁く彼女の目が震えているのを見ていると、ウィルの胸にはものすごい罪悪感が湧わいてくる。ごめんなさい、本当にごめんなさい、そもそもさっきみたいなことを言う男は滅ほろびたらいいと思う。

　そう思っている間にも、ウィルは軽く自分の前髪を搔きやって、切れ長の青い目でじっとアンジェリンを見ていた。わずかに濡れたアンジェリンの瞳に映ったウィルの顔は、いつもより冷たく硬こう質しつな印象だ。おそらく、普段前髪で隠れ気味の目元が見えているせいだろう。

　やけに涼しげで、少しの翳かげりをひそめたその瞳。

『君、ウィルのくせに基本的に美男子ですよね。しみじみと腹が立つ』

（ウィルのくせに、ってのは一体なんなんだよ！　この顔はこの顔でめんどくさいんだぞ、じっくり家にこもってたいときにもあっちこっち引きずり回されたり、特に親しくなかった相手からいつまでも覚えられてたり）

『それが面倒だとは本気の根暗ですね。もったいない。分不相応なものは、とっとと捨てるか寄付してしまいなさい。でなければ使い方を学ぶことです。いいですか？　せっかく持って生まれたものは、こうやって使うんですよ』

　冷笑含みの声を響かせ、エルネストはウィルを操ってアンジェリンに顔を近づけた。

「そうだよ、冗談だ。永遠の愛の言葉など本来酒の席の冗談にでもしておくべきものなんだ、大真面目なふりをしてそんなことを口に出す奴は悪魔か結婚詐さ欺ぎ師しくらいなもので、俺はそんな転職をする気はない。……俺はけして君を愛さないよ、アンジェリン」

　……最悪だ。

　相手の好意を懇こん切せつ丁てい寧ねいに踏みにじったうえ、エルネストはウィルの腕でアンジェリンの腰に触れて抱き寄せようとする。

　アンジェリンの体がかわいそうなくらいにこわばったのがわかり、ウィルはついに自分の中で何かがぶつりと切れる音を聞いた。

「いいかげんにしろ、この阿呆！」

　叫んで全身に力をめぐらせると、案外あっさりとエルネストの気配は消える。

　目の前で彼のひとの悪い笑顔がひらめき、ウィルの体は元どおり自由になった。

　ウィルは大急ぎでアンジェリンから体を離して辺りをきょろついたが、もうエルネストの姿はどこにも見えない。

　アンジェリンはというと、いきなりばね仕掛けのように立ち上がった。

「ちょっと、外が、呼んでいる。私を。空気が、吸う。私が。行ってくる！」

　台詞が現代詩みたいになってますよ！　と声をかける間もなく、アンジェリンは個室の外へと飛び出していってしまう。

　さすがにこれは放っておけず、ウィルもとにかく席を立った。

　物騒な追っ手につきまとわれているアンジェリンを放ってはおけないし──正直なところ、ものすごく言い訳がしたかったのだ。
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「殿下。ここでしたか」

　ウィルが捜していたひとを見つけたのは、列車の最後部だった。

　アンジェリンは扉の外にもうけられた展望台で、風に白金の髪を散らしながら暮れなずむ世界を見つめている。

「──ウィル」

　ウィルが展望台に出るとアンジェリンは振り返ったが、その表情はいまひとつぎこちなかった。

　さっきあんなことがあったのだから、これが当然の反応だろう。

　ウィルはなんともいえない気分で頭を搔き、控えめに言い訳を開始する。

「あの……さっきは変なものを見せてすみません。一応申しあげておきますと、全部冗談です。ほんと、その、軍隊生活が長いと、冗談の性質が悪くなっちゃいまして……」

「うん」

　短く答えてうなずかれてしまうと、ウィルにはそれ以上返しようがなくなってしまった。

　どうせ何を言ってもただの言い訳だし、エルネストのことを告白できるわけもないし。

　ぐるぐる考えた末、ウィルは思い切って頭を下げる。

「すみませんでした、ほんと」

「なんで、謝る？」

　汽車の走る音と共に、ゆっくりとした上品な発音が頭上から降ってくる。彼女がぼんやりしているのがますます罪悪感を助長して、ウィルは頭を下げたままで答えた。

「いえ、なんというか……いたたまれなくて。ものすごい罪悪感につぶされて死んでしまいそうになったので、自分の心を救うために謝っているというのが正直なところかと」

「……そうか。あなたは私に、何か悪いことをしたと思っているのだな。私は、そんなことは全然思ってもみなかった。大丈夫だ」

　アンジェリンはなおも感情のこもらない声で言い、いったん言葉を切った。

　次に口を開いたときには、彼女の言葉にはどこか困ったような気配が漂ただよう。

「さっきのあなた、少しエルネストに似ていて。びっくりしてしまった」

「──あの駄目男っぷりがですか？」

　意外といえば意外な答えに、ウィルは軽く目を瞠みはって顔を上げた。

　アンジェリンは展望台の手すりに片手をかけて、どことなく恥ずかしげに自分の指を見下ろしている。

「駄目男か？　……目つきとか、ちょっとしたしぐさとか、そっくりだった」

　たどたどしく言う少女の輪郭が急に柔らかに見えた気がして、ウィルは瞬く。

　屋根裏でエルネストのことを話していたときと同じだ。

　触れれば、かつん、と音がしそうなアンジェリンの硬質な美貌が、今はすぐにも崩れそうに柔らかく見える。ウィルはかすかに首を傾げて訊いた。

「大切なひと、とおっしゃってましたが……友達だったんですよね。その、エルネストとは」

「ああ。……もっとも、彼が私を友達と思ってくれていたかは、もうわからないけれど。彼は、このブラッキアリで私たちに仕えてくれた従じゆう僕ぼくで、綺麗なひとだった。言うことはちょっと変だったが」

　ぽつぽつと話しながら、エルネストのことを思い出したのだろう。アンジェリンは小さく笑った。その横顔を見つめながら、ウィルは言う。

「変っていうと、ひょっとして、やたらと花とか宝石の話とかばっかりしたとか？」

「うん。なんでわかる？」

　そこで不思議そうに視線を向けられたら、ウィルは苦笑するしかない。

　花とか宝石の話、というのは、多分口く説どき文句だ。

　あなたの頰は薔ば薇らのよう、瞳は神秘の紫むらさき水ずい晶しよう──とかそんな感じで、エルネストはアンジェリンを口説きまくったに違いない。

（だけど、渾こん身しんの口説き文句を『変』のひと言で片づけられちゃ、エルネストもたまらなかっただろうな）

「ブラッキアリの男って、そういう話するの、多いですから」

　ウィルが適当に言葉を濁にごすと、アンジェリンは素直にうなずいた。

「ブラッキアリには、綺麗なものが好きなひとが多いんだな。素敵だ」

　そう囁いて、彼女は優しく目を細める。白い指で風に躍おどる髪を押さえて、アンジェリンは歌うように続ける。

「彼の話はちょっと変だけれど、本当に綺麗で。私はよく、話を聞かせてくれと頼んだものだ。彼の話は薔薇や金こん剛ごう石せきのあたりから始まって、もっと、もっととせがむと、最後には密林の中に咲く食虫花とか、ひとの顔が刻まれた人面石なんかの話になって、そんな話も尽きた後は、彼は私の話を聞く役に回ってくれた。──他のひとは嫌がる面倒な錬金術の話も、彼だけはいつだって辛しん抱ぼう強く聞いてくれた」

　薔薇が食虫花になって、ついには沈黙。

　そうなる過程を想像すると、ウィルはエルネストに同情したいような、アンジェリンに拍手したいような、なんとも複雑な気分になる。

（ここまでずれてる王女様でこそできる業わざだっただろうけど──エルネストのほうは、どうだったんだろうな。あいつっていかにもな悪い男だし。完璧に脈がないと思ったら、あっさりあきらめて次に行くか、乱暴な手に出るのが普通の流れのような気がする）

　そんな男が、どうして彼女の『友達』でいられたのか。

　想像できる答えはひとつだけだが、ウィルはあえて尋ねた。

「殿下は、陛下たちとは、錬金術の話はされなかったのですか？」

　国王の話が出ると、アンジェリンの表情はわずかに陰かげったようだった。

　ウィルが話題をひっこめようかと思ったのと同時に、アンジェリンはまつげを伏せて言う。

「……私は、駄目だから。父上も、最初は直接錬金術を教えてくれたが、すぐにあまり会いに来てくださらなくなった。あとは本と、アカデミーとのやり取りに学んだ。兄上も、私が錬金術の話をするのは、お好きではない」

「なるほど。……でも、エルネストは聞いてくれた、と」

　なんだか探さぐるような質問をしている自分が嫌になったが、問いはもう放たれてしまった。

　そしてアンジェリンは、エルネストの名を聞くとこのうえなく柔らかな笑みを浮かべる。

「ああ。彼はいつだって優しくて真剣だった。それに、料理だってできた。彼の作るレモンタルトは歯が浮くほど甘くて、いい匂いで、摘みたてのミントを浮かべたソーダ水と一緒に食べるとものすごく体に悪そうなのがたまらなく美お味いしくて、楽しかった。彼はそれを『陛下には内緒です』と言って、いつも違った柄の綺麗な紙に包んで持ってきてくれた。彼は、すごかったんだ」

（……やっぱり、そうなんだな）

　ウィルはやっと確信に行き着いて、胸にかすかな痛みを感じる。

　エルネストは本当に、アンジェリンに惚ほれたのだ。

　あんなに性た質ちの悪そうな男なのに、多分指一本触れずに彼女を愛した。

　彼のことだから、最初は何か狙いがあって口説いたのかもしれない。舞台上の役者みたいに美び辞じ麗れい句くを駆使して、それが効かないアンジェリンに戸惑いもしたかもしれない。

　それでも、彼は喋るのをやめなかった。

　喋って、喋って、いつの間にかその言葉は口説き文句なんかではない雑談に成り果てて、その雑談すらも尽きるころには、きっと彼も気づいたのではないだろうか。

　──自分は本当に、アンジェリンと一緒に居るのが好きなのだ、と。

　アンジェリンは、エルネストがただ黙っているだけでも笑っていてくれる。

　彼のことを好きでいてくれる。

　そんな無む償しようの愛に支えられた、穏やかで優しい会話の時間。エルネストはその時間を壊せなくて、それでもアンジェリンのために何かをしたくて、結局菓子を焼いたのだろう。

　ブラッキアリのレモンで作った、歯が浮くように甘いレモンタルト。

　この国の母親の味。

　アンジェリンはエルネストを、やたらと甘いことばかり言って、死んでまで銃を取り出すような男を、そんなにも優しいところまで引き戻してしまった。

　……本当にすごかったのは、アンジェリンのほうだ。

　ウィルは、心の奥がほんの少しだけ痺しびれているのを感じる。

　危ないなあと思いつつ、彼は茫ぼう洋ようと笑って言う。

「錬金術とか、理想とか以外の話で、こんなにたくさん喋る殿下を初めて見ました」

「退屈か」

　はっとして笑みを消すアンジェリンに、ウィルは少し力をこめて首を横に振る。

「いいえ」

　アンジェリンはそんなウィルを見つめてしばらく考えこんでいる様子だったが、やがて表情を改めた。彼女がまとっていた柔らかな気配がみるみる消えていく。

　代わりに少し悲しげな硬質さをまとって、彼女は告げた。

「……ウィル。私はやはり、エルネストを復活させたい。ずるいと思うか？」

　彼女の瞳の奥で、罪悪感と決意が揺れているのが見える気がする。

　ウィルは即答した。

「ずるいと思います」

　アンジェリンがわずかに目を瞠る。何かを言おうとして唇が震え、結局何も言えずに引き結ばれた。彼女は苦しげに目を伏せる。

「そう、だな」

　かすれ声で囁くアンジェリンは、急に小さく、はかなく見えた。

　彼女の心が弱った隙に、周囲の夕闇が彼女の輪郭を端から浸しん食しよくしていくように思える。

　今すぐ手を伸べなくてはいけないような、そうしなければとんでもない罪悪のような、なんともいえない焦りに似た感覚がウィルの胸に生まれる。

（落ち着け、復唱しろ、俺。俺は甲斐性なしです。裏切り者です。脱走兵です。ひとに信用されてはいけない人間です）

　注意深く自分に言い聞かせて、ウィルは気楽そうに笑った。

「でも、この間は言い忘れてましたね。俺だってずるいんですよ。俺は戦場から逃げたんだから。自分ひとりのしあわせのために、他の色んなひとのしあわせを犠牲にした。ずるさで殿下には負けません」

　いきなりの明るい調子の言葉に、アンジェリンはびっくりした様子で顔を上げた。

　ウィルの顔をまじまじと見つめて、彼女は感動に瞳を震わせて微笑む。

「──優しいひとだ」

　そんなわけがあるか。優しかったら、自分はとっくにアンジェリンを抱きしめている。

　ひとりの人間として彼女を抱きしめるか、自分の身の安全なんかとっとと捨てて、《騎士》に戻って忠誠を誓うなりなんなりしている。

　でもそんなことをしたら戻れなくなることを、ウィルは知っていた。

　誰かを好きになったら、いずれそのひとに嫌われる苦痛を背負うことになる。

　誰かの手を取ったら、そのために他の誰かを傷つけることになる。

「俺は腰抜けなんです。腰抜けでずるいから、同じずるい人間しか信用できません。本当は、世界のため、って叫ばれるより、死んだ友達のため、って言われたほうが安心します。もちろん『そんな自分はずるい』って自覚してる相手じゃないと嫌ですけど」

　穏やかに続いたウィルの言葉を聞くと、アンジェリンは少し考えこんだようだった。

　数秒の間を置き、彼女は慎重に訊く。

「それは……私に協力してくれる、ということか？　館まで送るだけではなくて、エルネストの復活に必要な《精霊粉》を取りに遺跡まで行ってくれる？」

　そう言われてウィルは笑みを収め、突っ立ったまま彼女に言った。

「そうですね。一緒に行きたいような気分になりました。ただ、俺はもうコローニアの《騎士》じゃない。ひとを殺さないっていう誓いも立てた。だから、ただの友人のウィルとしてあなたを助けたいと思いますが……駄目ですか？」

　ウィルの言葉に、アンジェリンはゆるゆると笑みを取り戻す。

　ほんの少しだけ頰が赤くなり、なんだか恥ずかしそうに笑って小首を傾げる。

「ありがとう、ウィル。……ちょっと、不思議だな」

「不思議？　何がです」

　ウィルのほうこそ、アンジェリンの反応が不思議でたまらない。

　なんでここで赤くなる必要があるんだろう。じっと見下ろしていると、アンジェリンは視線を自分のつま先に落として、小さな咳せき払ばらいをした。そしてもう一度顔を上げる。

　やっぱりまだほんのりと赤い顔で、彼女は笑う。

「ウィルが友達になってくれるのが、不思議だ。エルネストに続いて、ふたり目だ。……嬉しい。あなたと話すと、怖いこともあるけれど、元気になる。本当に、不思議」

　染み入るような柔らかい声に、今度はウィルの息が詰まる。

　ほとんど無意識に、咳払いをした。そうでもしないと心臓の辺りがむずがゆくて、どうにもならなかったのだ。鼓動が落ち着かない。手のひらがむずむずする。

　こういうとき、本心が顔に出にくい人間で本当によかったなあ、とウィルは思う。

　ウィルは穏やかなだけの顔で言った。

「じゃあ、友達として申しあげます。そろそろ風も冷たくなってきたし、個室に戻ったほうがいい。目的地に着くまで、あなたはなるべく休んでおいてください。俺はここでもうちょっと外の空気を吸ってますから」

「わかった。後でまたもう少し、あなたの整備をするから。あなたが帰ったとき、私が寝ていたら起こしてくれ。あ、あと、友達なのだから、呼び方は『アンジェリン』でいい」

　アンジェリンはまだたまらなく嬉しそうに笑って言い、ひらりと身を翻ひるがえす。

　列車内へ通じる扉を少し開けたところで、彼女はふとウィルのほうを振り向いて尋ねる。

「ウィルフリッド。私が世界を征服したら、あなたは私の不ふ殺さつの《騎士》として仕えてくれるか？　それとも、友達になったら《騎士》にはなれない？」

（世界を征服したら、か。それってつまり、アンジェリンの美しい世界王国が築かれて、すごーく平和になった未来の話だよな。《騎士》がひとを殺さないくらい平和な未来）

　これは実現するはずがない綺麗な夢の話だな、と思ったから、ウィルは笑って答えた。

「あなたが立派な王女様だって俺の魂たましいが納得したら、お仕えしますよ」

「……ありがとう」

　アンジェリンは囁くように言って、扉の隙間から車内へと滑すべりこんだ。

　ひとりになると、今まではさして気にならなかった列車の立てる騒音が、やっと耳に飛びこんでくる。

（……正確には、ひとりじゃないけど）

　ウィルは展望台の手すりまで歩み寄って振り向き、列車の屋根の上に声をかける。

「──愛されてるな、お前」

　しばらくの沈黙の後、屋根の上から冷えたエルネストの声が降ってきた。

「あなたはずるい」

「だな。お前がそこにいるのを知ってて、殿下と話したのは悪かった」

　ウィルが認めると、屋根の上に座ったエルネストは端たん整せいな顔に冷笑を浮かべた。

「いいえ、そこではありません。まだ生きているのに逃げ続けているところです。……何が不殺だ。そのうえ、友人ですか。ばかばかしい。アンジェリン様に半端に夢なんかみせてどうするんです。夢は、最後までみせ続けるか、ひと思いに壊してあげるしかないんです」

　彼の言葉には珍しくとげがなく、少々投げやりだった。

　そのぶんかえって心に重いものを載せられたような気分で、ウィルは肩をすくめてみせる。

「正論だけど、俺はお前じゃない。ずるいし、腰抜けだし、それでいいんだ」

　エルネストは小さく鼻を鳴らし、軽やかに展望台の上へ飛び降りた。

　うっすらと夕日に透ける灰色の目を細め、彼はウィルに顔を近づける。

「……取引をしませんか？　アーリンガム卿。もしくは『約束』でもよろしい」

「悪魔に契約を迫られてるみたいな気分だな。なるべくだったら遠慮したい。だってお前、どうせ正体は──」

　そこまで言ったところで、エルネストの冷たい指が『静かに』とウィルの唇に突きつけられた。

　ウィルは軽く顔をしかめるが、エルネストの目がやけに真剣なのを見て動きを止める。

　彼はじっとウィルを見つめたまま、ひと言ずつ丁寧に告げた。

「わたしは死んだ。けれどまだ、アンジェリン様を愛する心は生きています。あなたのその半はん端ぱな不殺の誓いが彼女を傷つけるようなことがあったら、わたしはあなたの体を奪いますよ。わたしなら、アンジェリン様のためにひとを殺すことにためらいなどしない。彼女の幸福のためになるなら、何十人でも、何百人でも死ねばいい。あのひとにはそれだけの価値がある」

　艶つやを含んだ美声が、凍こごえるような決意を秘めて響く。

　ウィルはエルネストをじっと見つめ返した。

　エルネストは本心を口にしている。本当は今にもウィルに取って代わって、好きなようにアンジェリンを守りたいのだろう。

　それはそうだ。本当なら自分が生きて彼女を守りたかったに決まっている。

　なのにわざわざ『取引』だなんて言い出すところは、妙に律りち儀ぎなのかもしれない。

　本当にウィルの体を乗っ取る気なら、不意打ちでやったほうが絶対に簡単なのに。

（……困ったな。こいつもやっぱり、いい奴だ）

　ウィルは静かに体から力を抜くと、軽くエルネストの手を払って言う。

「俺の体は俺のものだ。どれだけ改造されて、わけがわからないものになってても。もし乗っ取られそうになったら、せいぜい抵抗するよ」

「根性なしのくせに、あきらめの悪い男ですね」

「あきらめがよかったらとっくに死ぬか、コローニアで解体を待ってるだろ。俺は別に死にたいわけじゃない。人殺しが性に合わなかっただけだ。……ほんとに、ものすごく」

　ウィルは適当に言いながら手すりに腰掛け、体を傾けた。

　緩やかに曲がる線路の先をうかがい、少し声の調子を穏やかにする。

「首都に着くころには、すっかり夜だな」

　エルネストはまだしばらく冷えた瞳でウィルを見つめていたが、やがて自分も彼と同じほうを見やって言った。

「南ブラッキアリほどではないとはいえ、首都も物騒です。うっかりわたし以外に殺されないように注意なさい」

　紫から黒へと変わっていく空の向こうには、灰色の雲がわだかまっているのが見える。

　蒸気と煤ばい煙えんを頭上に従え、無数の煙突を突き出した、複雑に入り組んだ大都市の輪郭。

　すでに無数の明かりをともしたブラッキアリの首都は、夜の海に漕ぎ出いでた巨大な箱船にも見えた。







[image: ]




「それにしたって、びっくりするほど観光地だなあ」

「ブラッキアリは国全体が古こ王おう国こくの遺跡の上に建っている、と言っても過か言ごんではないですからね。特にこの首都は、どこへ行っても見どころだらけですよ」

「──地震が来たら、きっと国ごと崩くずれるんだろうなあ」

　素直な感想を言うウィルのこめかみに、幻の銃が突きつけられる。

　ウィルが視線を動かして横を見ると、そこには銃を持ったエルネストの腕だけがあった。

　あとの体は、もうもうたる白い蒸じよう気きに隠れてしまっている。

　蒸気の出所は街路の脇にある溝みぞだ。まるで間かん歇けつ泉せんみたいに、蒸気がどっと噴き出しては辺りを熱く煙けぶらせる。

「……まあ、地震の前に、この国は街の整備をもうちょっと頑張ったらいいと思うけど」

　ウィルはつぶやき、頭上で揺れる『蒸気漏もれ、危険！』と書きなぐられた看板を見上げた。

　ここはアンジェリンの目指したところ。

　ブラッキアリ首都の外れにあるアークイラ遺跡だ。

　夜のうちに首都に着いたウィルたち一行は、宿に一泊した後、首都ならではの路面汽車を使ってここまでやってきた。

「自分の整備もできない欠けつ陥かん品ひんのくせに、相変わらず文句だけは多い男ですね。そもそも古王国は高度な文明を持ち、かつてはこの大陸のほとんどを支配していました。以来千年以上も壊れていないものが、今更地震ごときで崩れるわけがありません」

　エルネストはいつもの優美な所しよ作さで蒸気の中から歩み出し、役者みたいに両手を広げる。彼につられて眺めてみれば、アークイラ遺跡の残るこの丘の奇妙な全景が視界に入った。

　緩ゆるやかな傾斜を持つ土地全体が、様々な建築物でびっしりと覆おおわれている。

　ぽつぽつと目に入ってくる真っ白な巨大建築は、どれも古王国時代のものだ。蒸気自動車が六台は横に並んで通れそうなだだっ広い石畳の道、そびえ立つ五階建ての建物ほどの高さの列れつ柱ちゆうに、魔法的な浅浮彫レリーフのある円えん蓋がいを持つ崩れかけの聖堂跡あと。

　巨人でも住んでいたのかと思わせるような壮大な建築物の残ざん骸がいを見上げて、老ろう若にやく男なん女によの観光客たちが楽しげにさざめきあっている。

　そこまでならウィルも素直に感心する。

　しかしブラッキアリの遺跡の特徴は、それら貴重な歴史的建造物の隙すき間まに比較的新しい石せき造ぞう、木造の共同住宅や公共施設がみっしりと入りこんでいるところなのだ。

　幅広の道の真ん中にはくだらない土産みやげ物ものを売る粗末な店が並び、もはや遺跡と現役の建物の境すらも定かではない混こん沌とんとした丘のすべてを、無数の金属管が縦じゆう横おう無む尽じんに繫つないでぐるぐる巻きにしている。

「よくもまあ、古王国時代の遺跡を平然と増築するよなあ。さすがブラッキアリの国民性、たくましいっていうか、適当っていうか。どう思います、アンジェリン──アンジェリン？」

　ウィルが名を呼んで振り返ると、そこにアンジェリンの姿はなかった。

　蒸気でどことなく煙った中を影のような観光客が笑いさざめいて行き交い、彼らに向かって「案内は要いらないか？　観光案内！」と箱に受話器がついた電話みたいな観光案内機を持った都市の案内人たちが声をかけて回っている。

　その向こうでちかりとアンジェリンのコートの刺し繡しゆうが光ったのが見え、ウィルは慌てて駆け寄った。

「アンジェリン！　何も言わずに俺から離れちゃ駄目だって言いませんでしたっけ？」

　少々説教くさく言ってのぞきこんでみると、アンジェリンは遺跡の壁に刻まれた浅浮彫を観察中だ。すっかりそちらに意識を取られて、うわの空で返事をする。

「言った」

「なら従ってください！　岬とか駅とかで襲ってきたあなたの追っ手、多分数すう秘ひ術じゆつ師しだと思うんですよね。戦場に出てきた数秘術師は、大抵眼鏡めがねをかけてて、黒を好んで、ただの人間にしちゃ妙に素早いって感じだったし……聞いてます？」

　ウィルは相手の反応のなさに途方に暮れるが、アンジェリンは浅浮彫から視線を逸そらさない。恐ろしく真剣に集中していたかと思うと、不意に脇の路地を指さした。

「ここだ。この先」

「……まさかここ、入るんですか？」

　ウィルは何度か瞬またたいて、横歩きでやっと通れるほどの路地を見やる。

　アンジェリンは、そうだ、とも、違う、とも言わないまま、するりと路地に入りこんでしまった。彼女の頭は、とうに道の先にある何物かのことでいっぱいなのだろう。

「ほら、あなたもとっととついていきなさい。どんな状況でもアンジェリン様をお守りするのが、あなたにはもったいなさすぎる《騎士》の仕事でしょう」

　背中からエルネストの銃口にせかされ、ウィルは仕方なく自分も路地の中へと体を押しこんだ。狭すぎる路地は昼なお暗く、表通りの喧けん噪そうが妙に遠く聞こえる。

「……嫌な感じだな。この道の細さじゃ剣も抜けないんだけど……アンジェリン、一体何を目指してるんだ」

「目指しているのは遺跡の中心部に決まっているではないですか。いいですか？　古王国は錬れん金きん術じゆつで栄えた国です。遺跡にはいまだに錬金術に必要な秘宝が眠っている。アンジェリン様が探しているのは、わたしを復活させるための《命の精霊粉》ですよ。生き物にはそれぞれ命の精霊が宿っていますが、死ねばその多くは飛び立ってしまう。復活には《精霊粉》で精霊粉を集め直す必要があるのです」

（へえ、ずいぶん滑なめらかな説明だな）

　エルネストの言いように、ウィルは素直に感心した。これはアンジェリンに喋しやべってもらうより、わかりやすいかもしれない。

　ウィルはアンジェリンを追いながら、背後のエルネストにこそこそと訊きく。

「さすが、口く説どきに失敗して以来延えん々えんとアンジェリンの話を聞いてただけあるな。その《精霊粉》って、在あり処かが伝承されてたりするのか？」

「女性を口説く気力もない石ころ以下の存在に言われたくありませんが、わたしは心が広いのでお答えしましょう。──秘宝の在り処については、それぞれの錬金術師が暗号だらけの錬金術書から導き出すのだそうですよ。その暗号が解けた者になら、どんな相手にでも秘宝を譲ゆずり渡すのが錬金術師の信条だそうです。ある意味完全な実力主義ですね」

　なるほど、言われてみれば狭い路地の壁にはびっしりと何かが彫られており、先を行くアンジェリンはたまにその浅浮彫を確認する。

　そして遺跡に彫られた魔法的な文様は、どれもアンジェリンのコートの柄とよく似ていた。

（炎から甦よみがえる鳥に、足を斬られる男か。物ぶつ騒そうだけど、確かに意味ありげな模様だな）

　考えながら少しだけ歩調を緩めたところへ、アンジェリンの声が飛ぶ。

「ウィル、こっちだ。早く」

「はいはい──って、あれ？　ここ、さっきと同じ坂のような……」

　狭い路地をやっと抜けた先に広がっていたのは、さっきと同じ石畳の坂だ。

　左右を遺跡で囲まれており、石畳の隙間の鉄格子からたまに蒸気が噴きあがる。

　壁に貼られた『リナルド・ピサノを国会へ送ろう！』という、赤と黒のどぎつい選挙ポスターもまったく同じ位置にある。

　ただし、さっきより少しだけ霧が濃く、人通りが少なかった。

「アンジェリン……」

　漠ばく然ぜんとした不安を感じてウィルが名を呼ぶと、アンジェリンはさっきとは一本違った路地の前で壁の浅浮彫を確認していた。

　彼女はすぐに確認を終え、するりと路地へ入っていく。

「こっちだ、間違いない」

　本当かな、と思いはするものの、ウィルにはついていくしか方法がない。

　おそるおそるさっきと似たような路地を抜けると、またも見覚えのある坂道に出た。

　同じ遺跡、同じ蒸気、同じ選挙ポスター。そして、数歩先にいるアンジェリンの顔すらよく見えないほどの霧と、しんと静まり返った空気。

　前見たものとまったく同じようであり、少しだけ違う風景。

　ウィルが感覚を研とぎ澄すましてみても、『さっきと同じ坂だ』という情報しか得られない。

　まさしく魔法にかけられた気分だ。現実がぺらりとめくられて、裏からまったく別の何かが出てくるような奇妙な感覚に襲われる。

　ウィルが得体の知れない不安に駆られてアンジェリンを見ると、彼女はごく冷静に美しい横顔をさらしていた。

（……やっぱりアンジェリンは、錬金術師なんだな。俺には見えないものを見てる）

「ここだ。開けてくれるか、ウィル？」

「あ、ああ、はい。これ──ですか」

　いつもどおりの声で言われて、ウィルは我に返った。

　どんなに変わり者の王女でも、アンジェリンが自分と別世界の人間であるのは最初からわかっていたことだ。

　とにかく言われたとおりに壁の崩れた聖堂の中まで歩み寄ってみると、アンジェリンは床に安置された巨大な石板を指し示している。

　どう見ても動くとは思えない石の塊かたまりは、長身のウィルより背が高く、分厚さは男性の手のひらほどはあった。

（重さ……大体、象何頭ぶんくらいかな）

　ウィルは遠い目で考え、エルネストはその横であきれ果てたように微笑する。

「象でも動かせませんね、こんなもの。もちろん普通の人間にも無理です。こういうときにだけは役立ててよかったではないですか、騎士殿」

　直接的な嫌味が地味に堪こたえて、ウィルは微妙な気分で石板の傍かたわらにしゃがみこむ。

　自分は重機か？　便利な巨大生物か。かつての戦せん象ぞうとかってこんな気分だったのかなあ、そんなどうでもいいことを考えながら、ウィルは石板を慎重に押しやった。

「……あれ、これ、見た目より丈夫ですね。動かしたら自じ重じゆうで崩れるかと思ったけど、全然そんなことない」

　石板を半分ほどずらして中に首を突っこんでみると、少しばかり下の位置に黒々とした闇へ下りていく石の螺ら旋せん階段がある。

「階段があります。これも普通に使えそうですよ」

「そうか。では、行こう」

「はい。……って、ちょっと待ってください、危ないから勝手に下りないで！　俺が先に行きますって！」

　ひとりで中に飛びこもうとするアンジェリンを慌てて制し、ウィルは自分が先に石板の下の穴に入った。地上から螺旋階段の端はしまでは、ウィルの身長ほどの距離がある。

　ウィルは闇に沈んだ螺旋階段へと軽やかに下り立ち、足元がしっかりしていることを確かめてから、地上のアンジェリンのほうへ手を伸べた。

「いいですよ。こっちで……わっ」

　こっちです、と言い終える前に、アンジェリンは思い切りよくウィルの腕の中に飛びこんできた。

　ささやかな重みを感じると同時に鈴すず蘭らんの香りが漂い、ウィルは複雑な気持ちで瞬く。

「殿下、ちょっと思い切りがよすぎませんか。俺が受け止めそこなったらどうするんです」

「大丈夫。ウィルは友達だから」

　安心しきった彼女の声に、ウィルはいたたまれない気持ちで顔をしかめた。

　このひとは、なんて簡単にひとに命を預けてしまうんだろう。《騎士》がいくら王族には逆らえない仕組みだとはいえ、ウィルは別に善人でもないし、人殺しなのに。

「アンジェリン様はひとを疑うということをご存じないのです。そのような俗世の色には染まっていらっしゃらない。臆病者のあなたとは違います」

　エルネストはどこか自慢そうに言うが、ウィルは軽くため息を吐つく。

「俺は臆病者なんで、妄もう信しんされるのはかえって不安ですよ。とにかく、ここは危なっかしい。このまま行きますから、おとなしくしててください」

「このまま、って？」

　アンジェリンが不思議そうに言うのも構わず、ウィルは彼女を杖と鞄かばんごと腕に抱き、注意深く階段を下り始めた。

　しばらくはエルネストも何も言わず、闇の中にウィルの足音だけが響く。

　上方から注ぐ外界の光はすぐに頼りないものになってしまったが、《騎士》の感覚を使えば周囲の状況を把は握あくすることくらい簡単だった。

　アンジェリンはというと、ウィルに身を寄せてひたすらにじっとしている。

　無邪気な信頼だ。これで彼女は生き抜けるのだろうか。

　今はウィルがこうして彼女を守れるけれど、この後は？

　亡命したコローニア王家の姫君の運命は、一体どうなる？

　ラジオや新聞で得られる範囲の情報では、コローニア新政府に大きな動きは見えないが、いつだって重要なことは民衆の知らないところで起こっているものなのだ。

「ときに、ウィル。万が一にも足を滑すべらせでもしたら、どうなるかわかっているでしょうね。あなたなどがアンジェリン様を傷つけたら世界の摂せつ理りが歪ゆがみますよ。天てん変ぺん地ち異いです。それが嫌なら今すぐにでもわたしが替わって差しあげますから、遠慮なく言いなさい」

（いいぞ、エルネスト。言ってることの内容は駄目だけど、俺が暗くなりかけるとすかさず口を挟はさんでくれるところには多少感謝してやってもいい）

　ウィルがエルネストの声にちょっとほっとしていると、アンジェリンが柔やわらかくつぶやいた。

「好きだ」

「………………もう騙だまされません！」

　一瞬止まった呼吸と思考を必死に整え、ウィルは全力で平静を取り戻す努力を始める。

「……？　騙す？」

「いえいえ、お気になさらず！　で、誰が何を好きなんですって？」

　半分やけっぱちのように訊くと、アンジェリンは小さく息を吞んだ。

「あ、主語……！　すまん。あの、私が、こういう遺跡を、好いているのだ。錬金術の匂いがするというか、なんというか──そんな世界」

　彼女の心底恥ずかしそうな説明に、ウィルはすぐに気勢をそがれて肩から余計な力を抜いた。まあ、いつものことといえばいつものことだ。

　そのまま辺りの気配に神経をめぐらせて、ウィルは小さく首を傾かしげる。

「──匂いねえ。俺にはさっぱりわかりませんけど、遺跡は面白いと思いますよ。なんだって昔のひとはここまで天てん井じようの高い建物が好きだったんだろう、とか考えますね。ただ単に威い勢せいを示すため？　それとも古王国人は実は巨人だったとかね。ものすごく首が長い馬を飼うのが趣味だったとか、室内で小型飛ひ空くう艇ていを作って浮かべる遊びがあったとか、そういうのでもいい。……もうちょっと美しい方向なら、天井に星空を投とう影えいして遊んでたって仮説もありかなあ」

「どんなばか妄もう想そうですか。そんなだからあなたはいつまでも脳内作家なんです。これは錬金術師が秘薬を隠すために造った遺跡だと何度言ったら……」

「素晴らしいな！」

　エルネストの罵ば倒とうをさえぎるようにアンジェリンが叫んだので、ウィルまでうっかり膝ひざを崩しそうになった。彼はいったん立ち止まり、腕の中のアンジェリンをまじまじと見る。

「……はい……？」

「素敵な仮説だ。私はそんなこと、考えもしなかった」

「アンジェリン様、それが普通の感覚です。この男の感覚が異常というか、世界に何も益えきしないことにかけては誰の追つい随ずいも許さないだけです」

　エルネストはめげずに言うが、アンジェリンは熱心に続ける。

「あなたの小説は、そういう話なのか？」

「あー、大まかにいえばそういう話ですね。……詳しくいうと、大抵もっとひどいですけど。洗濯バサミ同士が恋愛したり、調理済みの鶏とり肉にくが血で血を洗う抗争にふけったりします……」

　改めて自分で言ってみると、結構いたたまれない。

　ウィルの小説は基本的に意味がわからない、筋すじがわからない、オチがわからない、というないないづくしなのが特とく徴ちようで、全文読んでもらうとくだらない冗談や暗あん喩ゆが山ほど埋めこんであってそれなりに面白い──はずなのだが、ひと言で説明すると、とにかくひどい。

　ここで何か厳しいことを言ってくれないか、とエルネストのほうをうかがうも、今回ばかりは彼も完璧な沈黙を守っていた。

　今のウィルを痛めつけたいならそれが正解の態度だ。

「……洗濯バサミ？」

　戸惑う様子のアンジェリンに、ウィルは乾いた笑いと共に告げた。

「いやー、なんか、くだらないものが書きたいんですよね。読んだ後になーんにも残らないような話。毒にも薬にもならない安っぽい噓。別に著者としての俺の名前が歴史に残る必要はないんです。書いた本自体も、すぐなくなっちゃってもいい。とにかくくだらなくて、その場だけちょっと楽しい話が書ければそれでいい」

　そういえば、戦場で小説が書きたいと思ったときは、もっと別の話を書こうとしていた気がする。もっと苦くて寂しい話。

　ひとの心をひっかく話。

「……言葉ってのは基本的にひとを傷つけるようにできてますからね。今は読んだ誰も傷つかない話が書きたい。俺は拳こぶしであれ言葉であれ、誰かを殴ると後でうんざりするんですよ。罪悪感っていうより、ひたすらに疲れて、何もかもがどうでもよくなる。心が重くて冷たい砂みたいになる。──あんなのはもう、やめにしたいんだ」

　言い終えて、俺は腰抜けだな、と、心の底から思った。

　男なんて基本的に働き蜂ばちで、戦争があったらわらわら出ていって死んでくればいいものだ。生物的にそういうことになっている。戦って興奮して、一瞬の酩めい酊ていのために、どこかの誰かのために死ぬべきなのに、自分はなんでここでこんなことを言っているんだろう。

　そう思ってウィルがため息を吐ついたとき、腕の中から真剣な声がした。

「あなたは、すごい」

「えーっと。……なんで褒ほめられたのか心底わからないんですが……階段、終わったみたいです。今後はどうします？」

　戸惑ったまま螺旋階段を下りきったウィルが訊くと、アンジェリンは静かに言う。

「床に下りる」

　まあ、ごもっともな意見だ。

　ウィルはアンジェリンをそっと床に下ろして、周囲を見渡した。

　ここは大分広い空間のように思える。ウィルの感覚でも、すべてを把握するのは困難だ。

　アンジェリンは石の床に下り立つと無言で鞄を開け、手探りで取り出した瓶びんを杖の突端に差しこんだ。

　凹おう凸とつにうまいこと瓶が固定されたのを確認して杖を振ると、すぐに淡い光がともる。

　ウィルは闇にともった温度のない光を見つめ、少し考えてから訊いた。

「それも錬金術ですか。中に入ってるのが、《精霊粉》？　光ってるから光の精霊かな」

「そうだ。そして、これが《命の精霊粉》」

　そう言ってアンジェリンは杖を目の前にかざすが、その光が照らすのはせいぜい彼女の身の周りだけだ。

「これ、って？」

　一体なんのことだろう。ウィルはアンジェリンの傍らに歩み寄り、己の視覚に集中する。

　極限まで視力を引きあげると、アンジェリンのかざした淡い光の下で、どっと視界が広がった。色ははっきりと感じ取れないが、どこまでも焦点はぼけない。

　すべての細部をとらえたまま、モノクロームの視界がどこまでも広がって、広がって──その果てが遙はるか彼方にあることを知り、ウィルはぎょっとして目を見開いた。

「なんだ、この広さ！」

　叫んだ声の語尾がかすかに反響する。

「……これはまた。想像以上のものすごさですね。ここは地下の宮殿、もしくは裏の首都とでもいうべきでしょうか」

　エルネストの声も、さすがに少しあきれたような気配を含んだ。

　ウィルが天井を見上げると、首が痛くなるような位置に確かに天井はある。

　それを支えるために立っているであろう、無数の巨大な列柱も見える。地上の遺跡にあるのと同じような装飾つきの円柱だが、外のものと違うのはどこも破損していないところだ。

　まるで昨日造られたかのような巨大な地下空間。

　そのちょうど真ん中辺りの高さにある露ろ台だいに、ウィルたちはいる。

「……アンジェリン。なんだか、大きすぎませんか？　ここ。ざっと見えたところから計算して……首都の三分の二くらい面積があるような気がするんですが」

　ウィルが呆ぼう然ぜんと訊くと、アンジェリンはあっさりうなずく。

「うん。必要なのだ、これだけ」

「本当に？　ひょっとして、これが全部秘宝を守るための罠わなだったりします？」

「罠もある。腐ふ食しよく池いけとか、真空の落とし穴とか」

「思った以上に凶悪そうな名前が出てきてますけど……！」

　そんなものを設置する手間は、一体どれくらいのものだろう。

　ウィルは軽い眩暈めまいを覚える頭を押さえ、改めて今度は露台の下へ視線を向けた。

　そこに広がる景色もなんとも奇妙だ。

　広大な地下空間の床は、いくつもの同心円で埋まっている。

　同心円の真ん中はどれも真っ黒な闇を映した人工湖で、湖面には丸い石造りの人工島が浮いており、島の中央には円盤を持った噴水がぽたぽたと水を零こぼしている。この人工湖を囲む回廊も円く、回廊をずらりと人間や獣けものの彫像が囲む。

　その回廊をさらに列柱が円く囲み、その外側に屋根のない部屋がいくつも円形に配されており、さらにその外側を囲むのは、迷路じみた細い通路しかない区画だ。

　そんな奇妙で人工的な庭がいくつもびっしりと連つらなっているのである。

「……駄目だ、どこをどう頑張って妄想しようとしても、ものすごい道楽者の作った趣味の悪い庭にしか見えない。無事に《精霊粉》のところまで行けるんですか、ここ」

　ウィルが弱よわ音ねめいて言うと、すぐ横の手すりにエルネストが手をかけて言う。

「あなたの頭は穴の開いたバケツですか、ウィル。あの方は天才だと言ったでしょう。あなたは率先して罠にかかるくらいの気持ちでアンジェリン様をお守りしていればいいんです」

「お守りするのは別に問題ないけど、迷わないか、って話ですよ。いくら錬金術が得意だからっていっても、こんな広大なとこの道順なんて覚えてられるもんですか？」

　エルネストを横目にウィルが言うと、アンジェリンは眼下に広がる迷路を見やって小さく首をひねった。

「全部覚えているわけではない。覚えていないぶんは、見ればわかる。錬金術の暗喩の模様の組みあわせを見ると、ひらめくのだ。それがなんの暗喩で、どの手順でどの操作を行えばどの結果が出るのかがわかる。見えてしまう。……私の錬金術は全体的にそんなふうで、途中の理屈や儀式をすっ飛ばしていることが多い。だからあまり正式ではないんだと思う」

　平たく言うと、勘かん、ということでいいのだろうか。

　つまり彼女は、ただの勘でウィルの治療や整備をし、エルネストの身体を作り、光や何かで追っ手を撃退し、この遺跡の場所を割り出し、錬金術アカデミーの名誉教授になった？

（ちょっと待て、それって……思った以上にとんでもない天才なんじゃないのか、この子！）

　ぞっとして見つめた彼の視線の先で、アンジェリンは杖の明かりをかざして露台の上を観察し、石段を下りようとしている。

　彼女は確かに今までもごく自然に錬金術を操っていた。とはいえ、それはもっとそれなりのひらめきと、理屈と、努力の末のものだとウィルは勝手に思いこんでいたのだ。

（だって、天才ってのは、もうちょっとこう──すごく計算が速くできるとか、暗記力がすごいとか、そういう奴のことだろ？　あれ……あ、でも、なんかあったな。その、ものすごく特殊な天才の話）

　混乱しかけた思考の中から、不意にいつか何かの本で読んだ話が甦ってくる。

　ある種の天才はものすごく複雑な計算の解かいを一瞬で導き出すが、それには途中式がない。すべてが色や音など、数字とはまったく違うものに感じ取れるので、本人には途中式が説明できず、答えだけが見えるという。

　ひょっとして、アンジェリンもそんな類たぐいの天才なのだろうか？

　だとしたら──それはかなりまずい気がした。

　なぜならアンジェリンが得意なのは計算なんかじゃない。魔法だ。錬金術だ。

　ぞわり、とさっきとは違う理由でウィルの全身を寒気が走る。

　ウィルは声が震えないように注意して、アンジェリンを追いながら問いを投げた。

「アンジェリン。錬金術っていうのは、『宇宙創造の魔法』なんでしたっけ？」

　アンジェリンは意識を半分以上石段の手すりの模様に持っていかれつつも、錬金術に関してはそれなりに滑らかに喋る。

「そうだ。この宇宙にあるものにはすべて精霊が宿っている。鉱物にも、風にも、水にも、命にも。錬金術師はこれらの精霊の力と大気の力を反応させて、宇宙創造をひとの手で行う者たちだ。どの程度のものを創れるかはそれぞれだけれど」

　宇宙創造をひとの手で行う。

　その時点で恐ろしいのに、それが直感でできてしまったら？

（そんなの、唯ゆい一いつ神しんそのものだろ……！）

　考えた途端に嫌な鳥肌が立つ。

　目の前の綺麗で常識外はずれの少女が、一瞬化け物めいた何かに見え、同時に今までやけにちぐはぐだったアンジェリンの話が、ウィルの中で急速に組み立て直されていく。

　田舎いなか城じろにずっと閉じこもりきりで、存在すらあやふやだった王女。

　アンジェリンと錬金術の話をしてくれなくなったコローニア国王や兄王子。

　通信教育でアンジェリンを学ばせたあげく、名誉教授に任命した錬金術アカデミー。

　やけに物騒なアンジェリンの『従じゆう僕ぼく』。

　熱心に彼女を追ってきた、数秘術師らしき黒服たち。

　何か妙だとは思っていたのだ。とんでもない秘密があると、心のどこかは気づいていた。そしてなんとなく自分は目を逸らしてしまっていた。しかし、もうごまかせない。

　──おそらく誰もが、彼女の神にも等しい力を恐れ、利用しようとしている。

「アンジェリン！」

　思わず露台上に棒立ちになっていたウィルが我に返って叫ぶと、アンジェリンは下りの階段の途中で振り返る。少し驚いた顔でこちらを見ている。

　彼女に何をどう説明しよう。彼女はきっと自分のことをはっきりとはわかっていない。

　漠ばく然ぜんと周りの自分を見る目が異常なのを感じ取り、『私は駄目な王女だ』と繰り返していただけで。

　困惑で言葉が途絶えた瞬間、ウィルの感覚の端はしに嫌なものがひっかかった。

　とっさに《騎士》の力が最大限発動し、五感が限界まで鋭くなる。

　ウィルの全身がひりつく殺意を感じ取る。

　このだだっ広い地下空間のどこかに、自分たちに敵意を持った人間がいる！

（どこだ）

　研ぎ澄まされた聴覚に、がちゃり、と長銃に弾を送りこんだ音がひっかかった。

「伏せて！」

　ウィルは叫び、ひと息でアンジェリンの元へ駆け寄った。

　アンジェリンがいるのは階段上だ。突き飛ばすことはできない。

　ならば自分がかばうしかない。

　明めい快かいな結論に従い、ウィルはアンジェリンを抱きかかえようと身をかがめる。

　その横腹に重い衝撃が走る。

　視界が真っ白に吹き飛び、ウィルは思い切り地下空間の壁に叩きつけられた。

　べしゃりと濡れた感触が腹から背中に広がり、街で手に入れたサーベル入りのケースが床に転がる。

「……っ……あー……まずいな、これ」

　ずるずると階段上に倒れこみながら、ウィルは喉のどの奥を震わせてつぶやいた。

　全身が痺しびれて、すぐには立つことができない。

　転がったまま視線で自分の横腹を見やると、やけに大きな傷口が開いているのが見えた。

　小さな傷ならすぐに塞ふさがってしまうのだが、今回ばかりは上着がべっとりと血で濡れていく。自分の血を見るのは久しぶりだ。一応赤いんだな、とか、どこかでそんなことを考えていた。

「ウィル……！」

　わななく声のほうを見ると、アンジェリンがウィルの言ったとおりに身を伏せながら目を瞠みはっている。

　その調子です、混乱して立ちあがらなかったのは、本当に偉かった。

　声に出す力が湧わいてこないので、ウィルは小さくうなずいた。

　そのとき、次の弾が飛ひ来らいする音が彼の耳を打つ。

　渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって飛び起き、ウィルはアンジェリンを抱えて石段を蹴けった。

　ほとんど同時に、アンジェリンの杖から梟ふくろうが飛び立つ。

　エルネストは迷路の上に舞いあがり、鋭い猛もう禽きんの瞳で壁に張りついた階段と、アーチ形の窓のひとつをねめつけて叫ぶ。

「狙そ撃げき手しゆはふたり！　右手の露台と、約三十度左手の窓です！」

「了解」

　口の中でつぶやき、ウィルはアンジェリンを抱いたまま階段を下りきり、入り組んだ迷路に入りこんで身をひそめる。

　その間、銃声は響かなかった。

　とはいえ、敵が消えるわけもない。様子をうかがっているのだ。

（エルネストが言うとおりなら、ここは狙撃手からは死角だ。ただし、迷路の中だからな。こっちも素早くは動けない。アンジェリンは進むべき方向がわかるのかもしれないけど、いちいち訊いてもいられないし）

　考えながら、ウィルはいつものように五感を広げていこうとする。途端に傷の痛みと違和感が強くなり、不快な雑音になって感覚を邪魔し始めた。

　それでも無理やり集中すれば、エルネストが告げた辺りで敵が息をひそめているのはぼんやりと感じ取れる。

　誰も無駄弾は撃ってこない。嫌な感じだ。相手は玄人くろうとに違いない。突撃してこないのは、おそらく自分たちが速さでウィルに勝てないと知っているからだ。

（懐かしいな、この感じ。数秘術師の狙撃手だ。あいつら、自分は安全なところにいて、恐ろしく正確に先読みして撃ってくる。──俺が《騎士》だってわかってる）

　戦争中もっとも鬱うつ陶とうしかった類の敵だ。しかも武器にも気合が入っているときた。

　周囲の雰囲気がウィルの身体に戦時を思い起こさせる。かすかな興奮が生まれると同時に、心がひどく重くなる。もう殺すのは嫌だ。殺すくらいなら殺されたい。

　──でも、今は腕の中に少女がいる。

　ウィルの鋭くなった五感に、アンジェリンの高鳴る鼓動が響く。彼女は極度の緊張状態にある。本当なら立っているだけでやっとだろう。

　彼女だけは、生かさなくては。

「殿下、敵は爆弾みたいな新型の弾を使ってます。……ひとりでも逃げられますか？」
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　ウィルが早口で囁ささやくと、アンジェリンはびくりと震えた。

　ウィルは彼女を抱く片腕に力をこめる。じくり、と自分の傷から血がにじむ気配があった。久しぶりに感じる疼とう痛つうが意識の端をかじっている。けれど痛みはウィルにとってそこまで嫌な感覚ではない。撃たれても痛まないほうが気持ちが悪い。

　ウィルはアンジェリンを見下ろす。

　彼女は菫すみれ色いろの瞳を恐怖で潤うるませながら、じっとウィルの目を見上げていた。

　彼女の喉が何かを告げようとして震えて、言葉がそこでつかえているのがわかる。

（大丈夫ですよ）

　なぜか口に出すのが嫌で、心の中で囁いて彼女を見下ろした。

　口に出して、噓になるのが怖かったのかもしれない。

　その声が届きでもしたのだろうか。アンジェリンの瞳はわずかに揺れ、もつれる舌がどうにか言葉を吐き出す。

「このまま、元の道をたどったら、出ることはできない。最後まで、正確な道を通って進むしかない。そういう仕掛けなのだ」

「なら、俺が安全を確保します。あなたは進んでください。しばらくはここにいて、俺が指示を出したら走るんです。いいですね？」

　少し突き放すように強く言った。優しく言ったら彼女の気力が萎なえてしまうかもしれないと思ったからだ。それでも、アンジェリンの体から力が抜けるのがわかる。

　瞳から光が消えかける。仕方のないことだ。彼女がここで生きることをあきらめたら、ウィルはどうすればいいのだろう。身を挺ていして守るのか？

　この奇妙な『天才』が、善よいものか悪いものかもわからないのに？

　ウィルが結論を出す前に、アンジェリンは一度目を閉じてから、彼を見つめた。

　にらむような、強い目で彼女が囁く。

「わかった。あなたを信じる」

　意外なほどにはっきりとした返事に、ウィルは少し驚いた。

　胸の奥がじわりと熱くなる。

　──信じる。

　そのひと言のためなら、まだもう少し走れそうな気がした。

　彼は浅くうなずき、アンジェリンから腕をほどく。

　後は時間との勝負だ。彼は軽く深呼吸した後、迷いなく迷路の壁際から飛び出した。床に落ちたサーベルのケースを拾ったところへ、狙い澄ましたように弾が飛来する。

　直撃を食らうほんの一瞬先に地を蹴り、ウィルは迷路を構成する壁の上へと降り立った。

（迷路を通ってるより、上を走ったほうが断然速い）

　彼としてはごく普通の判断だったが、迷路の壁の高さはアンジェリンの背丈の倍はあり、幅は手のひらひとつぶんほどしかない。

　普通ならよじ登ろうという気にすらならない場所だ。

（敵は──あそこか）

　遠く地下空間の壁面にくっついた露台上に、豆粒みたいな狙撃手の影がある。

　ウィルは狙撃手めがけ、いきなり走り出した。

　一気に加速するも、壁から壁へ飛び移る瞬間を狙って数秘術師の銃が火を噴く。

　体をひねって避けるが、脇をかすめた弾はウィルの服の一部と、わずかに肉を持っていった。ウィルは危うく均きん衡こうを崩しかけつつ、すぐに迷路の壁を蹴って体勢を立て直す。

　その間にも、彼の中では高速で思考がめぐっていた。

（生なま身みの人間の数秘術師どもが俺に弾を当てられるのは、あの眼鏡で俺の動きを先読みできるからだ。あんまり何発も食らってたら俺もやってられない。となれば勝機はひとつだけ）

　──相手の先読みを、速度で超えてやる。

　何が起こるかわかっていても、相手が動けなければこちらの勝ちだ。

　そう決めると、ウィルは全身の肌がぴりぴりするほどに集中する。

　五感が伝えてくる情報量がどっと増加して、一瞬目の前が赤くなった。しかし、さらにその先へ行こうと目を凝こらす。頭の中で何かがかりかりと回っているような気配がする。大丈夫、あの王女様に絶賛されたウィルの体だ。きっとこのくらい耐えられる。

　一秒にも満たない集中の後、ウィルの視界は不意にのっぺりとした灰色になった。

　妙にゆっくりと、壁際で敵の銃口が光ったのが見える。

　少し遅れて銃声が聞こえ、弾がウィルに向かって飛んでくるのがはっきりと見えた。

　ウィルは石壁を蹴る。ちりり、と頰を弾がかすめたのがわかった。

　──成功だ。弾は外れた。

　そして次の弾が来るまでには、相手が装弾する隙がある。

　ほんの二、三秒の隙。

　その隙に、ウィルは数秘術師のいる露台の下に到達する。ちょっと異常な速さだ。体のあちこちにがたがくるような予感がする。アンジェリンに後で丸ごと整備してもらわなくてはならないかもしれない。

　もちろん、生き残れたら。

　階段を駆けあがる。数秘術師は装弾を終え、ウィルのほうへ銃口を向けている。

　ウィルは避けずにサーベルを引き抜き、神しん速そくで刃やいばを振るった。

（やった）

　確かな手ごたえを感じ、ウィルは階段上でしばし静止する。

　数秘術師は、彼の前で呆然と銃を手に突っ立っている。

　斬られてはいない、ように見えた。

　なら、ウィルが斬ったのはなんなのか。

　──沈黙。

　異様に静かになった地下空間には、やがて石と石がすれ合う、耳みみ障ざわりな音がたち始めた。

　狙ったとおりの成果が出たことを確信し、ウィルは大きく後ろへ飛び退すさって露台の下に着地する。

「何……!?」

　ここまで来て、数秘術師もやっと何が起こったか理解したようだ。

　彼が片眼鏡を押さえて必死に逃げ場を探している間に、数秘術師の立っている石造の露台はまっぷたつにへし折れた。

　そう。ウィルが斬ったのは、『露台そのもの』だったのだ。

　数秘術師を乗せたまま、切り口も鮮やかな巨大な石の塊が床に落下する。

（これで、あとひとり）

　すさまじい地響きの中、ウィルは露台の残骸からぼろぼろと崩れてきた石の欠片かけらをひっつかみ、大きく振りかぶった。そして、もうひとりの狙撃手に投げつける！

　狙撃手は向かってくる石を撃ち落とそうと、必死に銃を構える。

　しかし、そのときすでに礫つぶては彼の目前にあった。

「ひっ……！」

　ろくな悲鳴をあげる間もなく、狙撃手は銃ごと石に叩きのめされて後方へ吹っ飛んだ。

（──終わりか）

　狙撃手がふたりとも立ちあがらないのを確認して、ウィルは細く息を吸う。

　何度か瞬き、限界まで張り詰めた精神集中を、どうにかほどこうとする。

　灰色の視界はぐらぐらとぶれ、頭は酔っぱらったように眩暈を感じていた。こめかみに触れると、物理的に熱さを感じる。

（冗談じゃなく、焼き切れそうだな）

　熱は不快だったが、それ以上に心臓が重かった。まだ生身の心臓に、重い砂でも溜まっていくようだ。ここでの敵に対しては、ろくな手加減ができていない。

　しばらく放っておいたら、数秘術師たちは死ぬだろう。

　──もう殺さないって決めたのは、誰だっけ？

　心の奥であざけるような声がする。自分の足を搦めとって、動けなくしようとする声。

（……今考えることじゃない。今は、アンジェリンだ）

　迷いを振り切るように自分に言い聞かせ、ウィルは再び迷路の上の壁に飛び乗った。

「アンジェリン……」

　名を呼んで、円形の迷路の中心部を見やる。

　今、ひとの気配が残っているのはそこだけだ。

　円形の湖と、そこに浮かぶ人工島。角かく灯とうとアンジェリンの杖でぼんやりと照らし出された空間には、アンジェリンとエルネストの姿がある。──そして、人影はもうひとつ。

「……しまった」

　ウィルは思わず吐き捨てる。

　ふたりの数秘術師に集中しすぎていたのか、それとも敵が気配を消すことに長たけていたのだろうか。アンジェリンはウィルの気づかないうちに、ひとりの女と対たい峙じしていた。

　長くまっすぐな黒髪に、健康的に焼けた褐かつ色しよくの肌。

　そして奇妙な片眼鏡。

　──どこからともなく現れてアンジェリンの前に立ちはだかっている女もまた、数秘術師だった。
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「お久しぶり、って言うほど最初に会ってから時間が経ったわけでもないわねぇ。あたしのこと覚えてる？　王女様」

　異常なほどに明るく言い、女はアンジェリンに向かって片目を閉じてみせる。

　その肉感的な美び貌ぼうは、アンジェリンにとっては確かに見覚えがあるものだった。

「フェリーチェ。……駅で会った」

　アンジェリンが囁くと、フェリーチェはぱっと大輪の花が咲いたような笑みを浮かべる。

「そうよ！　嬉しい、覚えててくれたんだあ」

　アンジェリンが駅で駅員とごたごたを起こしていたとき助けてくれた、親切な女性。

　目の前のひとは確かにあのときの女性と同一人物だが、今はどこの国のものともつかない黒い軍服をまとい、顔には数秘術式の眼鏡をつけていた。

　眼鏡は片眼鏡モノクル型だが、いくつものレンズを重ねられる仕組みのため眼がん窩かにはめるのではなく、つるでもってしっかり固定されている。

「あなたは一体何者だ？　私が王女だと、最初から知っていたのか？」

　尋たずねるアンジェリンの声には、どうしても緊張がにじんでしまう。

　数秘術師というものについてはよくわかっていなくても、フェリーチェの片手にアンジェリンに向けて構えられた拳けん銃じゆうが握られているのは否いや応おうなしに視界に入ってくるからだ。

（このひとは私の行く手を阻はばもうとしている。そして、ウィルを撃ったひとたちの、仲間だ）

　ウィルのことを考えれば、アンジェリンの目の前で彼の血の赤がちかちかと躍おどった。

　怖かった。あの優しい人が血を流すのが怖い。嫌だ。心が震えて、身体が冷える。

　一体どうしてなんだろう？

　錬金術のための秘宝探索が、なんでこんなことになってしまったのだろう？

（やはり、私が『駄目』だからいけないのか。外へ出たのが、間違いなのか）

　その理由を持っているであろうフェリーチェは、アンジェリンの表情の変化を味わうように目で追いながら微笑む。

「そんなふうに訊いて、あたしみたいなのがちゃんと自己紹介すると思ってるの？　甘いなあ。ほんとのことを喋らせたいなら、もっと相手を追い詰めなきゃ。暴力でも愛情でもいいからさ、相手の逃げ場を完璧に塞ふさいじゃってから、可愛く訊かなきゃ。あんたはへたくそ。だーけーど、あたしは特別優しいからね。ちゃんとあんたのご質問にお答えしちゃう。いーい？　あたしはフェリーチェ・ガブリエリ。ブラッキアリの数秘術師結社、『第二の宇宙』党の党員よ」

「第二の、宇宙……？」

　何やら錬金術の思想にも絡からんできそうな名前に、アンジェリンはわずかに眉根を寄せる。

　フェリーチェは彼女に銃口を向けたまま、笑顔で傍らの噴水の水すい盤ばんへ片手を伸べた。

　その指を水盤に差しこめば、かすかにきしむような音があがる。

　なんだろう、と思ってよくよく見れば、水盤に零れているのは水ではなく、闇の色をそのまま映す透明な無数の結晶なのだ。

　細かな結晶が水盤の中央から絶え間なく湧き出し、零れ落ちていく。

　一見ただの砂のようなそれは、アンジェリンの瞳に映ると様々な図像を構成した。

　水差しから水を零す男の絵、様々な錬金道具、炎の中から甦る不死鳥──すべては錬金術に関わる絵で、特に生命の創造を表すものばかりだ。

（こんなふうに見えるということは、やはりあれが《命の精霊粉》だ。あれがあれば、きっとエルネストを復活させることができる……！）

　目の前にずっと求めていたものがある。あの優しいひとを取り戻す術すべがある。今にも駆け寄って、この両手にすくい取りたい。

　──けれどできない。この、生まれて初めてのもどかしさ。

　苦しみのあまり呼吸すら詰めてしまいそうなアンジェリンに向かって、フェリーチェはさも楽しそうに続ける。

「物もの欲ほしそうな顔してるわねえ、王女様。あたしは仲間が来るまであんたを駅に足止めする役目だったのよ。で、その後もあんたたちを見張ってて、この場所にたどり着くために利用したんだわ」

「あなたは、私の後をつけてここに来たのか？　錬金術師でもないのに、来られた？」

　アンジェリンは少し怪け訝げんに思って聞き返す。

　彼女はあっさりとここまでたどり着いたが、それはこの遺跡に秘められた道しるべを正しく解釈した結果だ。素しろ人うとが単純に真似をしても、ひとつでも手順を間違ったら地上の遺跡で迷うか、この地下でどこかの罠にはまるかするはずだった。

　なのにフェリーチェはにこにこと笑って、さらにとんでもないことを言う。

「いーえ。あたしはね、あんたより先にここの場所と、ここへの道を知ったの。この眼鏡であんたがここに来る未来を見て、先に中で隠れて待ってたの。《騎士》に見つからないように、この場に馴な染じむように時間をかけてね。素敵でしょ、未来が見える眼鏡！　あたしは特別目がいいから、他の奴らよりずっと先まで見えるんだ」

「未来視だと……？」

　フェリーチェの言うとんでもない内容に、アンジェリンは表情を固くした。

　錬金術においては、時の流れは絶対だ。そこは揺るがせてはならないところだ。

「未来などを見たら、絶対に何かしわ寄せが来る。危険だぞ」

　アンジェリンが大真面目に忠告すると、フェリーチェは一瞬きょとんとした後、弾けるように爆笑した。

「あははははは！　ご忠告ありがと。優しいね。でも、すぐに優しくなんかしたくなくなるよ。あんたはあたしを憎む」

「なぜだ？　私は、誰も憎んだことはない」

　アンジェリンの言葉に、フェリーチェはさらに笑い転げる。

　ひとしきり笑った後、彼女は妙にぎらつく目でアンジェリンを見据えた。

「じゃあ、あたしがあんたに憎まれる第一号ね。それも素敵！　それとも、誰も憎まないまま死んで唯一神様の使し徒とになる？　それも素敵！　やってみようか？」

　完全に冗談の声こわ音ねで言いながら、フェリーチェは銃を改めてアンジェリンの額に向けた。

　それを見た梟のエルネストが、アンジェリンの肩の上でわずかに身じろぐ。

　彼が飛び立とうとしているのに気づき、アンジェリンは慌ててその体を押さえた。

「駄目だ。むやみに動くな。私は、お前が二度も撃たれるのは見たくない。そんなものを見るくらいなら、私が撃たれたほうがましだ」

「──それはやめてください、お願いだから」

　背後から疲れ果てた男性の声がして、アンジェリンははっとする。

「ウィル……っ！」

　このときばかりは目の前にフェリーチェの銃口があるのも忘れて、アンジェリンは後ろを振り返った。

　そして、ウィルのあまりの鬼き気き迫る姿に息を吞む。

　彼女の背後にたたずむウィルは、着衣を血と焼け焦げに汚していた。

　それでも手にしたサーベルは白々と怖いほどに美しく、ウィルの青い瞳もまた、刃やいばに負けず劣らず冷えきっている。

　いつもの穏やかさはない。とぼけた調子もない。──優しさも。

　ありとあらゆる感情が抜け落ちた彼の顔は、いっそ作り物じみて秀しゆう麗れいだった。

　フェリーチェはそんな彼を見ると、全身をかすかに震わせて囁いた。

「あーらぁ、壮絶。あんたはそうしてるのがいちばん男前ね、英雄さん。新聞に載ってたのと同じ顔だわ。だけどね、あたしはあんたがこのとき、その場所に立って、そんな台詞せりふを吐くってこともとっくに知ってたわ。あんたもあたしの手の上にいるの。嬉しい？　あたしは嬉しいし、悲しいわ。未来が見えるって複雑よ。先が見える人生に飽きちゃったらどうしよう？」

　彼女の囁きはまるで睦むつ言ごとのように甘く響いたが、ウィルは表情ひとつ変えずに答える。

「未来を見るのに飽きたなら、勝手にひとりで死ぬといい。これ以上ひとを巻きこむな」

　普段とは打って変わった硬質な声に、フェリーチェは箍たがが外れたようにひとしきり笑い転げ、やがて涙目で笑いをこらえて言った。

「《騎士》様ったら、冷たいわあ。そんな冷たいところもかっこいいけど、あたしは自分の好みのかっこいい男が負けるところってのも大好きなのよ。なんだか胸がどきどきするもの。だからとっても楽しみだわ。──これからあなたが戦いもせずに、負けるのが」

（ウィルが、戦いもせずに負ける？）

　とんでもなく不吉な予言に、アンジェリンはウィルの顔を見上げる。

　ウィルは彼女のほうを見る気配もなく、ただフェリーチェに向かって緩やかに歩を進めた。

　アンジェリンをかばうように前に出て、いったん立ち止まる。

　と、そのとき不意にウィルはびくりと震えて、その場に棒立ちになった。

「ウィル、どうした!?」

　アンジェリンが、はっとしてウィルの名を呼ぶ。

　ほとんど同時に、よく通る声が地下空間に響きわたる。




「コローニア王家、ジュリアスの名において。《騎士》はその命を捨てよ！　《水銀の精霊粉》よ、変へん成せいを命ず！」




　古典劇じみた古風な言い回し。

　その響きが辺りから消えた途端、ウィルは強大な力に張り倒されたかのようにくずおれる。

　彼の手から落ちたサーベルが、からからと音を立てて床に転がる。

「ウィル！」

　アンジェリンの喉の奥から、まるで別人が叫んだみたいな調子外れの声が出た。

　急いでウィルの傍らに膝をつき、彼の体にすがる。

　血のべたつきがアンジェリンの手のひらを汚し、その感触にぎょっとした。

　ウィルの血は早くも冷えきっている。

　体も完全に力を失って硬くこわばり、端たん整せいな横顔には命の色が見えない。

　さっきまで綺麗な死神みたいに戦っていたひとが、今は蠟ろう人形じみた姿で転がっている。

　死。

　その単語が頭の中にぽつり、と浮かぶ。

　途端に全身の血がさがる感触があった。目の前が暗い。頭がぐらぐらする。

「──つまりはこういうことなのよ。お姫様。残念ねえ、運命って残酷。ウィルは倒れて、あなたはいずれあたしたちとダンスを踊る。悲しいわね？　だけどきっと、もうちょっとしたらあなたにもわかるわ。……少しくらい残酷なほうが、人生ってやつは楽しいの。本当よ」

　フェリーチェの声が歌うように告げた。

　普段なら反論もしたかもしれない。でも今のアンジェリンには彼女の言葉を聞いている余裕はなかった。フェリーチェが軽やかに走っていく足音が聞こえても、顔すら上げなかった。

　ひどい眩暈の中で、アンジェリンはひたすらにウィルにすがっていた。

　じっと彼を見ていた。

　──動かなくては。

　動いて、治療をするのだ。

　自分は錬金術師だ。きっとできることがある。

　自分の鞄はどこだった？　後ろにあるはずだ。振り向いて、十歩も歩けば鞄がある。

　でも、なぜだろう？　彼から離れるのが怖い。

　一度すがってしまった手を離すのが怖い。彼から視線を離すのが怖い。目の前に以前見たエルネストの姿がちらつく。

　芝生の上に倒れ伏していたエルネスト。真っ白になったその顔色。

（ばかな、こんなときに混乱してどうする。ウィルはエルネストじゃない。動け、私！）

　心の中で叱しつ責せきしても、体はびっくりするほど動かない。

　そんなとき、エルネストがアンジェリンの頰に頭をすりつけるようにして小さく鳴いた。

「……エルネスト」

　柔らかな羽毛が触れた場所から、淡い温ぬくもりが伝わってきたような気がする。

　作り物の鳥なんて本当はそう温かくもないはずなのに、錯さつ覚かくじみた温度がふわりと全身に広がって、細いながらも声が出る。

　こわばった自分の顔が、反射的にぎこちない笑みを浮かべようとする。

　彼の声が聞こえるような気がした。

　ひたすらに甘くて、たまにふっと残酷になるエルネストの声。

「うん。わかった。動かなくては、な」

　アンジェリンはのろのろと体を起こし、おそるおそる、エルネストの羽を指で撫でた。

　梟の羽は、アンジェリンの指についたウィルの血でわずかに汚れる。

　その赤を見つめて唇を嚙かみ、アンジェリンはよろめきながら立ちあがった。

　……立てた。

　ほっとかすかな息を吐いたとき、何者かが不意にアンジェリンの腕をつかむ。

「っ……」

　誰、と問うこともできずに、目を瞠ってアンジェリンは顔を上げた。

　すると、そこには見覚えのあるコローニア人の従僕たちの姿がある。

「殿下……殿下、よくぞご無事で！」

「お怪け我がなどございませんか！」

　いつの間にやってきたのか、彼らはアンジェリンたちがブラッキアリに亡命する際、供ともについてきた者たちだった。

　相手が敵ではなかったことにほんの少しだけ安あん堵どして、アンジェリンは機械的に頷く。

「ああ。大丈夫。少し、放っておいてくれ」

「そういうわけにはまいりません！　殿下、どうぞこちらへ」

　──うるさい。嫌だ。自分にはまだやることがあるのだ。

　心から思うが、声に出して反論する力がない。アンジェリンはとにかく従僕の腕を押しのけ、ウィルの元へ戻ろうとした。その腕が、今度はさっきより強くつかまれる。

　アンジェリンは振り返りもせずに、腕から逃れようともがく。

「痛い……放せ。無礼な」

「そういうわけにはいかないだろう、愛しいアンジェリン」

「──あ」

　物柔らかな声が降ってきて、アンジェリンは棒立ちになった。

　冷たくなっていた心臓が、再び嫌な熱を持って不安な鼓動を響かせ始める。

　どうにか視線だけ動かして声のほうを見ると、そこにはアンジェリンよりも少し色の濃い金髪をきちんと撫でつけた、水色の瞳の青年がたたずんでいる。凍りつくような高貴な表情で、唇だけに笑みを浮かべてじっとアンジェリンを見下ろしている。

（……そうか。そうだよな。やはり、さっきの声は、兄上だ）

　アンジェリンはかすかに震えながら、ゆっくり首を横に振る。

「兄上。放してほしい。私には、まだやることが」

「お前がやることは決まっているよ」

　完璧に品のいい声が、優しくアンジェリンの声をさえぎった。

　アンジェリンの兄、ジュリアスは、がっちりとつかんだ妹の腕を離そうともせずに続ける。

「まずはわたしと一緒に陛下のところへ戻ること。そして穏やかさと健康を取り戻すこと。『灰の家族』に誘拐されていた数日間のことを忘れること。あの裏切り者のことも含めて」

　一定の調子で続くジュリアスの言葉を、アンジェリンの脳はすぐには理解したがらなかった。彼が何を言いたいのか、何をしたのか、考えたくなかった。

　それでも、やがて答えは出てしまう。

　アンジェリンは浅い呼吸を繰り返し、やや不自然なくらい緩かん慢まんに言う。

「兄上。私は誘拐なんかされていない。自分で勝手に出ていったのだ。それに、裏切り者というのは誰のことだ？」

「ばかを言ってはいけない。お前はあの、従僕に化けた『灰の家族』の男にかどわかされていたんだ。そうだろう？　そして裏切り者というのは、戦時は《黄金の騎士》と呼ばれ、その後『灰の家族』に雇やとわれ、今はただの死体となったその男のことだよ」

　その男、と言ったときだけ、ジュリアスの視線はアンジェリンの背後で倒れているウィルのほうへ向く。

　まるきりただの器き物ぶつを見るような目だった。

　そんな彼の目を見た拍子に、かっと熱いものがアンジェリンを満たした。

　喉を嗚お咽えつがせりあがり、アンジェリンは震える。滅多に感じることのない強烈な怒りと悲しみが入り交じり、目の前がちかちかした。

「兄上……兄上、あなたは、どうして、どうして、そんな」

　嗚咽の代わりにどうにか言葉を紡ぎながら、アンジェリンは兄を見つめる。

　さっき、ウィルの機能を止めたのはジュリアスだ。

　彼がウィルを『殺した』のだ。

　ウィルが《騎士》だと承知のうえで、ものみたいに壊してみせた。

　ジュリアスはアンジェリンの言葉を待たずに、彼女をじっと見下ろして告げた。

「お前はひどく混乱している。だから昔のわがまま癖ぐせが出ているんだね。駄目な子だ、アンジェリン。……大丈夫。すぐに落ち着くよ。何日か、外に出ないでゆっくりしなさい。外はお前には向いていない」

　優しい声。決めつける言葉。

　ほんの幼いころから、兄はこんなふうだった。

　アンジェリンを見下ろし、優しく揺らぎなく、勝手に彼女の心を決めつけた。

　アンジェリンはときに戸惑い、おびえながらも、彼に従い続けてきた。

（でも今は違う。私は悪戯いたずらをしたわけじゃないし、ここはコローニアじゃない）

　視界の端のウィルの姿がアンジェリンの心を焼く。

　体が、唇が震えて、今までどうにか腹に溜ためていたものがついに堰せきを切る。

「兄上、もう、変な噓はやめてくれ！　私にだってものは見えている。聞こえてもいる。私の勝手を責めるのはいい、でも、ウィルは関係ないだろう！」

　血を吐くような必死の言葉だったが、ジュリアスは小さく首を横に振っただけで、答えてもくれなかった。

　もう抑えようもなく、アンジェリンの瞳から涙が零れてくる。

　肩のエルネストが動いたのを感じ、アンジェリンはすかさず梟を胸に抱えこんだ。

　この梟までもが取りあげられでもしたら、壊れてしまうと思った。

　アンジェリンは濡れた瞳で兄を見上げて、全身から勇気を振り絞って叫んだ。

「兄上は、変だ！　確かにエルネストは『灰の家族』だったのかもしれない。でも、とっくに死んでしまったエルネストがどうして私を誘拐できる？　あなたの目は怖い、あなたは噓ばかり言う！　どうしてだ？　どうしてあなたは、そんな目をするようになってしまったんだ？　どうして、そんな怖い目で……エルネストも、ウィルも、殺してしまうんだ！」

　悲痛なアンジェリンの訴えに、ジュリアスはごく冷静に答えた。

「どちらも必要がない人間だからだよ。お前にとっても、わたしにとっても、コローニアにとっても」
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　忘れもしない。

　エルネスト・コペルティーニが死んだのは、よく晴れた午後だった。

　まだ早い春の日、アンジェリンとエルネストは亡命先の小さな館の裏庭にいた。

　芝しば生ふの上にテーブルを出して、友達同士みたいに向かいあって座っていた。空は水色で、刷は毛けで塗ぬったような雲が浮かんでいる。生いけ垣がきの薔ば薇らが青臭い甘い香りを辺りに振りまき、紅茶の香りと入り交じってしあわせの匂いになる。

　いつもどおりにひとしきり喋しやべったあと、不意にエルネストが不思議なことを言いだしたのを、アンジェリンはよく覚えている。

『ひとを信用しちゃいけませんよ、殿下』

　フォークを握って首を傾かしげ、少し考えてから彼女は訊きく。

『誰もって、家族も？　そんなの、大変ではないのか？』

　エルネストは人差し指を自分の唇に当て、悪戯いたずらっぽく笑った。

『信じすぎたほうが大変です。世界中で、親は子供を、子供は親を、兄弟はお互いを殺している。家族なんか信じられない。本当に信じられるのは、友達だけです』

『──友達。友達って、そんなにすごいものなのか』

　アンジェリンはぽかんとしてエルネストを見つめた。

　甘いお菓子の載った円卓の向こうで、彼はなんだか不思議な、少し悲しそうな笑みを浮かべて言った。

『すごい、というわけじゃありません。ただ、家族は選べなくても、友達は選べるでしょう。だからね、慎重に選ぶんです。こいつなら自分を殺さない、と思える人間を。そうでなければ、覚悟をする。……こいつになら殺されてもいい。そういう覚悟をして、友達を作るんです』

　エルネストはなんだかすごいことを言っている。

　アンジェリンは銀のフォークを手にしたまま、彼から視線を外はずせなくなっていた。

　エルネストの言うことは怖かった。極端すぎて、過激すぎて、なのに何かを見透かしているかのようで、アンジェリンにはどう答えたらいいのかわからなかった。

　今までの彼はひたすらに優しいだけだったのに、どうして突然こんな怖いことを言うんだろう。

　不安に思ったけれど、とにかくアンジェリンは彼を失いたくなかった。

　彼はこの地で唯一、気兼ねなく話せる相手なのだ。彼の言うことは受け入れないといけない。真剣に言ったことならなおのこと。

『エルネスト。じゃあ……私は、あなたが好きだ。あなたを選ぶ。あなたは、私の友達だ』

　懸命に言ったその台詞せりふに、エルネストは少し驚いたように灰色の目を瞠みはる。

　その後、彼は蕩とろけるように甘い笑みを浮かべて、ありがとうございます、と囁ささやいた。

　泣きそうな顔だ、とアンジェリンは思った。

　泣かないで、とも思った。

　でも、さっき感じた怖さが胸に宿ったままで、優しい気持ちを口に出すことはできなかった。エルネストの泣きそうな顔を見ているのも少し怖くて、視線を逸そらした。

　そのとき、アンジェリンは館のほうからジュリアスがやってくるのを知った。

　兄に対する甘く苦い気持ちが胸に押し寄せてきて、彼女はびくりと背筋を正す。

　エルネストはすぐに礼儀正しく立ちあがったが、まっすぐに歩み寄ってきたジュリアスは冷たい目で彼を叱しつ責せきした。

『なぜ妹と同じ席に着いた？　お前には使用人だという自覚がないのか』

『申し訳ございません』

『兄上、私が座るように言ったのだ。エルネストに罪はない』

　ジュリアスはアンジェリンには柔やわらかな笑みを向け、『お前は駄目な子だ、アンジェリン』といつもの台詞を口にして、エルネストを裏庭のほうへと連れていった。

　──そのとき、やけに嫌な予感がしたのは、なんでだろう。

　遠く離れて暮らしている間は『完璧な王子』以外の何者でもなかったジュリアス。

　たまにやってきては、輝かしい姿と笑顔と甘い言葉をくれた大好きな兄。

　けれど最近のアンジェリンは、ジュリアスのやけに冷たい横顔をよく見かける。彼はアンジェリンが何を話しかけても、まともに話を聞いてくれない。錬れん金きん術じゆつ以外の話でも駄目だ。

　そして使用人にやけに冷たく当たる。ブラッキアリのすべてをばかにする。

　何度か父の部屋から父と兄が言い争う声が聞こえた後は、父はちっとも部屋から出てこなくなってしまった。もう兄をいさめてくれるひとはどこにもいない。

　正直なところ、アンジェリンは疑い始めていたのだ。

　本当は、ジュリアスは怖いひとなんじゃないだろうか？　彼はエルネストに酷ひどいことをするんじゃないだろうか？　いつか、ブラッキアリ人の車番を足あし蹴げにしていたみたいに。

　アンジェリンは気づけばジュリアスとエルネストを追っていた。

　大きな鉢植えの陰に隠れて、裏庭のふたりの会話を聞いていた。

　ジュリアスは冷たい声で言う。

『……色々と言ったが、お前がいるとアンジェリンが喜ぶ。戦後はあれも、ひどく塞ふさぎこんでいたからね。あんなに笑顔が出るようになったのは、お前のおかげだ。……できることなら、これからもあの子の力になってやってくれ』

『もったいないお言葉です。お許しいただけるなら──命を懸かけて、お力になります』

　真剣なエルネストの言葉に、心が震えた。体が痺しびれた。

　それ以上に、兄の言葉が甘く響いた。嬉しい。よかった。大丈夫だ、まだ兄上は私のことを好きなんだ。兄上もエルネストも優しいひとだ。

　だから、怖いことなんか起こらない。素敵だ。ここはまだ素敵な場所だ。

『もう行け』

『はい』

　短い会話が終わって、エルネストは歩き出す。

　もうすぐ彼がすぐ横を通る。エルネストの目は鋭するどいから、すぐにアンジェリンを見つけてしまうだろう。それでもいい、とアンジェリンは思っていた。

　すぐにも彼に飛びつきたいような気分だった。

　エルネスト、私はもっといい子になる。

　錬金術だけでは駄目だ、もっと色々できるようになる。

　そうしたら、ジュリアスもいつかアンジェリンの話を聞いてくれるようになるだろうし、エルネストも『家族を信用するな』なんて怖いことを言わなくてすむだろう。

　アンジェリンの日常はレモンタルトの甘さを取り戻して、すっかり平和になるだろう。

　そう思ったとき、乾いた音が響いた。

　どさり、と重いものが芝生の上に落ちる。

　今の音ってなんだろう。アンジェリンの心はぼんやりそんなことを考えていたが、心臓は音の正体を理解して、凍りついていた。

　──あれは銃声だった。

　アンジェリンは必死で植木鉢の背後から這はい出す。

　すぐそばにエルネストが倒れていた。彼の背中には穴が開いていた。後ろから撃たれた証拠だった。芝生は黒々とした彼の血で汚れていた。エルネストの目はまだ少し開いていた。

　全身が震える。アンジェリンはエルネストにしがみつく。

『エルネスト、エルネスト！　私が……私が、わかるか？』

『…………殿下』

　エルネストは、もうそれを言うだけで精いっぱいのようだった。

　アンジェリンは無む我が夢む中ちゆうだった。心が震える。死んでしまいそうだ。いや、違う。死ぬのはエルネストだ。助からない。この傷では無理だ、とアンジェリンの知識が囁く。

　その一方で胸の感情が大声でわめく。

　エルネストをなくしたくない。たったひとりの友達なんだ。

　生まれて初めて会った、気兼ねなく話せるひとなんだ。嫌だ。絶対に嫌だ。

　彼女はエルネストの顔をのぞきこみ、懸けん命めいに考えて、言葉を注そそいだ。

『エルネスト、いいか、聞け。あなたはこの傷では助からない、きっと死ぬ。──だが、私がきっと生き返らせるから。私にはきっとそれができるから。だから、魂たましいは絶対に私から離れるなよ。ずっと、私のそばに居るんだぞ。私を信じられるか？　エルネスト』

　世間から見たら非常識かもしれない言葉だった。でも、彼女の精いっぱいの誠実で、本心からの言葉だった。それを聞いたエルネストは最後に、少しだけ笑ったようだった。

　そして彼は死んだ。

　死はあまりにあっさりしたもので、涙も出なかった。

　ジュリアスは、ぽかんと座りこんだアンジェリンを見下ろして立っていた。

　彼の手にはまだ硝しよう煙えんの臭いのまとわりつく拳けん銃じゆうがあった。

『その男は悪党だったんだよ、アンジェリン。『灰の家族』の一員で、お前に危ないことをしようとしていたとわかったから、殺さなければならなかったんだ。『灰の家族』というのはブラッキアリの暴力組織だけれど……お前はそんなことは知らなくていい。お前はもう安全なのだと、それだけ覚えておいで』

　兄の声こわ音ねは甘かった。告げる言葉は苦かった。

　灰の家族。ブラッキアリの暴力組織。エルネストがその一員。そうですか。だとしても、彼を背中から撃って殺していい理由にはならない。エルネストはアンジェリンの友達だったのだ。

　すっかり怖いひとになってしまった、兄上の代わりだったのだ。

　──友達以外の人間を信じちゃいけない。家族でも。

　それが、エルネストの遺ゆい言ごんになった。
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「おかえりなさいませ、アンジェリン様」

「おかえりなさいませ。よくぞご無事で」

　さざめくように使用人たちが囁き、アンジェリンから鞄かばんと杖を奪っていく。

（本当に帰ってきてしまったのか。ここに）

　アンジェリンはぼんやりと小さな館の玄関広間を見渡した。

　コローニアでは宮殿をいくつも持っていたアンジェリンたちだが、今はブラッキアリ貴族の別荘をひとつ借りて住んでいる。

　それでも多くのコローニア貴族より、よほどましな暮らしには違いなかった。

「さあ、早くお湯を使われて。お召し替えをして、今日はお休みなさいませ」

　若いブラッキアリ人の侍女が耳元に囁き、アンジェリンを浴室に連れていく。

　言われてみれば、自分はずいぶん汚れていた。

　あちこち煤すすやら泥だらけ。衣装ももう使い物にならないかもしれない。

　とはいえ元々錬金術の実験に明け暮れてきたアンジェリンだ。髪の毛の端はしや爪を焦がしたり、あちこち切ったり、指を挟はさんで腫はらしたりは、珍しいことではなかった。

（こんなものは三日もあればすぐ治る。酷ひどかったのはウィルのほうだ。ぼろぼろになって、ものすごく冷たい目をして。──彼が『戦う』というのは、ああいうことなんだな）

　ウィルのことを思い出すと、アンジェリンは無性に悲しくて仕方がなくなる。

　勝手に涙があふれ出し、零こぼれていく。傍はたから見たら一体どんなふうに見えるのだろう。一国の王女が、みっともないと思われるだろうか。ウィルは王女らしくないと怒るだろうか。

　けれど一国の王女だって人間なのだ。

　好きなひとが怪け我がをすれば悲しい。

　好きなひとが殺気を漂ただよわせているのも、悲しいことなのだと知った。

　侍女はアンジェリンの涙を見て見ぬふりで、彼女の服を脱がせて体を固く絞しぼった布で拭ふいてくれた。

　全自動式の工場に放りこまれたみたいに、アンジェリンはいつの間にやら長い白金髪プラチナブロンドをぬるま湯で洗われ、ガウンに着替えさせられて、自室の暖炉の前に座らされる。

　蒸じよう気き暖房ではなくて、暖炉だ。ブラッキアリでも貴族はまだ古風な暮らしを愛している。

「本当にねえ。誘拐だなんて……恐ろしいことでしたわね」

　侍女が囁きながらアンジェリンの長い髪を梳すいた。

　暖かな暖炉の熱が、じんわりとアンジェリンの手足を温める。でも、その熱はちっとも心臓にまで届かない。冷えた心臓は薄ぼんやりとした不安にずっと打ち鳴らされている。

　──このまま眠ることなんかできないよ、と心が囁く。

　──誘拐だなんて噓。お前はお前の意思で出ていった。そしてお前の友達はふたりとも酷い目に遭った。お前ひとりが温かな寝床で休むことなんかできない。

　他人がいくら許してくれても、お前がお前を許さないから。

「……地下に行く」

　ぽつりと言って立ち上がったアンジェリンを、侍女はぎゅっと眉根を寄せて見上げた。

「アンジェリン様、今日はお疲れになっていらっしゃるのでしょう。お茶を一杯お持ちしますから、それを飲んでどうかお休みください。……アンジェリン様？」

　侍女のありがたい申し出を背中に聞きながら、アンジェリンは勝手に自室を出てまっすぐに地下へと向かった。

　アンジェリンは錬金術以外に趣味を持たない。

　錬金術の実じつ践せん室しつがなければ結局、どこかの部屋を錬金術の成果物で埋めてしまう。

　そんな事情は身の周りのひとはみんな知っているから、この館では地下の一角が丸ごと実践室にあてられていた。

（明かりはついていない。陛下も兄上も、やっぱりここを使ってはいないのか）

　アンジェリンはガウン姿で真っ暗な地下室に入り、手て探さぐりで壁についたガス灯の明かりをひねった。無機質な白い光でぼうっと照らし出されるのは、大きな台所みたいな部屋だ。

　いくつかの石積みの炉と、様々な道具が置かれた長い作業台が二本。

　壁にびっしりともうけられた棚、硝子ガラス戸どのついたケース、小さな引き出しだらけの標本箱。

　そして部屋の隅には、アンジェリンの杖が立てかけられている。

　てっぺんには、見慣れた梟ふくろうの剝はく製せいがちゃんとくっついていた。

「エルネスト」

　彼の名を口にすると、やっと少しだけ顔のこわばりがほどけてくる。

　今は剝製そのものの冷たい梟を杖ごと抱きかかえ、アンジェリンは作業台の前の椅子に腰掛けた。途端にどっと疲労が体に回って、小さなため息を吐つく。

「……静かだな、エルネスト。私が実験に夢中になりすぎたとき、お茶の時間を知らせにきてくれるのは、あなたの役目だったけれど。今は、誰も追ってもこない」

　こうしていると、孤独と静せい寂じやくがじんわりと浸しみてくる。冷えきった実践室に響くのは、ガス灯のじりじりいう音だけ。昔はこうしているのが好きだった。暗くて乾いていて、適度に狭い部屋にこもって、たったひとりで錬金術と戯たわむれているのが大好きだった。

　でも、今はさみしい。苦しい。

　もう昔には戻れない。

「……ずっと、何かおかしいような気はしていたのだ。みんな、私に隠していることがあるんだと、気づいてはいた。でも、それを問いただすことをしなかった。何が真実で、何が偽りか。確かめることがなんとなく怖かった。……私は、甘えすぎていたんだな。ずっと夢をみていたんだ。──ひょっとしたら、生まれたそのときから、ずっと」

　ひと言ひと言、自分に傷をつけるように、アンジェリンは静かに囁いた。

　そして、そんな彼女の横に、エルネストはいた。

　梟の中に入っていない、ただの幽霊として。アンジェリンに寄り添って立っていた。

「夢ではありませんよ、アンジェリン様」

　いつもの従僕姿で、エルネストは優しく言う。

　誰かを騙だますためではなく、心の底から相手に優しくしたいから、優しい声を出す。

　その声が望むひとに届かないとしても、彼は続ける。

「もしも生まれたときから夢をみていたのなら、その夢があなたの人生です。そしてあなたに出会えたのは、わたしにとって素晴らしいことでした。まるで奇跡みたいなことでした。たとえすべてが夢の中の出来事だったとしても、その気持ちは揺らぎません」

「私にはなんの取り柄もない。世間知らずで、駄目な人間だ。友達を面倒に巻きこんでばかり」

　アンジェリンの独り言が、まるで自分の言葉に答えてくれたかのようで、エルネストは笑みを深める。優しくて綺麗で、まだ『少女』にすらなりきっていないアンジェリン。

　美しくないものばかり見て育ったエルネストが見つけた、かけがえのないひと。

　彼はそっと指を伸べて、彼女の髪を撫なでながら言った。

「それも才能です。あなたに巻きこまれるひとは、あなたに巻きこまれたいんだ。夢をみたいんだ。みんな、望むように生きるのです。だから、夢をみたいひとにはみせてあげればいい。──あなたは、あなたの心のままに生きるといいと思います」

　アンジェリンはなおもしばらくじっとしていたが、やがてぽつりとつぶやく。

「エルネスト。あなたは、私を、友達だと思ってくれていたか？」

「……友達」

　わずかに言いよどみ、エルネストは宙に視線をさまよわせた。

　なんとも複雑な気分だ。生前のあの気持ちを、友情と表現していいものだろうか。

　アンジェリンの菫すみれ色いろの瞳にまっすぐに見つめられるたびに、その瞳が微笑むたびに、自分を求めて彼女が小走りにやってくるたびに、名を呼ばれるたびに、エルネストの心臓は躍おどり、指は震えて、視線は釘付けにされた。

　アンジェリンの細い体を抱きしめたくてたまらなくて、でも触ふれたら優しい時間が終わってしまうのもわかっていたから、幾いく晩ばんも柄がらでもない葛かつ藤とうを重ねたあげくに決意した。

　生まれて初めて、『好きな相手に触れない』という選択をした。

　おかげでアンジェリンと一緒にいた時間は、ずっと死にそうに苦しかったのを覚えている。

　とてつもなく幸福なのに、胸に詰められた熱いもので徐じよ々じよに焼かれていくような気持ち。

　あのときのしあわせを表す言葉を探して、結局エルネストはちょっと剣けん吞のんな台詞を選ぶ。

「──わたしは、あなたに殺されるならしあわせでしたよ」

　エルネストが囁くと、アンジェリンはまたもや黙りこんだ。

　ガス灯がじりじりという音が耳につく。

　こんなときにウィルがいればな、とエルネストは思う。

　エルネストはウィルが嫌いだ。彼の妙な回りくどさを見るといらいらする。

　けれど、今この場には、彼のすっとぼけたところが必要なように思った。ウィルならきっと、アンジェリンを追い詰めずに場をなごませることができる。

（なのに、あれもジュリアスに壊されてしまった。何が《騎士》だ。主あるじの危機のときに死んでどうする。いっそ根性を出して、幽霊にでもなって出てくればいいものを。無責任な奴）

「ウィルがな」

「はい？」

　唐とう突とつにアンジェリンもウィルの話を始めたので、エルネストは少々面食らって聞き返した。

　アンジェリンはぼそぼそと言う。

「すごく、優しいひとで。あのひとは、すごいと思うんだ。生まれもけして裕福ではなくて、戦争に出て、酷い目に遭って……でも、言葉ですら誰も傷つけたくないとか。普通言えない。いや、私は普通というのを知らないから、この言い方はおかしいのだろうが……とにかくウィルは優しい。私は《騎士》である彼を利用しようとしたのに、《騎士》ではない人間としてつき合ってくれるというし、嫌いな戦いを買って出てまで守ってくれるし、どうでもいいときには文句たらたらでも、いざというときには文句を言ったためしがないし」

（……錬金術以外のことでこんなに喋るアンジェリン様というのも珍しいな）

　いつかのウィルとまったく同じことを思って、エルネストは瞬まばたく。

　アンジェリンは一度言葉を切ってから、ゆっくりと背を正して続ける。

「もし、あのウィルが私を殺すようなことがあるなら。それは、私が死んだほうがいいような、駄目な人間になったときだと思う。私は彼になら殺されてもいい。これって、友達だな？」

（覚えていてくれたのか、あの、『友達』の話）

　エルネストは驚きと喜びと、同時に淡い後悔を覚えてアンジェリンを見つめた。

　彼女の顔は、エルネストの記憶にあるどんなアンジェリンの表情よりも凜り々りしく、大人びている。何かを自分で決めた顔だ。エルネストがなんと答えようと、もう関係ないのだろう。

　──きっと今、彼女はウィルのことを考えている。

　そう思うと、エルネストは胸の奥がかっと熱くなるのを感じた。もう体なんてないのに、このもどかしさは生きているころとまるきり同じだ。

（何をどう間違っても、わたしの指は彼女に届かないんだな）

　苦しみで少し指が震える。

　彼は苦い笑いを浮かべてから、その指を自分の心臓の位置に当てた。

　優雅な会え釈しやくをして、彼は囁く。

「それは確かに、友達かと思われます、殿下。わたしは彼に殺されたいとはさっぱり思いませんが、彼はひねくれているようでわかりやすく、変わっているところもありますが誠実で、一般的に友達にするにはお勧めの類たぐいの人間かと」

「──友達のことは守らなくてはいけない。多分、私にはできると思うんだ」

「と、申しますと？　失礼ながら、ウィルはもう死んだ人間です。いわゆる復ふく讐しゆうなどをなさるのもひとつの道ですが、あれは泥どろ沼ぬま化かしやすいのが難点でして」

　顔を上げてエルネストが言ったとき、不意に扉を外から叩く音がした。

　アンジェリンがぎょっとして立ちあがる。

「誰だ？」

「ジュリアスだ。開けなさい、アンジェリン」

　あくまで優しい兄の声に、エルネストは腹の底から苦く熱いものがあふれてくるのを感じた。ジュリアス、あの暗いさげすむ瞳でエルネストを、ウィルを殺した男。

（今更何をしに来た）

　エルネストはとっさにアンジェリンの前に出ようとして、そのことになんの意味もないことを思い出す。今、アンジェリンを守る者は誰もいないのだ。

　扉はまだ淡々としたノックの音を伝えてくる。

「アンジェリン。お前にお客様だ。出ておいで。帰ってきて早々で悪いが、また出かけてもらわなくてはならない」

「客ですって？　こんな夜中に？　冗談じゃない、どうせまたろくでもないことを企たくらんでいるに決まっている！　アークイラ遺跡でだって、あなたはウィルは殺したくせに、アンジェリン様を追ってきたブラッキアリの数すう秘ひ術じゆつ師したちはとっとと逃がしてしまった」

　罵ば倒とうの言葉を吐き捨てて踵きびすを返し、エルネストは意識を集中して作り物の梟に乗り移った。

　ちょうどそのとき、アンジェリンが真剣そのものの顔で梟を両手で挟み、至近距離で囁きかけてくる。

「……エルネスト。これから私が言うことをよく聞いてくれ。そして、私がこれから大急ぎで作るものを指定の場所に届けるんだ。いいな？」

　怖いほどの気迫を感じ、エルネストはただただうなずく。

　沈黙するエルネストを見つめ、アンジェリンは囁いた。

「いいか。……ウィルはまだ、生きている」
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　なんだか長い夢をみていたような気分だ。

（ここ、どこだ）

　とある美しい夕暮れの中、ウィルはひとりたたずんでいる自分を見つけた。

　優しい風がどこかから潮しおとレモンの香りを運んでくる。

　痛む首をのろのろと動かして空を見上げると、そこには薄紫に染まった雲がいくつも浮かんでいた。ここは空気までもがのんびりした海辺の町だ。

　視線を引きずりおろせば、目の前には見慣れた玄関がある。

　数段の階段の上に、緑色の扉。

（俺の下宿、だよな。帰ってきたのか。でも、一体どこに行ってたんだっけ？）

「……あんた？　役立たずのウィルじゃないか」

　脇から声がかかったので、ウィルはぼんやりとそちらを見やった。

　似合わない花柄のドレスを着たシャーロット嬢が、買い物籠かご片手にたたずんでいる。

　彼女はウィルを頭のてっぺんから足のつま先まで見渡すと、彼の腕をがっしとつかんで扉の中に引きずりこんだ。

「まったく、どっかで穴にでも落っこちたのかい!?　すっかり汚れてきて……ああ、そこの敷物でちゃんと靴の泥を落としな！　そんでその後風呂だよ。あんたがいなくなってからボイラー室の調子が悪くてたまんないよ。さあ、とっとと部屋へ行って着替えを取っておいで！」

（俺の知ってる、優しいひと。そうか、ここが俺の家か）

　ウィルはまだ夢うつつの朦もう朧ろうとした意識を引きずり、狭い階段を上のぼって屋根裏部屋へとたどり着く。そこが自分の部屋であることは、体が覚えていた。

　今までは、たったひとりで行軍してきた気がする。赤黒い荒野に変わった土地を、延えん々えんとひとりで。友達にも、敵にも遭あわないように祈りながら、サーベルを片手に歩いてきた。

　……いや、違う。これは何年か前の記憶だ。

（戦争は終わったんだ。その後は、小説を書いて、それが結構売れて、幸せな結婚をして……って、あれ、これは妄もう想そうだっけ）

　どうにも思考がまとまらない。何が本当なのかよくわからない。

　とにかく大切なのは、戦争が終わったことだと思う。自分はもう戦う必要はなくなって、好きなことをして生きていいのだ。

　小説を書くんだ。くだらない、誰も傷つけない小説を。

　そうして、誰にも深く関わらずに生きていく。

　誰を殺すことも愛することもなく、死んだように生き続ける。

「……おかしい。それってほんとにしあわせか？」

　ウィルは自分で自分の言葉にぎょっとして、軽くこめかみを叩いた。

　確かにそんな生き方を目指していたこともあったが、それは今ではなかったような気がする。何か、大切なことが記憶から抜け落ちている。

　ウィルは記憶を取り戻す手がかりになりそうなものを探して、ぐるりと部屋を見回した。

　ありふれた寝台に衣い装しよう櫃びつ、机と椅子。なんの抵抗もなく視線は流れていき、ふと、ラジオのところでひっかかった。

「……ニュース。今日が何日かくらいは、わかるか」

　口の中でつぶやきつつ、とにかくラジオに歩み寄ってスイッチをひねった。

　すぐに、いかにもな機械音がラッパ形スピーカーから飛び出す。

『おはよう。アーリンガム卿きよう。こちらはアンジェリンだ』

「あ……！」

　ウィルは思わず息を吞んだ。アンジェリン。そう、アンジェリンだ。

　その名前が強烈な印象を脳裏にひらめかせる。人形のような彼女の美び貌ぼうと鈴すず蘭らんの香り。列車の上、夕暮れを背景に悲しげに笑っていた彼女。ウィルを友達と呼んだひと。家族にはろくに相手してもらえず、数秘術師連中には追われて、唯一友達だった従じゆう僕ぼくは死に、それでも曲がることのなかったあの笑顔。

「なんで離れたんだ、俺」

　記憶と共に焦燥感がどっと甦よみがえってきて、ウィルは全身から血の気が失せるのを感じた。

　気絶する前、最後に残っている自分の記憶は、一体いつのものだろう。

　巨大な地下空間……アークイラ遺跡の地下のようだ。確かブラッキアリの女数秘術師がいた。そして、ウィルをひと言で打ち倒した、冷たい声の男もいた。

　どちらもアンジェリンの味方とは思えなかった。

　なのに自分はアンジェリンから離れてしまった。無力な少女を銃の前でひとりにした。

　自分は戦えるのに。ひとを守る力があるのに。もう関わってしまったのに。

　──俺はまた、半はん端ぱなところで逃げたのか。

　絶望で頭がくらくらする。

　ウィルが眩暈めまいに耐えかねて頭を抱えたとき、頭上で硝子ガラスの割れる派手な音が響いた。

　ぎょっとして見上げた彼の顔面めがけ、巨大な羽毛つきの球たまのようなものが飛来する。

　ウィルは《騎士》の反射神経で、とっさにそれをはたき落した。

「っ……！　いきなり何をするんですか、あなたは！　相変わらず無礼にもほどがある。わたしは球技の球ですか!?」

　二回大きく跳はね上がった後、体勢を立て直した球体──もとい、梟は、羽ばたきながら床を移動したかと思うと、げしげしとウィルの足を蹴りつける。

　妙に人間らしい所しよ作さと美声に、ウィルはゆっくりと目を瞠みはった。

「お前、エルネスト！　無事だったのか！」

「それはわたしの台詞です！　完璧に死んだような倒れ方をしたくせに、何をのうのうと下宿まで戻ってきているんです！　さんざん捜しましたよ！」

「それは俺が俺に訊きたいよ！　なんなんだよなあ、無意識に家に戻ってくるって。犬じゃあるまいし、能天気にもほどがある」

　エルネストが無事だったことが妙に嬉しくて、ウィルは少し早口で言って梟を抱えあげた。

　エルネストのほうは、いかにも不満そうにじたばたしながら叫ぶ。

「犬だなんて上等すぎます。あなたは地を這うものか、海の底でのたうつ類のものに譬たとえられていればいいんです。この、根暗の怠け者が！　放しなさい！　そうしてとっととその体をわたしによこすんです！」

「え？　体？　なんでまた」

　ウィルがきょとんとして訊くと、エルネストは黄色い梟の目をきらめかせた。

「『約束』をお忘れですか？　あなたが悠ゆう長ちように寝ている間に、アンジェリンがさらわれました」

　アンジェリンが、さらわれた。

　いきなりの衝撃的な言葉がぱっとウィルの頭にかかった霧を吹き払い、面白いくらいに思考が鮮明になった。ウィルは瞳を鋭くしてエルネストを見つめ返す。

「誰に！」

「例の黒服どもです。ブラッキアリの数秘術集団ですよ」

　梟はこの上なく真剣な口調で言ったかと思うと、急にぴたりと動きを止めた。

　代わりに、屋根裏の薄闇ににじみ出すようにして、人間形のエルネストの姿が現れる。青いほどに白いエルネストの顔は真剣そのものだ。

　エルネストは、灰色の瞳を静かに光らせて低く言った。

「アンジェリンはアークイラ遺跡から、一度兄君によってお屋敷へ連れ帰られました。ところが、その夜のうちにさらわれたんです。『客だ』と言って招き入れられた男にね。国王陛下は止めるどころか部屋から出てこないし、誰もが知らないふりです。誘拐犯は玄関から入って、玄関から出ていった」

「……なんだ、それは。コローニア王室と、ブラッキアリの数秘術集団の間に何かの取引があったってことか？」

　腹の底からじわりと怒りが湧わきあがり、ウィルは表情を険けわしくする。

　彼の問いに、エルネストは少し思案げに答えた。

「おそらくはそうでしょう。あの誘拐犯、どこかで見たような顔でした。直接の知り合いではないような気もしますが……」

「じゃあ、俳優とか、政治家とか？　数秘術集団っていったって、あんな気合の入った武装をする奴らだ。かなり大物の出資者がいるはずだし、多分表向きは別の団体になってるだろ」

「……すぐにはわかりません。さすがに黒くろ眼め鏡がねはしていましたし。とにかく、アンジェリンは船に乗せられて海の上です。逃げるにせよ、死体を沈めるにせよ、船上での監禁は都合がいい。相手は本気です。一刻の猶ゆう予よもありません。さ、覚悟はいいですか？」

　そう言って手を伸べてくるエルネストは真剣そのもので、ウィルは慌てて後ろへ下がった。

「だから、待てって！　確かにアンジェリンのそばにいられなかったのは悪かったけど、俺はお前との『約束』とやらを認めた覚えはない！」

「非常時ですから、細かい手順は省略します。あなたはせいぜい気持ちを穏やかにしていなさい。痛くはないはずです」

「そういう問題じゃないだろ……！　俺はまだ生きてるんだ。俺が行けばいい話だ」

　ウィルが言うと、エルネストはごく真剣に眉根を寄せた。

「無理です。確かにあなたの戦闘能力はすさまじい。しかし、力はただの力です。使う側の意志こそが大事だ。ここからは敵の本拠地に乗りこむことになる。不ふ殺さつなんてことを言ってはいられなくなりますよ。英雄だのなんだのと、大たい義ぎ名めい分ぶんに飾り立てられた殺ししかやってこなかった人間には、無理だ」

「……お前」

　うすうす気づいていた相手の正体がはっきりした気がして、ウィルはつい言葉を切った。

　エルネストはじっと揺らがず、ウィルを見ている。

　普段は生せい気きに満ちて輝いている瞳が、今はひどく暗く見えた。灰色の瞳の奥に、ぽっかり穴がある。黒いわけではなく、ただ、暗い。なんの感情も読み取れない。

　それは安あん穏のんと生きてきた人間には、一生持つことのできない瞳だ。

　痺れるほどに冷えきった気配をまとって、エルネストは囁く。

「わたしがやって差しあげます。人間同士だって獣けもの同士とそう違うとは思わない。互いに血まみれで食いあって、強い者が生き残るのです。綺麗事は恵まれた者同士でしか通じないお遊びだ。わたしは綺麗事など知りません。だからわたしはためらわない。後悔もしない。少なくともあなたよりは、殺しに向いているでしょう」

　エルネストは一度言葉を切ると、かすかに唇だけで微笑んだ。

「代わってやるよ」

　いきなりの無造作な語りかけに、ウィルは驚いて彼を見つめ返す。

　エルネストもこちらを見ている。

　恐ろしいほどに邪悪な目なのに、悪意は少しもなかった。

　むしろ、彼は思いやりに近い感情を宿しているようだった。少年同士が約束するように手を伸べている。お前がやらなくていいんだ、俺がやるから。

　──俺はそんなことでは傷つかないから。

　そんなふうに。

（そうか。同じか、こいつも）

　ふと何かがひらめいて、ウィルはぽつりとつぶやいた。

「いい奴だな、お前」

「…………は？」

　ウィルの答えを聞くなり、エルネストは思い切り『意外』という顔になってその場に突っ立った。なんだろう、ウィルのような反応は予想していなかったのだろうか。

　そんなところがますます子供っぽく思えて、ウィルは困ってしまう。

　本当に、相手がただの悪党ならもっと話は簡単だったのだが。

「いや、だって、お前って見るからに悪党だし、言ってることもやってることもあからさまに『灰の家族』の構成員としか思えないけど、ちゃんと情に厚いじゃないか。──ありがとな」

　素直に礼を言うと、エルネストはますますその場に固まった。

　ぽかんとしてウィルを見つめていたかと思うと、急にむきになって声を荒らげる。

「何か勘違いしていますね!?　いいですか、わたしは本来、あなたがどうなろうとまったく気になどなりませんよ。腰抜けで、面倒で、変人で！　好きなところで好きなように死ねばいい！　力があるのに悲ひ嘆たんに暮れてばかりで、大嫌いだ！」

「うん。俺もお前のことは好きじゃない」

「……っ、だったら妙に甘いことなど言わないでください、まぎらわしい！」

　妙に必死なエルネストに、ウィルは軽く頭を搔かいて言う。

「甘かったか？　俺はお前のこと、好きじゃないけど嫌いでもないんだ。だってあの素すっ頓とん狂きような王女様に純愛して死んだって時点で嫌えない。あとはまあ……人殺しの肩代わりしてやる、って言えるようなところも、憧れるし。俺も昔、おんなじようなこと考えたことあったけど、結局やりきれなかったからさ」

　エルネストはウィルの台詞を聞くと、何度か何かを言おうとして失敗し、しまいには歯ぎしりしてうめいた。

「…………殺したい。本当に、殺したい」

「それは遠慮する。俺は一般人だから」

「わたしなどとは桁けたの違う人殺しが何を言うんです！　あなたは本当にわけがわからない。腰抜けなのか、無む謀ぼうなのか、ひとを煙けむに巻いているのか、いつも本音すぎるのか！　くだらない話はもう結構。とっとと決めなさい！　わたしにすべてを任せるのか、どうするのか」

　エルネストの叫びに、ウィルはふと真顔になる。

　そう、もう迷っている時間はないのだ。

「アンジェリンのところには、俺が行く」

　ぽん、と投げ出された言葉に、エルネストは厳しい顔でウィルを見つめる。

　一瞬、その瞳から零れる殺気がウィルの肌を震わせるほどに強くなる。

　しかしそれは本当に一瞬のこと。後は見る間に冷気が引いていく。

　彼はやがて失笑と共に視線を逸らすと、自じ嘲ちよう的てきな声音で言った。

「──まあ、こうなるでしょうね。……あなたが《騎士》で居続けるつもりなら、まずはその梟を解体しなさい。目は宝石ですし、中には精霊粉が入っています。宝石は換金して資金に、精霊粉は傷の応急処置に使えばいい。あの方は自分に危機が迫ったと思ったとき、この精霊粉をあなた用に調整なさったんですよ。すりこむだけである程度大気と反応するはずです」

　意外なほどにあっさりとしたエルネストの態度に、ウィルは緩やかに瞬いた。

　思ったよりあきらめが早い。それに、アンジェリンの用意周到さも意外だった。

「アンジェリン……そこまでやってから、さらわれたのか」

「そうですとも。そのうえ、列車内での整備のときに、彼女はあなたをこっそり改造したのだそうですよ。王族に命じられても、完全に壊れることはないように、ね。そうでなくては、あなたはアンジェリンの兄君に殺されていました」

　吐き捨てるようなエルネストの台詞に、ウィルは今度こそ驚きよう愕がくに目を瞠った。

（アンジェリンが、俺の枷かせを緩めてた？　一体、なんでだ）

　列車旅のときといえば、アンジェリンと知りあってすぐ後のことだ。そもそも共に過ごした時間はほんのわずかなものだが、だとしても早すぎる。

　あの列車旅で、一体彼女に何があった？

　懸命に記憶を探さぐると、最初に出てくるのは夕暮れを背にしたアンジェリンの姿だ。

　彼女はあのとき、やけに嬉しそうに言った。

　──ウィルが友達になってくれるのが、不思議だ。そう言って、笑った。

　……友達。

（そうか。アンジェリンは、もうとっくに、俺のこと信用してくれてたのか）

　やっと様々なことが腑ふに落おちて、ウィルはぽかんとその場に立ちすくむ。

　ウィルは今まで、アンジェリンの無防備さを少し不思議に思っていた。彼女は誰にでも、そうやって我が身を預けてしまうのだろうと思っていた。それをどこか悲しいとも。

　けれど、それは間違いだった。そんなはずはなかった。

　アンジェリンはウィルが友達だと思うから、信じているから、すべてを預けてくれたのだ。

　そしていざというときには、ちゃんとウィルを助けてくれた。

　彼女自身の力で、助けてくれた。

（俺なんか、ろくに彼女のこと信じられてなかったのに。手の届かない、綺麗な何かだと思って──友達ってのも、自分の気持ちが変なことにならないようにって思って言った、その場しのぎの言葉だったのに）

　酷い話だ。何が酷いかといって、自分が酷い。

　ばかだ。これはののしられても当然だ。

　ウィルは心の奥が苦く熱く震えるのを感じて、あらためてエルネストを見つめる。

　彼はゆっくりとウィルと視線を重ね、唇にうっすらとした笑みを乗せて囁いた。

「とっととそれを持っていきなさい。《騎士》殿」

　甘い声音で、エルネストはウィルの背中を押す。

　彼が妙にあっさり退ひいたのも、アンジェリンがウィルのことを信用して助けを呼んでいると知っていたからだろう。それでも、彼はきちんとここまで来てくれた。

（駄目だこりゃ。アンジェリンもエルネストも格好いいのに、ためらってたのは俺だけか）

　ウィルは困ったように笑って、くしゃくしゃと自分の髪をかきまぜた。

　もう、少しだって迷っている時間はない。自分がやるべきことはひとつだ。

「……よし。応急処置したら、出かけるか」

「港ですか？」

　間かん髪はつ容いれずに訊いてくるエルネストを見やり、ウィルは首を横に振る。

「いーや。まずは、お前の古巣からだ」
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「今日も平和に日が暮れる、か。……あのばか、まだ顔出しやがらねえな」

　海沿いのカフェで、黒眼鏡をかけたアルフォンソは柄えつき雑ぞう巾きん片手に窓から外を見ている。

　店内に客の姿はなく、窓の外では夕日がぐんぐん海に向かって落ちていくところだ。

　アルフォンソの独り言は、戯たわむれるように適当に続く。

「ひょっとして刺激が強すぎたかな。思ったくらいの働きはしやがったみてーだけど、正しよう真しん正しよう銘めいの《黄金の騎士》なんだから、もうちょっと頑張ってもよかったような気もするぜ。……どうかな。単に俺があいつに期待しすぎか？」

「しすぎだよ、アルフォンソ」

　いきなり耳元で声がして、アルフォンソの喉のどに冷たいものが当たる。

　アルフォンソは黒眼鏡の奥で目を見開き、その場に棒立ちになった。

（おかしい。今まで、なんの気配もしやがらなかったぞ）

　そう考えてから、ふと自分の考えのくだらなさに気づいて彼は失笑した。《黄金の騎士》相手に気配を察知して先手を取ろうなどと、そんなことを考えるほうがばかだった。

「いよう、英雄。ついさっき言ったことは撤てつ回かいする。ずいぶんやる気出しやがって、一体どっから入りやがった？　やっと夢と妄想から目覚めたか？　ついでにみずみずしい初恋でも経験したってとこなら、祝ってやらなくもねーぜ」

「初恋どころか、本当に一回死んで生き返ったよ。ちなみにお前の首に俺が突きつけてるのは、そこらへんにあったフォーク。こんなもんでもひとは死ぬから、できればさらっと答えてほしい。──お前たちはどういうつもりで王女を俺に仲介した？　エルネスト・コペルティーニっていう男を知ってるか？」

　淡々としたウィルの口調は以前とまったく同じようだが、どこか骨の髄ずいに沁しみてくるような迫力がある。

　こりゃほんとにフォークで殺されちまうかな、と少しだけ愉快に思いながら、アルフォンソは薄ら笑って首をひねった。

「さーて。俺だって世界のすべてを知ってるわけじゃねーからなあ」

「じゃ、知ってる奴のとこ連れてってくれてもいいぞ。『灰の家族』の親分のとこ」

（あ、もうそこまで勘かんづいてやがるのか）

　アルフォンソは大急ぎで頭の中で損得計算を始め、弾はじき出した結果に従って心を決める。

　彼にとって世の中は大抵、足し算と引き算でどうにか片がつく程度の単純さだ。

「勘かん弁べんしてくれよ。俺は『灰の家族』の奴らんとこに、こっちから顔出すのは禁止されてんだ。そんなことしたら俺が本気で殺されるぜ」

「そりゃ大変だなあ。でも、黙ってても俺に殺されるけど」

「だーから、知ってることは全部喋るって言ってんの。エルネストだろ？　そりゃー偽名だぜ。本名は誰も知らない、ただ、あいつは『灰の家族』の中では知らねえ者はいねーような、ま、いってみりゃ悪党の英雄だった。『灰の家族』を裏切った悪徳警官を殺したり、証拠ひとつ残さないで銀行襲ったり、武器とかなんとかの商売のときもうまーく役人どもを使ったり切り捨てたり、伝説は数知れず。頭も顔も腕もいいって評判だった男だ」

　少々緊張気味の早口でぺらぺら喋り、アルフォンソはウィルの様子をうかがう。

『灰の家族』の振るう暴力や暗い取引を通してひとの心に親しんだアルフォンソにも、どうにもウィルの心は読みにくかった。なんというか、彼はとらえどころがないのだ。

　金でも女でも権力でも名誉でもなびかないうえ、いつ死んでもよさそうだ。

　あげくにばかでもない男となると、これは本当に動かしにくい。

　ウィルはしばし黙りこんだ後、さっきより少し気の抜けた声で言う。

「そりゃまた、思った以上のド悪党だな」

「ド悪党は、この業界じゃ褒ほめ言葉だぜ。王女様からあいつの話でも聞いたか？　エルネストは『灰の家族』の大ボスの命令で、コローニア王家のブラッキアリでの隠れ家に潜入してな。そこでうっかりアンジェリン王女に惚ほれて、ぐずぐずしてるとこを上のジュリアス王子にずどん！　ってやられて死んじまったってわけよ」

　この辺りは特に秘密でもなんでもない。アルフォンソはあっさりと喋ってしまう。

　ウィルは黙って聞いていたが、口を開くなりちょっと妙なことを言った。

「なるほど。死に際ぎわのことは聞いてなかったけど、仲が良かった、ってのは王女に聞いた。っていうか今気づいたんだけど、エルネスト本人がここにいるんだから、エルネストがお前と話した方が通りがいいよな」

「本人だ？　なんだ、それって幽霊ってことか？　こんなときまで妄想話か。好きだねえ」

　わけのわからない話はとにかく笑い飛ばしてしまえ、とばかりにアルフォンソがへらへらすると、首筋からフォークが離れる。

　助かった、と心底ほっとして、アルフォンソはウィルのほうを振り返った。

　途端に、その額ひたいに銃口が突きつけられる。

　一瞬頭が真っ白になり、アルフォンソは目の前に立つ青年をまじまじと見つめた。

（やばいな。こいつ、銃なんて使ったっけか？）

　記憶をひっくり返してみても、ウィルが銃を使っていた覚えはない。

　生なま身みだったころは違ったかもしれないが、アルフォンソが見た限りでは、超ちよう硬こう度どサーベルが彼の扱うほとんど唯一の武器だった。

　しかし今ウィルは、まったく別人みたいな甘い笑みを浮かべて回転式拳銃をアルフォンソの額に突きつけている。

　まったく別人みたいな──しかし、どこか見覚えのある笑みで、彼は言う。

「そうでもありませんよ、アルフォンソ」

「──お前……？」

「お久しぶりです。相変わらず上う手まく立ち回っているようですね。現役の『灰の家族』だったころからその場しのぎのご機嫌取りばかりで、気に食わない男でしたが。大ボスの怒りを買ってもその程度の罰ばつですんだんですから、それはそれで才能だ。それにしても、カフェの店主が勘かん定じよう台だいの中にこんな銃なんか隠しているというのはいただけませんよ」

　流れるような弁舌も、いつものウィルのぼんやりぼそぼそした喋りとはあまりに違う。

　ウィルの顔に記憶の中のエルネストがかぶって見えて、アルフォンソは自分の中の常識がぐちゃぐちゃにかきまぜられるのを感じていた。

　冗談にしてはあまりに性た質ちが悪い。

　大体ウィルはエルネストを知らないのに、どうして彼の真似ができるのだろう？

「ウィル……エルネスト？　おいおいおい、なんなんだ、こりゃあ。お前、何が、どうなってやがる」

　柄にもなく引きつり、うろたえるアルフォンソの様子に満足したのか、ウィルは──いや、ウィルに乗り移ったエルネストはひとの悪い笑みを浮かべて囁く。

「地獄の門で待っているほど、わたしはおとなしくなかったということです。──聞きなさい。わたしは『灰の家族』の大ボスのことは信頼していました。彼はこの国の腐った政治家よりはブラッキアリの国民ひとりひとりのことを考えていると思っていましたしね。だからアンジェリンに取り入って誘拐しろ、という仕事も理由も訊きかずに受けたんです。ですが結局わたしは正体がばれてジュリアスに撃たれ、アンジェリンは数秘術師どもに誘拐された。これはどういうことです？　あなたなら、事情は知っているんでしょう？」

（こりゃ、ほんとにウィルじゃねえ。『灰の家族』の内部のことを知っていやがる。わけがわからねーが、エルネストが地獄の門から引き返してきたとしか思えねえ）

　理屈はともかく、アルフォンソの感覚は目の前にいるのがエルネストだと告げている。

　生者相手ならどんな難物とも取引ができるつもりのアルフォンソだったが、死者を相手取るなんてまったくごめんだった。

　彼は真剣に相手の目を見つめ、おそるおそる口を開いた。

「……本物だな。わけがわからねーけど本物だよな、お前。──いいか？　戦後はこの国も権力争いでぐだぐだしてるのは、お前も知ってんだろ？　『灰の家族』の大ボスは現状を維持したいのに、ブラッキアリの数秘術師どもの元もと締じめの野郎はまた戦争を起こしたいんだよ。また英雄になりたいんだ。戦争に勝って、英雄になって、自分たちがこの国を支配したいんだ」

「一体どこのばかです、それは」

　冷えきった瞳で訊くエルネストに、アルフォンソは少しだけ詰まってから告げた。

「──リナルド。リナルド・ピサノ。貴族出身だけどプロパトリア共和国に留学したばりばりの数秘術師で、戦争の英雄だ」

「リナルド。……ああ、町中にポスターが貼ってありましたね」

　意外と納得が半々に交じった調子でエルネストは答え、自分の記憶を探る気配を見せる。

　アルフォンソは、とにかく早くこの会話を終わらせたい一心で続けた。

「リナルドは最初からコローニア王族を暗殺しようと狙っていやがった。このままじゃ本気で第二次数秘戦争が起こらないとも限らねえ。それで『灰の家族』は極端な政変を防ごうと、あんたとか、ウィルとか……いや、ウィルもあんたなのか？　まあいい、とにかくアンジェリンを守ろうとしてたってわけさ。結局王家の身内の裏切りで駄目になっちまったくせえが」

　この件に関して知っていることはおおかた吐き出してしまい、アルフォンソは軽く安あん堵どの息を吐ついた。

　エルネストはまだしばらく鋭く瞳を光らせていたが、不意に銃を下ろすと、なんともいえないあいまいな表情になる。

「喋ってくれたのはありがたいけど、駄目になったかどうかを勝手に決めるなよ」

「……あれ、今度はお前、ウィルか。どうなってやがる」

　くるくる雰囲気の変わる相手に、アルフォンソは半分あきれて訊いた。

　ウィルは手にした銃を眺め、肩をすくめて言う。

「平たく言うと、俺とエルネストは今、比較的仲がいいんだ。だからたまに乗っ取られてやってもいいかなって思ってる。本人にそう言うと猛烈に怒られるだろうけど。──うん、とっても怒られた。あなたなんか大嫌いです、だって」

「ほー……そーかそーか。死人と友達ってのは、想像だけでもしたくねーな」

　目の前で起こっていることをどう受け止めていいのやらよくわからず、アルフォンソは投げやりに言って遠い目になった。

　ウィルはそんなアルフォンソを眺め、少し苦笑して身を乗り出した。

「別に死人はそんなに怖くないぞ。怖いのは生きてる人間のほうだ。さーて、アルフォンソ。楽しいお仕事の時間だ。俺の依頼、聞いてくれるな？」

　気軽な言い方が、さっきのエルネストより得体が知れないぶん気味が悪い。

　これはもう逆らっても無駄だな、と最後の抵抗の意志を投げ出して、アルフォンソは首を横に振った。

「ウィル、お前、ほんとにすっかり怖い男になっちまいやがったなあ」

「生きてるうちはしょうがないさ。背負っているものがあるうちは、たまには怖い人間にもなるよ。──ってことで、アルフォンソ。この宝石で、改めて、錬金術の《騎士》用装備を揃えてくれ。できるだけ早急に頼む。俺はやっぱり、銃よりあっちのほうが向いてるわ」

　そう言って、ウィルはアルフォンソの手の中にふたつの大きな黄色い宝石を転がした。
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　夜の海は静かだ。巨大な客船ともなれば揺れも少ない。

　乗っている身からすれば、貴族の館と大して変わりはなかった。

（しかし、一体どうしてこんなことになったのだろう）

　朦もう朧ろうと考えるアンジェリンの目の前で、男はクリスタルのグラスにシェリーを注ぐ。

「君は、アルファーの交こう響きよう曲きよくは好きかね？」

　アンジェリンはのろのろと視線を男に向けた。

　彼女のところからは後ろ姿しか見えなかったが、後ろ姿ですらも完璧な男だ。

　きっちりと後ろへ流された白髪、広い肩幅、いかにも貴族出身らしい、たくましさと繊せん細さいさの入り交じる長身。

　幅広のベルトで腰を絞しぼった真っ黒な軍装は、ブラッキアリのものに近いが少し違う。

　彼を飾り立てるために作り替えられ、すべてを数すう秘ひ術じゆつ師しの黒に染められていた。

「──……」

　アンジェリンは彼に答えようとしたが、喉のどから声は出ない。

　全身がひどく疲労していた。強い光で目がちかちかして、嫌な頭痛が神経をさいなむ。

　この船のホールにあるもののすべてが、彼女にとっては苦痛だった。

　ダンスパーティーでも開けそうなほど広い空間に敷かれた真っ赤な絨じゆう毯たん、天井から吊られたシャンデリア形の明かり、壁にかかった古典調の絵画、安っぽい神殿風の真っ白な柱。さらには自分に着せられた真っ白なドレスも目に痛い。

　ここに引きずり出されるまでの間、ほとんど完全な闇の中に放りこまれていたせいだろう。目がすっかり弱ってしまっている。

　そんなアンジェリンの様子など気にもせず、広間の真ん中にぽつんと立った男はグラス片手にやけに情感をこめて語った。

「アルファーは戦時中には率そつ先せんして戦せん意い高こう揚ようの音楽を作った。それを非難する者もいるが、彼らは感傷的に過ぎると思うよ。戦争の悲惨さばかりを強調するのは誤りだ──ともね」

　やがて彼は、舞台上の役者のように華麗に振り返る。

　かつん、と軍ぐん靴かが鳴り、シャンデリアが彼の片眼鏡モノクル型の数秘術師の眼鏡を輝かせる。

　精せい悍かんで品のいい顔に自信たっぷりの笑みを浮かべ、リナルド・ピサノは囁ささやいた。

「戦争は常に、英雄的な行為であるべきだ。どう思う？」

（まるで、国こく威い発はつ揚ようのポスターそのままのひとだ）

　でも、アンジェリンはブラッキアリの国民ではない。

　戦争について知っていることといえば、歴史上の戦争とウィルのことだけだ。彼女は囁く。

「……英雄的な戦争があり得たとすれば、それは数秘戦争の前までだろう。私の友人は数秘戦争の英雄と呼ばれていたが、本人は悔やんでいた。新聞では騒がれていたけれど、本当は戦友にも気味悪がられて、つらかった、と。彼は優しいひと、だから」

「ほう！　いいね。さすがに箱入りの天才は違う。甘いことを言ってもいちいち品がある──芸術的だ。書き留めて革かわ装そう丁ていの本にして飾っておきたい！」

　リナルドは黒い革手袋をした指でアンジェリンを指差し、朗ほがらかに声を立てて笑った。

　そして急に笑いやめると、妙にこわばった顔でこめかみについた古傷をなぞる。

「新聞に作られた英雄、か。──フェリーチェ、おいで」

「お呼びでしょうか、閣かつ下か」

　リナルドの声に、ホールの隅すみにいた黒い軍服姿のフェリーチェが音もなく近づいてくる。

　彼女はリナルドの傍かたわらに立って彼を見上げるが、その位置はいささか近すぎた。

　ほとんど呼吸すら触ふれあいそうな距離なのに、リナルドも特にそれを注意するでもない。

　彼はただ鷹おう揚ように笑ってフェリーチェの頰を撫なで、フェリーチェはリナルドを見上げてその瞳を潤うるませている。

（恋人、なのだろうか？）

　そう見当をつけてみるものの、ふたりにはどうにも恋と言い切るには奇妙な雰囲気があった。

　リナルドはフェリーチェの頰に手を置き、かすかに震える彼女の唇に親指で触れて囁く。

「そろそろ王女様とお別れする時間だ。何か言うことがあるなら、言っておいで」

　お別れ、という台詞せりふがアンジェリンの体に残っていた体温を奪うばっていく。

　寒い。凍こごえる。後ろ手に縛いましめられた指はすっかり痺しびれて、ろくに動く気がしない。

（……情けない。ウィルは、銃で狙われてもあんなに動けたのに。私は、たかがこれくらいのことで──死を予告されたくらいのことで、こんなにもおびえて縮ちぢこまっている）

　せめてもっと胸を張ろうと思うのに、頭が混乱してくらくらする。どうして私が、という駄々っ子みたいな疑問だけが、体の中でぐるぐると渦を巻いて膨ふくらんでいく。

　一方のフェリーチェは、リナルドの言葉を聞いてもアンジェリンを見ようとはしなかった。ただ食い入るようにリナルドの顔を見て、恋というには切せつ羽ぱ詰つまった呼吸で言う。

「あたしがあの子に何を言うんですか？　閣下のご命令がなければ、触れることもないような子ですわ」

「では、彼女の言葉を聞いてあげなさい。仮にも王女様なんだ。必要なのは死そのものと死体だけとはいえ、それなりの儀式が必要だと、わたしは思う。さあ、行くんだ」

　リナルドに肩をつかまれて押し離されると、フェリーチェは一瞬泣きそうな顔になった。

　しかしすぐに視線をアンジェリンのほうへ向け、腰の銃帯に吊った回転式拳けん銃じゆうを抜く。

「──さっさと終わらせるわよ、姫君。リナルド様のご恩情で、遺言くらいは言わせてもらえるみたいだから、言ってみたら？　どうせ誰にも伝わらないけど」

　こちらに向いたフェリーチェの瞳が完璧に冷えているのを知り、アンジェリンは喉の奥がかすかに痛むのを感じた。

　喋しやべることなんかない。喋りたくもない。

　そう泣き叫んで言えたら楽だったかもしれないが、多分それは王女らしくない。

　アンジェリンは心の中で、必死にウィルの言葉を握りしめる。

　王女としての自覚。あなたは王女なのだ、それらしくふるまえるのだ。

　そうやって彼女を認めてくれたあの言葉。あの言葉を裏切ることはできない。

　だから懸命に考えて、口を開く。

「フェリーチェ……あなたは、あの遺跡で手に入れた結晶をどうした？　あれはほんの少量でなんにでも命を発生させられる《命の精霊粉》だ。死者を蘇よみがえらせることさえ可能なんだぞ」

「あれは捨てたわ。捨てたっていうか封印したっていうか、埋めた」

　あっさりと言われ、アンジェリンの思考は完全に停止した。

　少しして相手の言葉を理解すると、アンジェリンはそれこそ愕がく然ぜんとして聞き返す。

「捨てた……？　なぜ」

　その問いに答えたのは、アンジェリンではなく、背後のリナルドだ。

「錬れん金きん術じゆつは滅ほろびる運命にあるからだよ、姫君。死者のひとりふたりを蘇らせる術など、必要ないのだ。わたしたちには数秘術の力がある。その力でひとりふたりぶんの味方の死者が減るような兵器を作れば、それで同じだ。──違うかね？」

　彼はホールのいちばん奥に鎮ちん座ざしたオブジェらしきものの脇へと歩み寄りながら、朗々と言う。

　その無造作なまでの自信に、アンジェリンはますます震えた。

　リナルドの言うことは違う。もちろん、全然違う。

　叫びたかったが声が出ない。

　アンジェリンが沈黙を守っている間に、リナルドはオブジェにかかっていた布を取り去る。

　その下から出てきたのは、巨大な金属板がいくつもついた奇妙な機械だった。

（あれは……オルゴールか）

　円形の金属板の表面に刻まれた模様を見て、アンジェリンは判断する。

「アルファーの交響曲第十四番。鎮魂歌レクイエムだ」

　リナルドは深みのある声で言い、オルゴールのスイッチを入れる。

　途端にホールには澄すんだ音色が響き渡った。いくつもの円盤が回りだし、複雑な交響曲を演奏し始める。リナルドは軽く目を閉じ、指を振って鼻歌を歌う。

　フェリーチェが彼のほうを気にしながら、自分の銃を点検しているのがわかる。

　もう、時間がない。

　最後に言うとしたら何を言えばいい。何なら聞いてもらえる？

　頭の中を様々な思考がぐるぐる回り、アンジェリンは反射的にリナルドの名を呼んでいた。

「リナルド・ピサノ！　聞いてくれ。あなたが私を殺したいのは、わかった。理由はよくわからないが……わかった。でも、錬金術はけして、そう怪しいものではない。世界から自然の摂せつ理りを学び、それを繰り返すものだ。あれは自然の一部だ。ひとの業わざなんだ。しかし数秘術は未来を見るという。未来など、本来ひとが立ち入るべき領域ではない。きっと何か大変なことになる。きっといつか、あなたたちには錬金術師の助言が必要になる。だからそうなったときのために、あなたたち自身のために──どうか、錬金術を滅ぼさないでくれ。本を焼かないでくれ。我々が得た世界の知恵と真理を、殺さないでくれ」

　話しているうちに、今まで学んだ様々なことが思い出されてくる。

　感覚ですべてを解きほぐしてしまうアンジェリンだが、もちろん基礎は書物から学んだ。

　暗示に満ちた書物と戯たわむれ、数々の実験をするうちに到達した真理。その瞬間の視界がどっと開けるようなあの感覚と感動。あれを伝えなくてはならない。

　こんなことになるなら、自分の感覚に頼らず、もっとひとに伝えられる学び方をしてくればよかった。もう遅いかもしれないが、せめて何かを繫つなげることができれば。

　必死に語るアンジェリンの言葉は、しかし、途中でざっくりと切り捨てられた。

「知恵と真理。そんなものが、なんになる」

　妙に淡々としたリナルドに、アンジェリンはどうにか食いつこうと息を吸いこんだ。

　そこへ、いきなりリナルドが怒ど声せいをあげる。

「そんなものはかび臭い学者にでも任せておけ！　あなたは王族だ。そうだな？　民を守る代わりに彼らから搾さく取しゆする者だ。そうだろう？　なのに、あなたは書物に埋もれて真理とやらに浸ひたりきった！　あなたに罪があるとすればそれだ。民は真理なんてものはいらない。民衆が賢くなる時代なんぞ来るわけがない。民衆はばかでいたがる、学ばない、常に気持ちよく騙だまされたがる、ならば騙してやるのが、たったひとつの力ある者の愛ではないか！」

　心が恐怖で震えて、アンジェリンは息を吞んだ。

　うるさいほどにオルゴールが鳴っている。

　威い勢せいのいい行進曲風の調べに乗せて、リナルドは声を少しばかり穏おだやかにした。

「殿下。わたしは次の選挙でこの国の政権を取る。そしてここをわたしの国へと変える。わたしがこの国の王になる。……さて、次の狙いはなんだと思うかね？」

「……プロパトリアにでも取り入るのか」

　数秘術師に『政権を取る』と言われて、反射的に出た名前はそれだった。

　コローニアと最初に戦争を始めた国。数秘術の国、プロパトリア共和国。

　しかし、リナルドはあっさり言いきった。

「いいや、違う。戦争だ」

「何……？」

　あまりに意外な答えに、今度こそアンジェリンの思考は停止した。

　リナルドの言葉はコローニア語なのに、まるで知らない言葉のように響く。

「戦争をするんだよ、王女様。わたしはあなたの国で博覧会を開き、そこからほころびを作り、もう一度この世界を戦争の渦に巻きこむ。数々の新兵器が再び生まれる。今度は、このブラッキアリからだ！　ブラッキアリはプロパトリアを抑えて世界一の数秘術国となる。そして前ぜん代だい未み聞もんの戦争が世界を活性化させる。古い世界はすべて壊れ、世界は美しい数秘術によって再構成される。──あなたは、古い世界の代表としてここで死ぬのだ」

　そこまで言って、リナルドは自分の声に耳を傾かたむけるかのように目を閉じていた。

　うっすらと微笑んでから、彼はもう一度目を開けてアンジェリンを優しく見つめる。

「あなたは確かに錬金術の天才だ。そのうえ美しく、正しい。ばかな民衆はそういう存在が大好きだ。万が一にもあなたのようなひとが担かつぎ出されて、錬金術を信しん奉ぽうする古い国々の動きが活発になったら──それこそ世界は乱れる。そんなことは誰も望んでいはしない。あなたの父上や兄上も、そんな危なっかしい王女など要いらんそうだよ。あなたは、捨てられたのだ」

　えぐるような言葉に、アンジェリンの心はふと真っ白になった。

　何を考えていいのか、よくわからない。

　オルゴールが勇ましく鳴っている。

　鎮魂歌のはずなのに、戦え、戦え、と、そうひとを鼓こ舞ぶするような音楽。

　そういえばウィルの中に組みこまれていたのもこの作曲者の編曲した国歌ではなかったか。

　なんでそんなものが組みこまれているのかわからず、アンジェリンが王族への反逆防止の機構と共に解除してしまったその音楽。

（そうか。戦わせるため、だったんだな）

　ぼんやりと考えているアンジェリンを見つめて、フェリーチェが銃口を上げる。

　撃ち損じることのないであろう、ほんの五歩ほどの距離でアンジェリンの額ひたいを狙い、フェリーチェは曲に合わせて少しばかり歌うように言った。

「じゃあね、おやすみ、アンジェリン。次はさ、千年くらい前の感じの世界に生まれられるといいわね。魔法で世界がきらきらしてて、誇りとか、そういうものがまだ生きてる時代に」

　フェリーチェの指があっさりと引き金にかかる。

　引き金が引かれたらどうなるのかも今はよくわからず、アンジェリンは呆ぼう然ぜんと銃口を見つめていた。

　そのとき、不意に目の前に白い影が走る。

　近い距離で炸さく裂れつ音おんが響き、ぎゃっ、というような嫌な悲鳴があがる。

　──アンジェリンのものでは、もちろんなかった。

「…………？」

　のろのろと視線を動かすと、真っ赤な絨毯の上に白い羽が散っているのが見えた。羽はホールの真ん中辺りにいちばん多く散っている。

　そしてそこには、鷗かもめが血を流してひくついていた。

「鷗？　どこから入ってきたの、こんなの」

　フェリーチェが怪け訝げんそうに言い、辺りをきょろつく。

　そのとき、片眼鏡越しにホールを見ていたリナルドが鋭い声をあげた。

「下がれ、フェリーチェ！」

　フェリーチェは素早くリナルドの声に反応し、大きく後ろへ飛び退すさる。

　ほんの少し遅れて、とん、と今までフェリーチェがいた位置にナイフが突き立った。

　機能的な軍用ナイフ。リナルドやフェリーチェがベルトにつけているのと同じものだ。

（なんだ？　仲間割れか？）

　どちらにせよ物ぶつ騒そうな事態だが、アンジェリンにとっては希望の光だ。

　彼女はできるだけ身をよじって背後を見ようとする。

　ナイフが飛んできた方向、アンジェリンの後ろの壁には、上層への階段へ続く両開きの扉があった。

　見れば、さっきまでぴったりと閉じられていたはずの扉が全開になっている。

　扉の前で警備をしていたであろう黒服がひとり、ホール内で倒れていた。

　もうひとりの黒服はどうにか立っていたが、ほどなく大きくよろめいてくずおれる。

　そして、その陰になっていたひとの姿があらわになった。

「あ……」

　意識しないうちに、アンジェリンの唇から声が零こぼれる。

「これは──」

　リナルドが軽く目を見開き、フェリーチェも彼に視線を奪われた。

　そこには、《騎士》がいた。

　まるで昔の貴族の肖像画から抜け出してきたみたいな、百年前から変わらない騎士の正装に身を包んだひと。すらりとした肢し体たいにまとった華美な衣装、それにも負けないコローニア風の整った顔立ちに、はっとするほど鮮やかな青い瞳。

　白い肌に映える赤毛は今日はきちんと整えられて、血というよりは貴石に似た色に見える。

　この緊きん迫ぱくした場には似合わないが、ホールの装飾にはあまりにぴったりだ。

　なのに彼には甘い気配が少しもない。そのすっとした立ち姿が、手にした剣が、清せい冽れつな雰囲気が、彼が戦う者だと告げている。殺気とは違う、静かな緊張。

　彼は浮わつきのない決意で光る瞳をアンジェリンに向け、穏やかに告げた。

「その鷗はエルネストです、殿下」

「…………！」
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　あまりに懐かしい声に現実に引き戻され、アンジェリンは思わず涙ぐみそうになる。

　本当はほんの数日聞かなかっただけのはずなのに、どれだけ自分は彼の緊張感のない声に慣れ親しんでしまったのだろう。

　もう無理やり胸を張る必要はないんですよ、とでもいうような喋り方。

　その無造作な優しさ。

　──アンジェリンは、ウィルの喋り方が好きだ。言葉も。

　ウィルは、抜き身のサーベルを手に、上着の裾すそを翻ひるがえして古典的なホールを進む。

　金モールの上にシャンデリアから零れた光を躍らせながら、彼はごく適当に言った。

「梟ふくろうは俺がへたくそな分解をしたせいで、元のようには動かないんです。だからエルネストには他のものに乗り移ってもらったんですが、ちょっとしたことですぐに追い出されちゃうらしい。──なんにせよ、あいつは無事ですから、ご心配なく」

　初めて見る者にとっては、ウィルの姿と喋り方の落差は居心地が悪いかもしれない。

　現にフェリーチェなどはむずがゆそうにしているようだが、アンジェリンには彼のいつもどおりのところが嬉しくてたまらない。彼女は震えながら囁く。

「ウィル……来て、くれたのか」

「俺はあなたの友達ですから。あなたが危ないときには駆けつけます。遅くなってすみません、アンジェリン」

　ウィルは静かに言い、空いた手を胸に当てて一礼した。

　所作だけは完璧に騎士らしい彼の背後からは、誰もやってくる様子がない。

　おそらくは、敵の多くがウィルにやられてしまったのだろう。

　ほとんど音も気配もないままに。

「……素晴らしい」

　不意にリナルドが声をあげ、アンジェリンとフェリーチェ、ウィルも彼のほうへと視線を向ける。リナルドは真っ黒な瞳をきらめかせて、高らかに拍手の音を響かせた。

　彼は感情の読めない目でウィルを見つめ、拍手をしながらゆっくりとホールの真ん中へ歩み出た。

「まったく素晴らしい登場だ！　この海の真ん中までよく来たね。コローニアの英雄、平民でありつつ最強の名をほしいままにした《黄金の騎士》ウィルフリッド・バー・アーリンガム。君には、ぜひ一度直接会いたいと思っていたのだ」

「へえ、そうなんだ」

　ウィルは緊張感のない様子で答えつつ、アンジェリンが拘こう束そくされている椅子に近づく。

　そしてそのまま、アンジェリンを縛めていた金属製の手錠にサーベルの刃を当てた。

　錬金術で強化された刃やいばは手錠をぬるりと押し切り、彼女の手はすぐに解放される。

「ウィル……ありがとう」

「いえいえ。……痛いですね、これは」

　やけに真剣にアンジェリンの手首にできたアザを見つめるウィルに、アンジェリンはいよいよ泣きそうになってしまう。嬉しいか、ほっとしているのか、自分でもよくわからない。

　アンジェリンがためらっているうちに、ウィルは腰を支えるようにして彼女を立たせ、耳元に囁く。

「アンジェリン。怖いかもしれませんが、部屋の隅のほうへ下がって、全部終わるまで待っていてください。そこの扉の裏に、エルネストの梟と、あなたがエルネストに預けたぶんの精霊粉が置いてあります。待てますか？」

「……やる。ありがとう、ウィル」

　そのまましがみついていたい、とわめく自分の気持ちをどうにかなだめ、アンジェリンは彼を押し離してドレスの裾を引きずり、後ろへ下がる。

　ウィルは彼女を見送ってから、やっとリナルドのほうへ向き直って言った。

「で、あんたはどうして俺と会いたかったんだ？」

「それはもちろん、戦場で英雄と呼ばれた者同士だからだよ。我々は同じ孤独を知っている」

　にこやかな様子を崩さずに言うリナルドを、ウィルは不思議そうに見つめる。

「英雄。あんたが？」

「そう。街のポスターを見なかったかね」

　リナルドに言われて少し悩んでから、ウィルは顔をしかめて答えた。

「悪いけど、知らないな。そもそもブラッキアリはろくに戦場に出てきてないだろ。ブラッキアリ軍の噂で覚えてることっていったら『あっちこっちで女の子誘ってばっかりだ』ってのくらいだ。そんな中で英雄とかいわれても、正直ぴんとこない」

　あまりにさらっと言われた台詞に、リナルドの顔は一瞬青ざめる。

　すかさずフェリーチェが前に出ると、静かな怒ど気きを含んだ声で囁いた。

「ずいぶん失礼なこと言ってくれるじゃない、色男さん。──あんたの無知でリナルド様を汚さないで」

「汚すも何も、俺は常識的なコローニア人として喋ってるつもりだぞ」

　憮ぶ然ぜんとして言うウィルに、フェリーチェはますます瞳を怒りで燃やす。

　一方のリナルドはというと、不意にさっきまでの自信満々の雰囲気を取り戻して笑いだした。

「ははははは、《黄金の騎士》殿は局地的な戦線までは把は握あくしていなかったと思われる！　そう……そうだね、君たち《騎士》は基本的には『便利な兵器』だった。拡大する戦線に闇やみ雲くもに突っこまれるだけでは、戦争の全ぜん貌ぼうなど見えはしないだろう。それが、我々の差だ」

「差、ね」

　ウィルが軽く首をひねる間にも、リナルドはよく響く声で続ける。

「そう、差だ。君は平民出身の錬金術の《騎士》。わたしは貴族出身で、数秘術師集団の長ちよう。君は卑ひ怯きよう者ものの汚名を受けて地位も名誉も失い、わたしは英雄としてこの国を手に入れようとしている。……若くしてすべてから逃げようとしていた君とわたしが対等に話そうというのが、そもそもの間違いだったのかもしれない。申し訳ない。──君は自分が望むとおりに、帰って寝ていたまえ。新しい世界はわたしが創ってみせる」

　妙に慈じ愛あいに満ちたリナルドの言いようは、どこか父親じみていた。

　守り、支配する者の気配。しかしそれはひどくうわっ面つらだ。

　薄皮一枚剝はいだ下では、まったく別の欲望がうごめいているのがよく見える。

　ウィルは少しばかり顔をしかめ、リナルドを見み据すえて言う。

「リナルド、英雄ってのは人間じゃない。ぴかぴかした勲くん章しようみたいなもんだ。みんなは憧れるかもしれないけど、本当のところはただの人殺しだ。毎日嫌な夢にうなされて、それでもみんなの笑顔のために胸を張って笑顔でいなくちゃならない。あんたはどうして、自分をそんなものにしたいんだ？」

　真しん摯しに告げた言葉に、リナルドは背筋がぞくりとくるような笑みを浮かべて囁いた。

「『したい』のではない。わたしはすでに、英雄なのだ」

（あくまで舞台から降りる気はありません、ってところか）

　相手の態度に、ウィルは静かにサーベルの柄つかにかけた指に力をこめる。

　そしてそのまま、静かに言った。

「……あんたの創る世界には、きっとあんたしかいないんだろうな。あんたは自分を英雄にするために、新しい世界を創る。──だけどな、どんな時代になっても、ひとが命を懸かけたくなるのは人間としてまともな相手だ。口が上う手まくて顔がいいだけの人間なら、劇場に行けば山ほどいる。俺はアンジェリンの友達であることを誇るし、友達のためには人殺しになるかもしれないけど、あんたとは話してるだけでうんざりだよ。あんたはきっとろくな友達も作れないし、ろくな世界も創れない」

　さらりと言われたぶん、自じ尊そん心しんの強い人間にはなおさらきつい台詞かもしれない。

　すっと青ざめて黙りこんだリナルドに、ウィルはさらに畳たたみかける。

「さ、喧けん嘩かする気がないんだったら、俺たちはこれで帰るけど。どうする？」

　辺りにしん、と沈黙が満ち、ウィルのサーベルがかすかに震えた。

　リナルドはまだ蠟ろう人にん形ぎようのように固まってウィルを見つめているだけだったが、代わりにフェリーチェがゆらりと動いた。

「……ほんと、ばかな子ねえ。だけど結構、格好いいわ。怖いもの知らずな感じが素敵。しかも、無知だからってのじゃなくて、わかってるのに虚きよ勢せいを張ってる感じがどきどきだわあ」

　甘く言ってウィルを見つめてくる彼女は、言葉とは裏腹に激しい憎しみの気配を全身から漂ただよわせている。常に熱狂的に潤んだ瞳が、仇きゆう敵てきを見る目でウィルをとらえる。

　彼女にとってはおそらく、愛するリナルドを侮ぶ辱じよくする者すべてが敵なのだろう。

　相手が誰だろうと関係ない。戦う理由はそれだけで構わないのだ。

　フェリーチェが片手に銃を持ったまま、もう片方の手で大型のナイフを抜いたのを見て、ウィルは顔をしかめた。

「あんたがやるのか。ちょっと嫌な対決だな」

　ウィルが言うと、フェリーチェはくすくすと笑って唇をなめる。

「そう？　あたしはそうでもないわよ。ご主人様が大好きな者同士、遊びましょ。大好きなひとのために命を懸けるのは、いつだって快感よねえ？」

「自分の快感はともかく、好きならちゃんと守りきれよ。自分も、相手もさ」

　ウィルはぽつりと言い、サーベルを目の前に掲げた。

「──王国騎士、ウィルフリッド・アーリンガム。唯ゆい一いつ神しんと王女の名のもとに──行くぞ」

　古風な礼をしてから、いきなり床を蹴ける。

　フェリーチェも意外なほど素早く動く。ほとんどウィルと同時だ。

　いくら鍛えているとしても、フェリーチェの体格にしては異常なくらいの速度だった。

（こいつ……！　変な薬でも使ってるんじゃないだろうな）

　不安と不快を覚えるウィルの眼前で、フェリーチェの銃が弾丸を吐く。

　ウィルは一発、二発目までを最低限の移動で避け、三発目はサーベルの刃で弾の軌道を逸らした。弾はウィルを少しも傷つけることなく天井にめりこみ、ウィルのサーベルは空を切ってフェリーチェを襲う。

　視認も難しいような速度の斬ざん撃げきを、フェリーチェはナイフで受ける。

　しかし、超ちよう硬こう度どサーベルと触れあった瞬間、ナイフの刃は滑らかに切断された。

　ナイフの先が飛ぶ。フェリーチェはひるまず、ひと息にウィルの間合いへ飛びこむ。手には折れたナイフを持ったままだ。

　ウィルはわずかに身をよじって突き出されたナイフを避け、サーベルをくるりと逆手に持ち替えた。

（斬れすぎるなよ！）

　全神経を集中して強く念じ、ウィルはフェリーチェの手首近くを斬りあげる。

　かすかに震えるサーベルが、辺りの大気に波を立てる。

　フェリーチェは気にせず動き続ける。

　彼女はウィルに折れたナイフを投げつけ、その隙に銃の引き金を引く。

　しかし、なぜか弾は出なかった。

　弾詰まりか、とフェリーチェが目を凝らしたとき、不意に彼女の顔色が変わった。

「──あ」

　小さなうめき声をあげ、フェリーチェの美しい顔が歪ゆがむ。

　次の瞬間、銃が指から離れて床に落ちた。

　銃を持っていた利き手の手首からぱっと血が噴き出し、フェリーチェはもう片方の手で懸命に傷を押さえようとする。

　ところが、そちらの腕からも血は零れ出していた。

「……両手とも斬ったから。無理だろ、もう」

　ウィルはサーベルを構えたまま動きを止め、淡々と言う。

　一見空を切ったかに見えたウィルのサーベルは、実はほんの一瞬でフェリーチェの両手を斬り裂いていたのだ。その鋭さと速度が度を越していたせいで、傷が開くのにもフェリーチェが気づくのにも時間がかかったのである。

　フェリーチェはしばらく愕然とした様子で自分の手を見つめていたが、すぐに箍たがの外れたような笑い声をあげて身をよじった。

「あーら、すごい。すごいすごい、素敵！　さすが騎士、すっごいなあ。こんなことできるんだ。あたし、まだまだ弱いんだ。いいなあ、これ、飽きなさそう。あははは、なんだか楽しくなってきちゃった！」

　酔ったようにふらつきだしたフェリーチェに、ウィルは顔をしかめて言う。

「浮かれてる場合じゃないだろ、ばか。とっとと手当てしろ、出血で死ぬぞ」

「いいじゃない、死ぬのも。悪くないわよ。負けたんだし。役立たずだったんだし。ねえ、いっそ殺してよ、あたし、実は自分の死ぬ瞬間にも興味があるの！」

　調子っぱずれの声に、ウィルは性た質ちの悪い頭痛すら感じ始めた。

　こういう相手は苦手だ。誰にでも何かに酔っぱらう瞬間はあるが、彼女は自分の酩めい酊ていを恥ずかしいと思う領域をとうに超えてしまっている。

（この手て合あいには、リナルドの立場の人間が何か言うしかないんだけどな。あいつはどうせ何も言わないんだろうし……どうするかな）

　念のため視線をやってみると、リナルドは巨大なオルゴールを止めたところだった。

　こんなときに一体何をしているんだ、とウィルが思ったのもつかの間。

　オルゴールのスイッチが連動していたのだろう、船中にじりりりりり、と警報が鳴り響く。

　あちこちで人々の叫びが交わされ、どたばたと足音が沸わき起こった。

「……やれやれ。まだ雑ざ魚こがかなり残ってたか」

　ここは海の上だし、どちらにせよ後戻りなんかできるわけもない。

　やるか、とウィルが心に決めかけたとき、背後からアンジェリンの声が響いた。

「ウィル！」

　必死な声と共に、彼女が駆け寄ってくる気配がする。

　フェリーチェの命乞いだろうか。そう思うと、ウィルはやけにほっとしてしまう。

　ウィルは振り返らずに、穏やかな声を出した。

「大丈夫です、フェリーチェは殺しませんって。できれば、ですけど」

「そうじゃない。その、あなたは私に、不ふ埒らちな真ま似ねをしろ！」

　大真面目に後ろから怒鳴られ、ウィルは軽く思考が吹っ飛ぶのを感じた。

　大いに引きつり、後ろを振り返ってアンジェリンを怒鳴りつける。

「不埒って……いきなり何言ってんですか、あなたは！　場所と時と場合と相手を考えてくださいよ！　服にごまかされたら駄目ですからね、俺はなんだかんだでウィルですから！」

　ところが、アンジェリンはひるむどころか真剣にウィルの胸にすがって見上げてくる。

「いいから、早く！　私の意表を突いて！」

（──あれ、おっそろしく真面目だな、このひと）

　あくまで真摯に光るアンジェリンの瞳に、ウィルは何度か瞬またたく。

　彼女が本気で言っているなら、何か特別な意味があることなのかもしれない。

　色々と常識外れの女の子ではあるが、切羽詰まったときに間違った選択をしたことはないひとのはずだ。

（しょうがない、やってみるか）

　自分でも少し驚くくらい素直に心が動き、ウィルはアンジェリンと向きあう。

　とはいえ、不埒な真似というのはどのあたりを想定されているのか。

　よくわからない。わからないが、悩んでいる時間もない。

　今のところフェリーチェはぽかんとしてくれているが、どうせすぐに我に返るだろう。

（……とりあえず、抱きしめるあたりは問題ないよな。適度に不埒だけど、まあ、問題ない）

　大真面目に考えて、ウィルはアンジェリンを抱きしめる。少し力を入れすぎたら折れてしまいそうな華きや奢しやな体を慎重に抱いて、一秒にも満たない間に思考をめぐらせる。

　で、問題はこの先だ。

　今、ウィルが自分に許せる、相手の意表を突く『不埒な行い』はどのくらいだ？

　何回か脳内で想像をめぐらせた結果、答えはきっぱりと出た。

「……すみません」

　ウィルはあらかじめ、アンジェリンとエルネストと、その他もろもろ、むしろ自分が考えつく限りのありとあらゆる世界の事象に対して短い謝罪と祈りの言葉を述べる。

　そして、軽くアンジェリンの額に口づけた。

　敬愛と、感謝と、もろもろの自分の持つ性質のよさそうな感情をこめて、家族の温度で。

　──何をどう考えても、これが今の精いっぱいだ。

　別に、臆病者といわれてもいい。ちょっともったいないんじゃないか、とどこかで考えている自分がいるが、そんなのもきっと気のせいだ。

　ウィルの唇がアンジェリンの滑らかな額に触れた瞬間、数週間前に感じたようなものすごい頭痛が彼を襲った。

（ひょっとして、アンジェリンが狙ったのって……これか？）

　ぐらり、と傾きかけるウィルの視界の中で、アンジェリンの凜り々りしい声が叫ぶ。

「変へん成せいを命ずる！」

　そしてものすごい光が辺りを覆い、ウィルの視界はいったん暗くなった。
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　ウィルは気を失ったほんの一瞬の間に、ごく短い夢をみた。

　広い広い、どこまでも続く故郷の街の麦畑に、自分は軍服姿でたたずんでいる。

　風はさわさわと重く実った麦を押し倒し、優しい香草みたいな匂いを運んできた。

　青い空には大きな飛ひ空くう艇ていが飛んでいる。その腹には敵国の印がでかでかと描いてあるのが見えた。飛空艇の影が自分の上を通り過ぎる。

（ああ、シスターがいる）

　大きな飛空艇の影を追って視線を動かすと、十歩ほど先に自分を育ててくれたシスターがいるのが見えて、ウィルは気軽に声をかけた。

「シスター。お久しぶりです。昔、人間って死んだらどうなるのか、訊きましたね」

「それはもちろん、善ぜん行こうをなしたひとは天国へ、悪あく行ぎようをなしたひとは地獄へ行くんですよ」

　彼女はウィルに背を向けたまま、優しく言って麦の穂を撫でている。

　昔もこんな問もん答どうをしたっけな、と思いながらウィルは続ける。

「……そこが、ちょっと疑問なんですけど。実は俺、幽霊が見えるんですよね。だから、天国とか地獄とかって、やっぱり噓じゃないかな、って思うんです。そんなものはなくて、俺たちの前には果てしなく日常ってやつが連つらなっているだけなんじゃないか、って。……なんだかそう思うと、俺、怖くって」

　彼の漠ばく然ぜんとした不安をぶつけられたシスターは、振り返らないまま小さく笑った。

「私は言ったはずよ、ウィル。ここは天国でも地獄でもない場所だって。どちらでもない場所っていうことは、つまり、ここからどちらにでも行ける、っていうことなのよ」

　──あなたは、どこへ行きたいの？

　優しく言ってから、彼女はそっと振り返る。

　その顔を見ると、彼女はシスターではなかった。なんだかひどく懐かしいけれど、あまり見覚えのない、やや矛む盾じゆんした印象の優しい顔をしていた。

（ひょっとしてこれって、母さんなのかな）

　なんとなく、そんなことを考える。

　強い風が吹いた。

　麦穂がさわさわと音を立ててなびく。

　麦の間に、ぽつぽつとひとの姿が見える。

　小さいころ遊んだ友人たち。近所に住んでいたおばさん。イモ団子をくれるおばあさん。士官学校の面倒くさい教官。同期生たち。戦場で会った幽霊の女のひと。

　たくさん、たくさんのひとがいて、どこかへ行こうとばらばらの方向を見ている。

　誰も泣いているひとはいない。苦しんでいるひともいない。

　ここは優しい場所だな、とウィルは思う。




　でも、アンジェリンがいないから、多分ここは自分の居場所ではないのだろう。
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「……ウィル。大丈夫か？　気き絶ぜつ癖ぐせがついたか？」

　大真面目な囁きと共に軽く頰を叩かれ、ウィルはゆっくりと瞬く。

　視界が鮮明になると、思ったより近くにアンジェリンの顔があった。

　少々、ぶしつけなくらいの距離に。

　途端に額に口づけた瞬間のことを思い出してしまい、ウィルは彼女の両肩に手を当て、そーっと丁てい寧ねいに押し離しながら口を開く。

「大丈夫です、俺は元々寝起きが悪いだけで、気絶の半分くらいはただの睡眠だと思うんです……むしろ、あなたのほうは大丈夫でした？」

「大丈夫かどうかは、見てもらったほうが早いと思う」

　アンジェリンが変な感じにかしこまって言うので、ウィルはなるべく素早く体を起こして辺りを見渡した。

　気絶する前に見た光はもはやどこにもなく、広いホールにはいつの間にやら黒服の男たちの体がいくつもいくつも転がっている。その数ざっと二十人ほど。

　一見すると、室内で大爆発でもあった後のような状態だ。

「──控えめに言って、惨状ですね。血の臭いがしないし、単に気絶してるだけなんでしょうけど、見た目は大たい量りよう殺さつ戮りく後って感じです」

　ウィルが感想を述べると、アンジェリンは神妙な顔でうなずいて解説を付け加える。

「そうだな。あなたは一時的に機能停止するとき、ありとあらゆる感覚が遮しや断だんされる。その隙に、みんなの五感を奪った、ら……ちょっと、加減を間違ってやりすぎた……」

　傍かたわらに座りこんだまま肩を落とすアンジェリンに、ウィルは思わず笑いそうになる。

　腕を回して彼女の頭を撫でたくなって、右手が勝手に持ちあがる。その手がアンジェリンの髪に触れる前に、ウィルは意志の力で軽く拳こぶしを握り、手を床へと落とした。

　せっかく『友達』同士なんだから、もうちょっと礼儀正しくてもいいかな、と思ったのだ。

　ウィルは彼女を撫でる代わりに、なるべく静かな声を出すことにする。

「相手はあなたを殺そうとした奴らです。これくらいでやりすぎとか、あり得ませんよ。それはそうと──リナルドとフェリーチェの姿がないですね」

「リナルドもフェリーチェも、すごく素早い。かなり先の未来が見えているのかも。前、フェリーチェがそんなことを言っていた」

「……未来ね。そんなもんが見えても、いいことない気がしますけど。情報は処理しきれなかったら雑音だからな」

「ウィル」

　不意にすがるような声で名を呼ばれ、ウィルはアンジェリンを見つめた。

　アンジェリンも、じっとウィルを見ている。

　綺麗でもろくて、優しくて素すっ頓とん狂きようで、いざというときには意外なほどに頑張ってみせるアンジェリン。彼女が目の前にいるのが嬉しくて、ウィルは少し首を傾げて答える。

「はい」

　単純なひと声で、アンジェリンの瞳がかすかに震える。

　自分の声が彼女の心を震わせたのだと思うと、ウィルの心にはやけに優しい感情があふれてきてしまう。目の前のひとに優しくしたい。

　そして、ただひたすらに、ここでぼんやりアンジェリンのことを見ていたかった。

　ぼんやり……ずっと、言葉もなく。

（ばかだなあ、俺。そんなことしてたら普通に死ぬって。それに、ほら、あれがいるし）

　ウィルはなるべくさりげなくアンジェリンから視線を引き剝がし、口調をいつもの適当な雰囲気にする努力を始めた。

「えーっと。あの、ここで長話するのはまずいっていうのと、ちょっと、その──俺には気になることがありまして」

「なんだ？　怪け我がか？」

　瞬時に真剣な表情に戻るアンジェリンに、ウィルは慌てて説明する。

「いえ、違います。俺はそれなりに健康です。そうじゃなくて……その、すごく言いづらいというか説明しづらいんですが、あのー。エルネストが……そこにいるんですよね」

「……どこに」

　大きく目を瞠みはって見つめられ、やっぱりな、とウィルは思う。

（さすがに変だとは思われるだろうけど、これを隠し通す根性は俺にはない。今がちょうど言いどきだろ）

　勝手にそう判断し、ウィルは傍らにたたずむ幽霊のエルネストを指差した。

「そこに。普通に立って、ものすごく複雑な顔でこっち見てるんですよ……。『不埒なふるまい』のあたりから、それがどうにも気になっちゃって」

「……あなたはまたそうやって余計なことを言う。アンジェリン様には見えていないんですから、わたしのことなど普通に無視しておけばいいでしょう」

　さも嫌そうに言うエルネストに、ウィルはあえて声に出して反論した。

「そういうわけにはいかないだろ、本当に無視してほしいなら、もうちょっと目立たないとこに隠れてるくらいの気き遣づかいを見せろよ、お前は」

「アンジェリン様に危険が迫っているときにそんなことはできません。当然のことです」

　エルネストは憮然として言い、腕を組んだ。

　アンジェリンはしばらくウィルと、ウィルが指差した先を見比べてから言う。

「……ウィル。あなたは、本当に、エルネストが見えるのか……？」

「あー、はい。やや変へん態たいじみてて申し訳ありませんが、俺、幽霊が見える体質でして」

　この際、とばかりにぶちまけるウィルに、アンジェリンはぎょっとした様子で身を乗り出してきた。

「幽霊が見える？　本当に？　エルネスト以外もか？」

　退ひかれるよりはだいぶましだろうか、と思いつつ、ウィルはせっかく整えた頭を適当にひっかく。

「ええ、見えます。しかも生まれつきなんですよね。ほんとにすみません。ずっとこのまま内緒にしとこうかとも思ったんですが、友達なんだしなーと思ったら、どうもあなたに隠し事をするのが嫌になってきちゃいまして。といったってこんな話、そうそう信じられないとは思うんですが……」

「信じる信じないはアンジェリン様の自由でしょう。なぜ君はそこで自分から謝るんです。本当にこんなときだけ卑ひ屈くつなひとだ」

「幽霊が見える俺のことをさんざん変態扱いしたお前には、心底言われたくない台詞だな」

　ウィルは瞬時に言い返し、ほっとひと息ついた。

　声に出してエルネストに反論できると、実にすっきりする。この爽そう快かい感かんのためになら多少変態扱いされても仕方ないかもしれないと思うくらいだ。

　さて、この状況をアンジェリンはどのように理解するのだろう。

　少し目を合わせるのが怖いような気がして、ウィルは周りを警戒するふりで視線をさまよわせる。その間にアンジェリンはしばらく考えこみ、やけに感かん慨がい深ぶかそうにつぶやいた。




「そうか。じゃあ、私の気が狂っているわけではなかったのか」




「はい？」

「……は？」

　あまりに意外なアンジェリンの答えに、ウィルとエルネストはほとんど同時に声をあげる。

　ふたりは互いに顔を見合わせ、まったく同時にアンジェリンに視線を戻す。

　アンジェリンはアンジェリンで、ウィルとエルネストを交互に見つめて、慎重に言った。

「つまり、本物だったのか、このエルネスト。ずっと、私のそばにいたのか」

「え、それってまさか……」
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　信じがたい事態にウィルは引きつるが、もっと悲ひ惨さんなのはエルネスト本人だ。

　今までさんざんアンジェリンの目の前で勝手にふるまってきた彼が、氷こおり漬づけにされたかのように顔色悪く突っ立ったかと思うと、今度はいきなりアンジェリンに向き直って言う。

「殿下？　いえ、ちょっと待ってください……それって一体どういう、いや、その、ウィル、特別に許可しますから、わたしの頰を思い切り張ってくれませんか」

「俺は見えるだけで、幽霊には触さわれないんだよ！　殴なぐれるならとっくに殴ってる……んだけど……アンジェリン。本当にこれのこと、ずっと見えてたんですか？」

　念のためウィルも確かめるが、アンジェリンの視線は正しくエルネストを追っていた。

「……うん。実は、小さいころから、ずっと、幽霊のようなものは見えていた。でも、周り中からそれはお前の夢だといわれていて……視線を逸らすのが癖になっていたんだ。だからエルネストも、きっと私の後悔が生んだ妄想だとばかり。でも、今思えばこれも錬金術で説明できるような気もする。命の精霊が、一部散らずにいる現げん象しようなのかも。……それにしても……」

　最後は消え入るような声で言ってから、アンジェリンはよろよろと立ち上がる。

　ウィルはすぐに腕を回して支えたい気持ちに襲われたが、ここはあえて我慢する。

（ここは、エルネストが手を出すべきところだろ）

　ウィルの思おも惑わくはしっかり伝わったらしく、エルネストは一瞬こちらをにらんでから、形だけアンジェリンに手を差し伸べた。

　アンジェリンは幻げん影えいの手袋をしたエルネストの手の上に、自分の白い手をそっと乗せて彼を見上げる。

　エルネストは、どこか悲しく囁いた。

「殿下」

「……エルネスト。また会えて、嬉しい。嬉しい、というのも酷いが……やっぱり、嬉しい」

　そう言って笑ったアンジェリンの顔には、どうにもやるせない悲しみと同時に、静かな感謝が見て取れるようでもある。

　エルネストはアンジェリンを見下ろして、蕩とろけるように甘く笑った。

「はい。わたしも嬉しいです」

「……ごめんな、エルネスト。兄上があなたを殺したのは、私のせいだ。私が全部、いけなかった。私が、自分が何者かも、父上や兄上や、あなたが何者かも、考えなかったから」

　謝罪のときばかりは、アンジェリンの声がふっと暗くなる。

　エルネストは彼女の謝罪を聞いてから、まったく揺るぎない笑顔で言い切る。

「わたしはあなたが生まれてよかったですよ。さっきのリナルドのばかが非難したあなたのすべてが、わたしにとっては逆に宝物でした」

　エルネストにしては、やけに単純な言い回しだった。きらびやかな単語もあまり出てこない。だからこそ、その言葉は一瞬でアンジェリンに穏やかな笑みを呼び戻した。

　憂うれいは見る間に溶け消えて、アンジェリンは深くうなずいて囁く。

「ありがとう。あなたは私の支えだった。友達で……多分、私の大切な家族、だったのじゃないかと思う」

（──やっぱり、恋人、じゃないんだな）

　ウィルがうっかりエルネストに同情しかけたそのとき、彼の感覚は船のどこかでひとが身じろぎ、うめき声をあげたのを拾った。──そろそろ気絶から覚める人間がいる。

　というかそもそも、ここに長居しすぎである。

　この会話を断ち切るのには罪悪感があるが、アンジェリンの安全には代えられない。

　ウィルは声を抑えてアンジェリンに告げた。

「感動の再会はまだまだやってくださって構わないんですけど、ここからはそろそろ逃げないとやばいですよ。起きてくるのがいます」

　アンジェリンはすぐに頷き、ウィルとエルネストの腕をそれぞれ自分の手で取る。

「うん。行こう。三人で、家に」

「……家？　って、どこ？」

　いきなりの発言に、ウィルはびっくりして瞬く。

　エルネストも困った様子で首をひねり、アンジェリンに直接訊いた。

「家といいますと、陛下たちのところですか？　ブラッキアリの？」

　するとアンジェリンは、小さく首を横に振って答えた。

「いや、コローニアだ。リナルドは、コローニアに悪さをして、世界を戦争に巻きこむと言っていた。王女としては、まずはそれを阻そ止しせねばなるまい。そしてその後、平和のための世界征服について再検討する」

　意外すぎる発言に頭を抱えたくなりつつ、ウィルはどうにか踏みとどまって食い下がった。

「いえ、その、待ってください。世界征服、まだあきらめてなかったんですか？　ブラッキアリの遺跡にある秘宝ってのは、結局取り逃したんですよね!?」

　アンジェリンはウィルとエルネスト──まあ、エルネストのは形だけにせよ──の腕をひっぱってホールの出口のほうへと向かいつつ、あっさりと言う。

「命の精霊粉か？　現物は封印されたらしいが、あの遺跡は全体の構造自体が精霊粉の製法を示していた。しっかり暗記しているから、時間と設備さえあれば合成し直せる」

「それは素晴らしいことですが……殿下、わたしはそもそもブラッキアリの人間でして。しかも、もう死んでいますし」

　珍しく口ごもったエルネストに、アンジェリンは少し心配そうな顔になって言った。

「あなたはウィルのことが大好きだろう、エルネスト。あなたがあんなに親しく喋っていたのは、生前から考えてみてもウィルだけだ。あなたを大好きなひとと引き離すのはかわいそうだと思って、三人、という言い方にしたのだが……ついてくるのは面倒か？」

　ウィルのことが大好き。……エルネストが？

　彼女の爆弾発言に、ウィルとエルネストはしばらく黙りこむ。

　そして、双方ほとんど同時にものすごい勢いで口々に主張した。

「待ってください！　今の発言は、俺とこいつにとって、ものすごくかわいそうです！」

「残念ながら、今回ばかりはこのばかの言うとおりです、殿下！」

　ウィルとエルネストの悲痛な声に、アンジェリンは目を瞠って答える。

「そういうものか？　ではやはり私たちは離れるべきなのだろうか」

「いえ、そういう問題ではなくて、ですね……」

　説明しようとして、ウィルは思い切り壁にぶつかってしまった。

　この、自分がアンジェリンに抱いている『友達』という優しい言葉に頼った感情を、どうやったら説明できるだろう。

　ついでに言えば、多分、エルネストがアンジェリンに抱いていた感情はまぎれもなく恋だったわけで。

　困り果てたウィルが『おい、これ、どうする』とばかりにエルネストのほうを見ると、彼は顔をしかめて『あなたがどうにかしなさい』という気配をにじませる。

　どうにか、って言われてもなあ、と考えているうちに、ウィルはふと思いつく。

（……そうだ、ここが戦場だったら、って考えるか。戦場で究極の選択を迫られているとしたら。──たったひとりで行く長くて危険な道と、戦友たちと行く長いか短いかよくわからないけど、やっぱり危険な道と、どっちかを選べって言われたら……）

　この作戦は功こうを奏そうし、ウィルの心はあっさりと答えを弾き出した。

　ウィルがしばらく黙りこんだ後に顔を上げると、真剣なアンジェリンとエルネストの顔が視界に入る。

　ウィルはふたりに向かって、とりあえず気楽に笑ってみせた。

「ま、『家』に帰るまでは、三人でもいいかもしれないですね。幽霊もいますけど、ここはまだ、天国でも地獄でもない場所なんですから」
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　あとがき




　本書、『アルケミストの誓せい約やく　白はつ金きんの王おう女じよの夢ゆめ物もの語がたり』は上下巻構成の読み切りファンタジーの上巻になっております。

　大河ロマンもいいけれど、きゅっとまとまったお話もいいな、ということで、個人的にアニメ映画の一本も観るような気分で読んでいただけるものを目指してみました。

　素ボケで引きこもりだった美少女錬れん金きん術じゆつ師しの王女様と、顔も性能も抜群なのにとにかく隠いん居きよしたがる騎士、これまた容姿は完璧なのに死んでるのが玉に瑕きずの美形執事の三人（？）が、『剣と銃と魔法』の世界で暴れます。冒険、純愛、騎士と王女、錬金術、軍服、蒸じよう気き機関車、古代遺跡、スチームパンク、そんなキーワードがお好きな方の手に届きますように。

　そして、どうぞ、この池いけ上がみ紗さ京きよう氏の神がかったイラストに心臓わしづかみにされてしまってください！　軍服もドレスも梟ふくろうもたまらんです……！　なお、本書における『錬金術』と『数すう秘ひ術じゆつ』は現実のそれぞれの術とは相当違いますので、その点はご注意くださいませ。

　それでは、三月刊予定の下巻でお会いできることをお祈りしつつ。
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